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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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New Life.







　あとがき






　キミにとっての平和が、苦痛と感じてしまう者もいるということだ。














　Life.0










『ふはははは！　ついに貴き様さまの最後だ！　乳ちち龍りゆう帝ていよ！』


　見るからに怪かい人じんな格好の輩やからが高笑いしていた。


『何を！　この乳龍帝が貴様ら闇やみの軍団に負けるはずがない！　行くぞ！　禁手化バランス・ブレイク！』


　俺そっくりの特とく撮さつヒーローが画面で見事な変身を遂とげる。


　その姿は俺の禁手バランス・ブレイカーまんまだった。


　俺たちグレモリー眷けん属ぞく、イリナ、アザゼル先生は兵ひよう藤どう家けの地下一階にある大広間で観賞会をしていたんだ。


　巨きよ大だいモニターに映うつる観賞作品は──『乳龍帝おっぱいドラゴン』という特撮作品だ。なんでも、冥めい界かいで絶賛放送中の子供向けヒーロー番組らしい。


　そう、題名からして想像できるだろうけど……俺が主役だ！


　と言っても、俺自身が役者として演じているわけじゃなく、俺と背格好が同じ役者さんにＣＧで俺の顔をハメこんで加工している。


「……始まってすぐに冥界で大人気みたいです。特撮ヒーロー、『乳龍帝おっぱいドラゴン』」


　膝ひざ上うえの小こ猫ねこちゃんが尻尾しつぽをふりふりさせながら言う。小猫ちゃん、冥界の番組にやたら詳くわしいよね。


　大人気なのはこの間聞いて知っている。放送開始されて早々に視し聴ちよう率りつが五十％を超こえるお化け番組となった。正直、ビックリしたよ。俺を主役にした番組が冥界で放送されている上に大人気ときたもんだ。


　物語のあらすじはこうだ。


　伝説のドラゴンと契けい約やくした若手悪あく魔まのイッセー『グレモリーは、悪魔に敵対する邪じや悪あくな組織と戦う変身ヒーローである。


　おっぱいを愛し、おっぱいのために戦う男。邪悪な悪事を働く輩を倒たおすため、伝説のおっぱいドラゴンとなるのだ！　だそうです。


　今日初めて番組を見ているけど、うれしい反面、チョー恥はずかしいんですけど！


　なお、著ちよ作さく権などはグレモリー家が仕切っている。聞いた話じゃ、『おっぱいドラゴン』でだいぶ稼かせぎ始めたようだ。グッズも販はん売ばい開始されたとかなんとかって……。行動早すぎるだろう、悪魔の皆みなさん……。


　おもちゃ版ブーステッド・ギアの試作おもちゃが送られてきているもんな。すごいんだよ、それがまた。おそろしいほどに精せい巧こうでさ。音声まで再現されてる……。


「この番組に出てる赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルは本物にそっくりだね。すごい再現度だよ」


　木き場ばがうんうんうなずきながらポップコーンを食べていた。


　ま、まあ、俺から見ても確かに赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルの再現具合が凄すさまじい。


『いくぞ、邪悪な怪人よ！　とおっ！　ドラゴンキィィィィィックッ！』


　鎧よろいを着た『おっぱいドラゴン』が怪人に見事な必殺技わざを決める。派は手でな爆ばく破は演出などが巻き起こっていた。


　そのあと、敵の新兵器の力でピンチになった主人公だが、そこへヒロイン登場だ。


『おっぱいドラゴン！　来たわよ！』


　登場したのはドレスを着た──部長だった！　もちろん、本物じゃなく、部長とよく似た背格好の役者さんに部長の顔を加工している。


『おおっ！　スイッチ姫ひめ！　これで勝てる！』


『おっぱいドラゴン』がスイッチ姫のおっぱいにタッチした！　うおおおっ！　なんじゃ、この展開はぁぁぁああっ！　しかもスイッチ姫って！　部長の役名か!?　確か美び猴こうが名付けてきたものだ！　正式採用されている!?


　乳を触さわった主人公の体が赤く輝かがやき、パワーを取り戻もどしていた。


「味方側におっぱいドラゴンとスイッチ姫がいるんだよ。そして、ピンチになったとき、スイッチ姫の乳を触ることで無敵のおっぱいドラゴンになるのだ！」


　アザゼル先生がノリノリでそう説明をくれる。


　スパン！　その先生の頭を部長がハリセンで叩たたいていた。


「……ちょっとアザゼル。グレイフィアに全部聞いたわよ？　ス、スイッチ姫の案をグレモリー家の取材チームに送ったのはあなたよね？　おかげで私が、こ、こんな……」


　部長は顔を真っ赤にして、怒いかりに耐たえている様子だった。


「いいじゃねぇか。ガキどもからも支持を得るようになって、逆におまえの人気が高まったって聞いたぜ？」


　先生は叩かれた頭をさすりながら言った。


　そういや、今度冥界で発売される若者向け情報誌も「リアス姫特集」から「皆みんなもスイッチ姫になろう！」って記事に変わると聞いたかも。


「……もう、冥界を歩けないわ」


　部長はため息混じりにそうつぶやく。俺だって、冥界歩くの怖こわいぜ。子供に見つかったら、「あ！　おっぱいドラゴンだ！」って指さされそうだし。


『もう、どうでもいいじゃないか。どうせ俺とおまえは乳龍帝だ……』


　ここにもう一人ため息混じりの方がいました。伝説のドラゴン──ドライグさんも最近やけくそ気味だ。ゴメンね、ドライグ。でも楽しげだと思うぜ。


『ああ、本当に飽あきないよ、おまえといると……。ふふふ、これから先もおまえとは付き合いがあるのだからな……くくく……』


　あー、声のトーンが低い……。あとで励はげましてやらないと……。って、いつの間にか、逆の立場になってんな、俺たち。マジ立ち直れよ赤せき龍りゆう帝てい。


「でもでも、幼おさななじみがこうやって有名になるって、鼻高々でもあるわよね」


　イリナがキャッキャはしゃぎながら言う。この娘むすめ、『おっぱいドラゴン』を存分に楽しんでいるみたいなんだよな。


　イリナは天使だけど、すっかりオカルト研究部の面々にとけ込んでいる。まあ、いちおう部員だしな。


「そういえば、イッセーくんって小さな頃ころ、特撮ヒーロー大好きだったものね。私も付き合ってヒーローごっこしたわ」


　と、イリナが変身ポーズをしながら言う。あ、その変身ポーズ知ってる。俺が小さな頃に好きだったヒーローのものだ。


「確かにやったなぁ。あの頃のイリナは男の子っぽくて、やんちゃばかりしてた記き憶おくがあるよ。それがいまじゃ美少女さまなんだから、人間の成長ってわからない」


　俺の言葉を受けて、途と端たんに顔を真っ赤にするイリナ。


「もう！　イッセーくんったら、そんな風に口く説どくんだから！　そ、そういう風にリアスさんたちを口説いていったのね……？　怖こわい潜せん在ざい能力だわ！　堕おちちゃう！　私、堕だ天使に堕ちちゃうぅぅぅっ！」


　おおっ！　イリナの羽が白と黒で点てん滅めつしてる！　も、もしかして、これが堕天の瞬しゆん間かんなのか？


　天使が欲よくに負けたり、悪魔の囁ささやきを受けると大変だと聞いてたけど、こうなるんだな。


　それを見て先生が豪ごう快かいに笑う。


「ハハハハ、安心しろ。堕天歓かん迎げいだぜ。ミカエル直属の部下だ。ＶＩＰ待たい遇ぐうで席を用意してやる」


「いやぁぁぁぁぁっ！　堕天使のボスが私を勧かん誘ゆうしてくるぅぅぅぅっ！　ミカエルさま、お助けくださぁぁぁぁいっ！」


　イリナは涙なみだ目めで天へ祈いのりを捧ささげていた。


「でも、イッセーさんが有名になるなんて自じ慢まんです」


「そうだな。私たち眷属の良い宣伝になる」


　隣となりのアーシアもゼノヴィアも楽しそうにしていた。


　ま、結果的に『おっぱいドラゴン』は成功だと思う。俺も驚おどろいているし、恥ずかしいけど、嫌いやじゃない。むしろ、ありがたい。こうやって有名になれば将来のステータスになりそうだしさ。何よりも冥界の女性にモテそうだ！


　ぐふふ！　今度冥界を歩いたら、美女美少女に囲まれるかも！　そのまま何人かホテルへお持ち帰りとかさ！　ゆ、夢が広がるなぁ……。


　などと、俺が妄もう想そうにふけっていると──うしろから抱だきついてくる人がいた！


　むにゅぅぅぅっ。


　背中にやわらかい感かん触しよくがぁぁぁっ！　覚えがあるぞ、この弾だん力りよく！　振ふり返れば、俺の肩かた越ごしに朱あけ乃のさんの顔が現れる。


　朱乃さんは俺の肩に顔を載のせて、艶つやっぽい声を耳元で囁いてくる。


「イリナちゃんを口説くのもいいですけれど、そろそろ約束を果たしてもらわないと困りますわ」


　ほっぺとほっぺがすりあう！　ぞくぞくしちゃう！　スベスベで張りのある朱乃さんのお肌はだ！　最高だ！


　隣でアーシアが不ふ機き嫌げんになってしまった。部長も目元をひくつかせている。膝上の小猫ちゃんも無言で俺の太ももをつねっていた。痛い。痛いよ、小猫ちゃん……。


「約束？」


　俺が聞き返すと、朱乃さんは満面の笑みで言う。


「デートの約束ですわ。ほら、ディオドラ・アスタロトとの戦いでイッセーくんが言ってくれたでしょう？」


「あー、確かに言いました。覚えていたんですね」


　そういえば、そんなこともありました。小猫ちゃんのアドバイスで朱乃さんへ言ったんだよな。あれ、デートのお誘さそいとしてカウントされるのか。


「もちろん。……もしかして、あれはウソなの……？」


　そんな、目元を潤うるませて悲しそうな顔をするのはかわいくて卑ひ怯きようですよ、朱乃さん！


「ウ、ウソじゃないです！」


　別に断る理由もないし、朱乃さんとのデートは最高だと思うぜ！


　何気なく答えただけなんだけど、朱乃さんはさらにぎゅっと俺を抱きしめて、心底うれしそうな声こわ音ねで言う。


「うれしい！　じゃあ、今度の休日、デートね。うふふ、イッセーくんと初デート♪」


　朱乃さんとデートか。


　楽しそうだけど、俺と朱乃さんを睨にらむ女性陣じんから察するに何かが起こりそうだ……。










　Life.1　平和が一番です。










　昼休み中の駒く王おう学がく園えん。俺は松まつ田だと元もと浜はま、それとアーシアたちと弁当を食べていた。


「そういや、もうすぐ修学旅行だぜ。班を決めないとな」


　元浜がたまご焼きをつまみながら言う。


　そっか、修学旅行が近かった。俺たち二年生は京都へ行く。最近、いろいろあってその辺あたり忘れてたぜ。体育祭のあと、二年生は修学旅行だ。


　その頃ころには衣ころ替もがえで冬服に戻もどる。まだ夏の残暑はあるんだけどね。


「えっと、三、四名で組むんだっけ？」


　俺が言うと松田がうなずく。


「そうそう。泊とまるとこが、四人部屋らしいからな。ま、俺ら三人で組むしかない。嫌きらわれ者だからな、俺ら」


　言うな、ハゲよ。その辺は痛いほどわかっている。


　生死をかけた夏休みが明けて、多少は俺の評価が変わったようだが、基本的に俺たち三人はエロエロ男子高校生として女子に嫌われている。女子の割合が大きい学校だから、その辺、厳きびしい部分もあるんだよな。


　アーシアをはじめ、ゼノヴィア、イリナ、桐きり生ゆうとは仲が良いけどさ。こうして、一いつ緒しよに弁当も食ってるし。しかし、他の女子は全ぜん滅めつに近い。


「エロ三人組。修学旅行のとき、うちらと組まない？　美少女四名でウッハウハよ？」


　メガネ女子の桐生がそう申し出てきた。いやらしい顔つきでウッハウハとか言うな！


「ああ、おまえ以外美少女三人組な」


　うんうんうなずく松田だが、すかさず桐生に頭を叩たたかれる。


「うっさい！　まあ、こいつは置いといて。兵ひよう藤どう、アーシアがさ。ね？」


「イッセーさん、ご一緒してくれますか？」


　ニッコリ笑顔でアーシアが訊きいてくる。んもう！　アーシアちゃんったら、そんな風に訊かれたら、俺、まいっちゃうなぁ！


「もちろん。ＯＫに決まってるだろ！」


「はい！」


　だきっ！　弁当そっちのけで抱だき合う俺とアーシア！


「あ、あんたら、体育祭終わってからさらに仲良くなったわね……。四六時中、ラブラブ光線出しながら話しているし」


　メガネをくいっとあげながら桐生が言ってくる。


「ふふふ。俺とアーシアは一心同体！　常に共にあるのさ。な？」


　と、俺はアーシアに「あーん」してもらってウインナーを頰ほお張ばった。


「はい。イッセーさんとずっと一緒です」


　そう、俺とアーシアは体育祭を終えたあと、なんだか、一歩近づいた気がした。前は兄と妹って、俺は思っていてさ、兄的な意識でアーシアを守ろうとしていたんだけど……。


　う、うん。キ、キスしたあとは妙みように俺もアーシアを意識しちゃって……。妹よりも身近にいる女の子として見ることが多くなったんだ。同時にさらに愛いとおしくなってしまった。


　前から愛おしかったけど、ディオドラから奪だつ還かんして改めてアーシアが俺のなかでとても大事な存在なのだとわかったんだ。


『一生一緒にいなきゃいけない！』って、強く思えた。恋こい人びととは違ちがう、家族としての異性っていうのかな。それは妹とも違うんだ。


　お互たがいが死ぬそのときまで俺とアーシアは一緒にいると思う。それが何百年、何千年後かはわからないけどね。俺はアーシアを生しよう涯がい大事にするよ。


　ちなみにお惚のろ気けをひとつ。


　あの事件以降、毎朝アーシアちゃんにお目覚めのキスをほっぺにしてもらってます！


「まあ、そういうことだから、あんたらと組むわ。純情で基本申し出が断れないアーシアを兵藤以外の男子に任まかせられそうにないし。それにゼノヴィアっちとイリナさんもそのほうがいいでしょ？」


　桐生の案にゼノヴィアは特大の弁当を食べるのを止めてうなずく。


「うん。私もイッセーと一緒がいいな」


「イッセーくんと一緒だとおもしろいしね！」


　パンを食べているイリナも意見に賛成していた。


「クソォォォォオオオッッ！　なぜ、こうもイッセーばかりモテるのか!?　ああ、神さまは無む慈じ悲ひだぜ！　俺だって、美少女に抱きつかれてぇよぉぉぉぉっ！」


　慟どう哭こくする松田。ああ、神さま死んでるしな。無慈悲だぜ。それにモテているというよりは環かん境きよう的にそういうことになっているだけだぞ。


　まあ、傍はたからはモテているように見えているみたいだから、あえて言わないけどな。


　あ、俺ってアーシア限定ではモテているのかな？　でも、アーシアとの愛情はハーレム的でムフフなものとは違うからなぁ。その辺、難むずかしいぜ。


「うーむ、最近、イッセー専用のフラグが辺りに散らばっているように思えるぞ……。そんなもの視認できたら、全力を用もちいてハンマーで叩き壊こわすんだけどな……」


　呪じゆ詛そのようにつぶやき、メガネをくいっとあげる元浜。……目つきが怖こわいぞ、おまえ。


「てなわけで、修学旅行はこの七人で行動しましょう。清きよ水みず寺でら！　そして金きん閣かく寺じ銀ぎん閣かく寺じが私たちを待っているわ！」


　桐生がメガネをキラリとさせながら宣言した。


　つーわけで、旅行の班が決まった。男子は俺、松田、元浜の三名。女子はアーシア、ゼノヴィア、イリナ、桐生の四名。このメンバーで京都の町を巡めぐることとなりそうだ。


　今度、どこを回るか決めて先生に希望を言うとしよう。そういや、京都には天てん龍りゆう寺じとかあるんだよな。俺、二天龍のドライグを宿しているから行ってみるのもいいかも。


　修学旅行が近い、か。


　うーん、今度アーシアたちと旅行に必要な品を買いに行こうかな。





　　　　─○●○─





　放課後の部室にて。


　下校時間を間近にして、俺たちはお茶をしながら修学旅行の話をしていた。


　顧こ問もんのアザゼル先生は今日部室に来ていない。最近、冥めい界かいに帰って何か話し合いをしているようなんだ。トップは大変だよね。それでも学園に顔を出しているんだから、学園生活が楽しいんだろうな。


「そういえば二年生は修学旅行の時期だったわね」


　部長は優ゆう雅がに紅茶を飲みながらそう言う。


「部長と朱あけ乃のさんは去年どこに行ったんですか？」


　俺の質問に朱乃さんが答えてくれる。


「私たちも京都ですわよ。部長と一緒に金閣寺、銀閣寺と名所を回ったものですわ」


　部長がうなずきながら続ける。


「そうね。けれど、意外に三泊ぱく四日でも行ける場所は限られてしまうわ。あなたたちも高望みせず、詳しよう細さいな時間設定を先に決めてから行動したほうがいいわよ？　日程に見学内容と食事の時間をキチンと入れておかないと痛い目に遭あうわね。バスや地下鉄での移動が主になるでしょうけれど、案外移動も時間がかかってしまうものだわ」


「移動の時間まできちんと把は握あくしておかなかったのがいけませんでしたわね。部長ったら、これも見るあれも見るとやっていたら、最後に訪れる予定だった二条城に行く時間がなくなってしまって、駅のホームで悔くやしそうに地じ団だん駄だ踏ふんでいましたわ」


　朱乃さんが小さく笑って言うと、部長は頰ほおを赤らめた。


「もう、それは言わない約束でしょう？　私もはしゃぎすぎたわ。日本好きの私としては憧あこがれの京都だったから、必要以上に町並みやお土産みやげ屋さんに目が行ってしまったの」


　思い出を楽しそうに語る部長。よっぽど京都が楽しかったんだろうな。


「修学旅行で訪れるまで京都へ行かなかったんですか？　移動は魔ま方ほう陣じんですればいいと思いますし」


　俺がそう言うと、部長は人差し指をノンノンと左右に振ふった。


「わかってないわね、イッセー。修学旅行で初めて京都に行くからいいのよ？　それに移動を魔方陣でするなんて、そんな野や暮ぼなことはしないわ。憧れの古都だからこそ、自分の足で回って、空気を肌はだで感じたかったの」


　ああ、部長のお目々が爛らん々らんと輝かがやいていらっしゃる。部長って、日本的なことになると夢中になるよなぁ。


　次期当主になっても、人間界と冥界を行き来しながら生活したいって言ってたし。


　そういや、修学旅行にアザゼル先生もついてくるって言ってた。京都を堪たん能のうしたいらしい。


　カップのお茶を飲み干したあと、部長は話題を変える。


「旅行もいいけれど、そろそろ学園祭の出し物についても話し合わないといけないわ」


「あー、学園祭も近かったですね。うちの高校って、体育祭、修学旅行、学園祭は間が短くて連続でおこなうからな。そう考えると俺ら二年生は大変だ」


　そう、学園祭は旅行のあとにある。二学期は学校行事が多いもんな。


　部長は朱乃さんからプリントを受け取って、テーブルの上に置いた。どうやら、オカルト研究部の出し物をそれに書いて生徒会に提出するみたいだ。


「だからこそ、いまのうちに学園祭について相談して、準備しておかないと。先に決めてしまえば、あなたたちが旅行に行っている間に三年生と一年生で準備できるものね。今年はメンバーが多くて助かるわ」


　部長の言う通りだ。修学旅行も大事だけど、学園祭もがんばらないといけない！


「学園祭！　楽しみです！」


　楽しそうなアーシア。アーシアはこういうイベント好きだもんな。


「うん。私もハイスクールでの催もよおしは楽しいぞ。体育祭も最高だった」


　ゼノヴィアも表情は変わらないものの、瞳ひとみだけは輝いている。体育祭でも大暴れしていたね。各種競技で一位乱らん獲かくしてましたよ、ゼノヴィアは。体育祭後、各女子運動部がオカ研から引き抜ぬこうと懸けん命めいにオファーしてたな。


「私もこういうの初めてだから楽しみだわ～。良い時期に転入したよね、私！　これもミカエルさまのお導みちびきだわ！」


　と、イリナも天に祈いのるポーズでそう言う。教会トリオは学園祭を心底楽しみにしているようだ。教会のしきたりやらでそういうのと縁えんが遠かったのも起因しているのかな。


「去年は……確かお化け屋や敷しきでしたっけ？　俺、そのときは所属してませんでしたけど、本格的な造つくりで話題になってましたよ」


　俺はお化け屋敷に入らなかったけど、クラスで入った奴やつがいて、随ずい分ぶんリアルだと語ってたのをよく覚えている。なんでも出てきたお化けが本物にしか見えなかったって話だ。


「そうね。本物のお化けを使っていたのだもの、それは怖かったでしょうね」


　部長はさらりと言ってくれる。


「ほ、本物だったんですか……？」


　俺が驚おどろきながら訊くと、部長は平然と笑顔で答える。


「ええ。人間に害を与あたえない妖よう怪かいに依い頼らいして、お化け屋敷で脅おどかす役をやってもらったわ。その妖怪たちも仕事が無くて困っていたから、お互いちょうど良かったのよ。おかげで大だい盛せい況きようだったわね」


　うふふ、と部長と朱乃さんはお姉さま的な仕草で微笑ほほえんでいた。


「あとで、生徒会に怒おこられましたわね。当時副会長だったソーナ会長から、『本物使うなんてルール無視もいいところだわ！』って怒られましたわ」


　朱乃さん、それは確かにルール無視もいいところだと思いますよ……。


「じゃあ、今年もお化け屋敷ですか？　段ボールヴァンパイアのサーカスでもやりますか？」


　俺の発言にギャスパーがぷっくり頰を膨ふくらませてポカポカと俺の頭を叩く。


「先せん輩ぱいのいじわるぅぅぅぅっ！　すぐに僕をネタにするんだからぁっ！」


　後こう輩はいいじりこそ、先輩の特権！　俺は卒業するまでギャスパーをいじり回すぜ。貴き重ちような男子の後輩だもん。ちゃんと面めん倒どう見みます。


　俺の問いに部長は「うーん」と悩なやんでいる様子だった。


「とりあえず、新しい試こころみを──」


　部長がそこまで言ったところで、俺たちのケータイが同時に鳴った。


　全員、それが何を意味しているか知っているため、顔を見合わせていた。


　部長は息を整えたあと、真しん剣けんな声こわ音ねで言う。


「──行きましょう」





　　　　─○●○─





　町にある廃はい工場。


　そこに俺たちグレモリー眷けん属ぞく＋イリナは訪れていた。


　すでに日は落ちていて、空は暗くなりつつある。薄うす暗ぐらい工場内に気配が多数。さらにそれらは殺意と敵意に満ちている。


「──グレモリーの眷属か。嗅かぎつけるのが早い」


　暗がりから現れたのは──黒いコートを着た男性だ。男の周囲の暗くら闇やみから人型の黒い異い形ぎようの存在が複数姿を覗のぞかせていた。十じゃきかない数だ。この狭せまい工場内に黒い人型モンスターが百はいるだろう。


　部長が一歩前に出て冷たい声音で訊く。


「『禍の団カオス・ブリゲード』──英えい雄ゆう派はね？　ごきげんよう、私はリアス・グレモリー。三大勢力にこの町を任まかされている上級悪あく魔まよ」


　部長のあいさつを聞いて、男は口の端はしを吊つり上げる。


「ああ、存じ上げておりますとも。魔ま王おうの妹君。我われ々われの目的は貴き様さまたち悪魔を浄じよう化かし、町を救うことだからな」


　俺たちのことを、ゴミを見るような目で見てくる。


　そう、こいつは『禍の団カオス・ブリゲード』の英雄派とかいう派は閥ばつの構成員！　ここのところ、この英雄派が俺たちの町を小規き模ぼに襲しゆう撃げきしてくる。というか、各勢力の重要拠きよ点てんを英雄派の構成員が襲しゆう来らいする事件が多発していた。


　最近俺たちはこいつらを迎げい撃げきしている。相手はほとんどの場合が人間なんだよな……。


　男の横から、さらに人ひと影かげがふたつ。異形ではなく、人間だ。サングラスをした男性と中国の民族衣い装しよう的な服を着た男性。てか、三人とも外国の人間だな。


　変わって異形のほうは、早く言えば戦せん闘とう員。英雄派ではあれを兵隊として使っているようだ。戦闘員って言っても下級悪魔じゃ相手にできないほど強い。中級悪魔以上の実力が求められるが、幸運なことに俺たちは、実力だけなら中級から上級悪魔並だ。


　カッ！　俺の籠こ手てが赤く輝いた。カウントも済すんでいたので素す早ばやく禁手化バランス・ブレイク！　鎧よろいを装着し、前衛として前へ出る。同時にアスカロンを取りだして、ゼノヴィアに放った。ゼノヴィアもそれをキャッチして剣けんをかまえた。


　禁手化バランス・ブレイクした場合の俺と木き場ばがツートップで前衛。少し離はなれたところにゼノヴィア。彼女は俺たちの補助をしつつ、同じく前衛から相手へ攻こう撃げきをしかける役目だ。


　中衛がイリナ、小こ猫ねこちゃん、ギャスパー。前衛のフォローと後衛の守護を受け持ち、中間管理的なサポートも担になう。俺たち前衛が討うち漏もらした敵を打だ倒とうするのが小猫ちゃんとイリナだったりする。


　後衛は部長、朱乃さん、アーシア。部長は司し令れい塔とうをしつつ支し援えん攻撃もしてくれる。朱乃さんも魔ま力りよくで後方から支援。アーシアはダメージを受けた前衛などに回復のオーラを飛ばす役目だ。


　これがグレモリー眷属ではなく、イリナを入れたときのオカルト研究部フォーメーションだ。３─３─３。禁手化バランス・ブレイクしてないときの俺はサポート要員として中衛に入り、２─４─３になる。


　レーティングゲームとは違ちがう陣じん形けいだった。ゲームはフィールドによって、仲間の動かし方を決めないといけないからな。


　敵が俺たちのフォーメーションを確認すると、黒いコートを着た男性が手から白い炎ほのおのようなものを発現させた。


　俺の横にいる木場が目を細める。


「──っ。また神器セイクリツド・ギア所有者か」


　そうか、こいつも。


　英雄派がけしかけてくる構成員はそのほとんどが神器セイクリツド・ギア所有者だ。神が残した『神器セイクリツド・ギアプログラム』により授さずかった異能の力で俺たちに向かってくるわけさ。


「困ったものね。ここのところ、神器セイクリツド・ギア所有者とばかり戦っているわ」


　部長も嘆たん息そくしていた。しかし、その瞳には決意がみなぎっている。


　炎を揺ゆらす男がこちらへ攻撃をしかけた瞬しゆん間かん──。


　ゴウッ！


　俺は瞬時に背中の魔力噴ふん出しゆつ口こうから火を噴ふかして、開戦して即ダッシュをしかける！　同時に炎の攻撃も弾はじき飛ばした。


　ドオオオオオッ！


　構成員のほうは素早く逃にげやがったが、異形の戦闘員のほうは十匹ぴきぐらい一気に屠ほふった。


　戦闘員は倒たおすと宙に搔かき消えるように霧む散さんしていく。


　クソッ！　建物の中じゃ、好き勝手に暴れられん！　俺はパワーの出力上、町の建物を激しく壊こわしてしまうので目立って問題になるからな！


　つーか、俺のダッシュ攻撃を避さけるなんて、かなり鍛きたえられている！　だけど、勝てない相手じゃない。圧あつ倒とう的てきにこちらが優勢だ。


　俺の攻撃を避けた構成員が叫さけぶ。


「赤せき龍りゆう帝ていのパワーに気をつけろ！　俺たちじゃ一発でやられる！　だが、工場内では派は手でな動きはできん！」


　計算済みか。一発当てれば大たい概がいの神器セイクリツド・ギア所有者は打倒できる。それに──。


　俺は手元に魔力を集結させ、できるだけ出力を抑おさえて前方に撃うちだした！


　ドウッ！


　小規模なドラゴンショット！　人間相手ならこれで威い力りよくは十分！　匙さじ戦以降、小規模戦闘用に撃ちだす弾たまを練習しておいたのさ。これがこの町での戦闘では驚くほど役に立つ。


　この一発で襲来してきた英雄派の構成員を何度も倒している。


　たいていは当たれば必殺なのだが──。


　ズヌンッ！


　ドラゴンショットが消えた!?　相手に当たる瞬間、工場内の影かげが伸のびて俺の攻撃を飲み込んだように思えた。いや、実際そうなのか？　影を操あやつる能力？


　やったのはサングラスをかけた男性。あの男の神器セイクリツド・ギアか──。


　ヒュッ！


　神しん速そくで斬きり込む木場。聖せい魔ま剣けんがサングラスの男性に降ふりかかるが──例の影が素早く動き木場の剣を飲み込んだ！　刹せつ那な！


　ビュッ。


　木場自身の影から聖魔剣の刀身が勢いよく飛びだしてきた！　木場は体をうまく捻ひねって回かい避ひし、後方へ下がった。


「──っ！　影で飲み込んだものを任意の影へ転移できる能力……か。直接攻撃のタイプじゃない。攻撃を受け流すタイプの防ぼう御ぎよ系けいだね。厄やつ介かいな部類の神器セイクリツド・ギアだ」


　木場が目を細めながらつぶやく。


　なるほど。あの影に攻撃を飲まれると、違う場所から返って──。じゃ、じゃあ、俺が放ったドラゴンショットは！


　ブオンッ！


　空気が震ふるえると共に建物の影から俺のオーラを感じた！　そちらを見れば真っ赤な魔力の弾がこちらに向かってくる！


　目標は──アーシア！　異形の戦闘員をアスカロンで大量に屠っていたゼノヴィアもアーシアの危険に勘かん付づいたようだ。


「ふざけんな！」


　俺は素早くもう一撃、魔力の弾を手元から繰くりだして、アーシアへ向かうドラゴンショットを相そう殺さいした！


　バチッ！


　魔力の弾同士が激しく弾はじけて、工場内に爆ばく風ふうを巻き起こす。


「アーシアには指一本触ふれさせん！」


　ゼノヴィアが瞬時にアーシアの盾たてとなって守護していた。ゼノヴィア、サンキュー！


　てか、ことアーシアに関しては反応がとんでもなく早いな。でも、アーシアを皆みんなで守るのはチームで決めたことだ。戦闘力がほとんど無いこともそうだけど、戦闘の要かなめ、貴重な回復要員だ。チームバトルでやられるわけにはいかない。


　ピンチのときは反応できたメンバーが守ることとなっている。今回はゼノヴィアが入ってくれた。


　ビュゥゥゥゥゥッ！


　爆風のなか、俺の視界の隅すみに青く光り輝かがやく何かが映うつり込んだ。


　そちらへ目を配ると──民族衣装の男が光でできているであろう弓で、同じく光の矢を撃ちだす瞬間だった！


　光──。ヤバい！　光は俺たち悪魔にとって猛もう毒どくだ！　しかも未知の部分が多い神器セイクリツド・ギアからの攻撃！　あの光の弓矢にどんな特とく殊しゆ能力が付加されているかわかったもんじゃない！　赤龍帝の力を身にまとう俺はともかく、生なま身みの味方に直ちよく撃げきは危険だ！


　光の矢が放たれる！　しかも空中で軌き道どうを変えやがった！　撃ちだしたあとでも軌道変へん更こうが可能な能力か！


　バチッ！　バチンッ！


　俺の後方からも光が何発か飛びだしていく。


　相手側とこちらから放たれた光の一撃が宙でぶつかり、弾けて消えた。


「光なら任せてちょうだいな！」


　振ふり返ればイリナが手に光を生みだしていた。転生天使のイリナは光力を使える。光の槍やりを放って、相手の神器セイクリツド・ギアの攻撃を相殺したのだろう。


　パキパキッ！　ビュッ！


　何かが凍こおる音。そして空を切る音も！


　朱乃さんが間かん髪はつ入れずに小規模な氷の槍を魔力で作りだして光使いへ放り投げたんだ。


　しかし、例の影が伸びて、槍を吸すい込んでしまった。その氷が部長の影から出てくるが、部長は何事もなく避よけていた。部長、お見事です！


　……例の影が光使いの周囲に展開し、壁かべのようなものを作りだしていた。影の壁から光の矢が何本か飛んでくる。さらに炎使いの炎までも！


「よっ！」


　前衛の俺が反応して、全部まとめて叩たたき落とすが……。影の内側からはこちらを狙えるのか。こちらから見る分では影の壁が厚そうで光使いの姿が見えないけどな。


「ギャスパーくん！　データは？」


　木場が相手から視線を外はずさずに訊きく。


　後方で機械をずっといじっていたギャスパーが答える。


「は、はいぃぃっ！　で、出ました！　そ、そちらの方が炎攻撃系神器セイクリツド・ギア『白炎の双手フレイム・シエイク』！　そっちが防御、カウンター系神器セイクリツド・ギア『闇夜の大盾ナイト・リフレクシヨン』！　さ、最後にあちらが光攻撃系神器セイクリツド・ギア『青光矢スタリング・ブルー』ですぅっ！」


　ギャスパーはアザゼル先生が開発した機械で相手の神器セイクリツド・ギアを調べていたんだ。先生の神器セイクリツド・ギアスキャンマシンは最近大いに役立っている。神器セイクリツド・ギア所有者戦でとても有効だ。いまのところ、全部データが出てるからね。


「ギャスパー、調べ終わったら、いちおう俺の血を飲んどけ」


「は、はい！」


　ギャスパーには俺の血を入れた小こ瓶びんを持たせている。いつでも時間停止の神器セイクリツド・ギアを発動できるようにするためだ。


　普ふ段だん町中の戦闘では、ギャスパーは体の一部をコウモリに変えて、戦場全域広こう範はん囲いに飛ばしてもらっている。他に相手がどこかに隠かくれていないか、探さぐるためだ。小猫ちゃんも仙せん術じゆつで周囲の気を探ってる。一年生の二人は索さく敵てき要員も兼かねていた。


　ギャスパーの眼は強力なんだが、こと神器セイクリツド・ギア合戦だと、うまく立ち回れないことも多くてさ……。


　あいつら、時間停止の能力知っているようだから、ギャー助が双そう眸ぼうを光らせて顔を向けると、神器セイクリツド・ギア所有者を守るように異形戦闘員が瞬時に反応して盾となり、戦闘中ちゆう核かくメンバーの時間停止を防ぐんだ。


　俺の力も知っているし、アーシアを狙ったのも重要な回復役だから。光使いがいるのも俺たち悪あく魔まを想定してのことだろうし……。


「強くなればなるだけ、攻こう略りやく対象となり、対策の研究が進む。ってところかな」


　木場が皮肉げに笑えんだ。


　攻略対象……。対策、研究……。ふと、サイラオーグさんの言葉が脳のう裏りを過よぎる。


　──どんなにパワーが強大でもカタにハマれば負ける。相手は一いつ瞬しゆんの隙すきを狙って全力でくるわけだからな。


　一瞬の隙、か。圧倒的に俺たちのほうがパワーは上でも、隙を見せればどうなるかわからない。


　まず、光が厄介だな。俺たち悪魔だから、俺はともかく仲間は直撃がヤバい。


　木場も俺と同じことを考えていたようで視線を影の防御系神器セイクリツド・ギアに守られた光使いに向けていた。戦闘員が阻はばむように神器セイクリツド・ギア所有者たちの前へ出てきた。まだ雑ざ魚こは多いな。


　どうすればあの影を消せるだろうか？　本体を狙うのが一番だろうけど、影が伸びて防御に入りそうだしな……。


　味方へのパワー譲じよう渡とも特定条件下だと考えものなんだよな。眷けん属ぞく皆みながただでさえ強いから、安あん易いに譲渡すると破は壊かい魔まになっちゃう。なので町じゃ使えない。大暴れするときは最強なんだけどね。


　…………。難むずかしいこと考えても埒らちが明かないか。


　俺は前衛の『兵士ポーン』だ。部長の指示に従うぜ！


　部長が俺たちに指示を送ってくれる。


「前衛組、イッセー、祐ゆう斗と、ゼノヴィア、指示を出すわ。イッセーは炎使いを。祐斗は影使いを狙って！　ゼノヴィアは雑魚のほうを蹴け散ちらして二人の活路を開いて！　中衛、後衛は前衛を全力でサポート！　雑魚を全部屠ほふるわよ！」


『了りよう解かい！』


　全員が応じ、一気に動きだした！


　ゼノヴィアが先行して動きだし、アスカロンで敵戦闘員を一気に蹴散らしていく！


　さすがパワータイプ！　威力が違ちがうぜ！


　戦闘員が霧散していった先に俺と木場、それぞれの目標が見えた！


　木場が神速で詰つめ寄より、光使いを覆おおう影の壁へ斬りかかった！


　ドウンッ！


　吸い込まれていく聖魔剣の刀身！　このあと、どこかの影から聖魔剣が飛びだしてくるはずだ！


　ビュッ！


　飛びだしてきたのは炎使いへ向かおうとしていた俺の影からだ！


「イッセー！　それをかわして、影へドラゴンショットを撃うちだしなさい！」


　部長の命令！　できるかどうかわかりませんけど、了解です！


　俺は聖魔剣の刀身を避よける！　へっ！　木場の斬り込みは何度も見ているし、練習に付き合ってもらって数え切れないほどこの身で受けている！


　避けた上で影に向かって赤い魔ま力りよくの弾たまを撃ちだした！


　ドンッ！　ドウンッ！


　おおっ！　俺の影に魔力の弾が吸い込まれたぞ！　そうか！　攻こう撃げきを返しているとき、その影は通じているんだ！


「祐斗！　影が繫つながっているから、ドラゴンショットがそちらに返ってくるわ！　出現する前に影のなかでドラゴンショットを両断して爆散させてちょうだい！」


「了解です！」


　部長の指示に従い、木場が影のなかで聖魔剣を振るった！


　ドオオオオオンッ！


「ぐわっ！」


　何かが被ひ弾だんする爆ばく音おんと、悲鳴！　見れば影使いがボロボロになって吹ふっ飛ばされていた！


「影のなかで攻撃が弾ければどうなるか試してみたのだけれど、どうやら処理できずに自分のもとへ来てしまったようね。攻撃そのものは受け流すことができても、弾けた威い力りよくまでは受け流すことができなかった」


　部長が不敵な笑みを浮うかべていた。なんつー着眼点！　さすが『王キング』！


　感心する俺のもとへ、光の矢が飛んでくる！　青くない！　緑色だ！


「──っ!?」


　突とつ然ぜんの攻撃に驚おどろく俺。なんとか避けたけど、まったく敵の気配が無い方向から飛んできたぞ！　皆もいきなりの攻せめ手に虚きよを突つかれたようだ。


　部長が工場内の影に視線を向けた。


「もう一人いるようね。影を媒ばい介かいとして、安全圏けん内ないの外から光の矢を放っているんだわ。影の使い手を倒たおしても少しの間は影に能力が残るのね……」


　なんと！　伏ふく兵へいがまだいますか！　光使いが二人？　見えないところから影を介してスナイプってことか！　あの影、本当に便利だな！


　あ、でも、影が霧む散さんしていく。使い手が倒れてさすがに能力の効きき目が切れたか。


　ギャスパーが機械を見ながら言う。


「す、すごいですぅ！　い、いまの攻撃だけで神器セイクリツド・ギアデータが出ました！　『緑光矢スターリング・グリーン』ですぅ！」


「そちらは私がやろう。小こ猫ねこ、付いてこい。相手の位置は気で探れるな？」


「……はい、ゼノヴィア先せん輩ぱい」


　ゼノヴィアが猫耳モードの小猫ちゃんを引き連れて工場から飛びだしていく！


　おっと、俺も仕事をしなきゃな！


　ゴウゥゥゥゥッ！


　俺は背中のブーストを噴ふかせて、一気に前方へ飛びだしていく。


「赤龍帝めっ！　燃もえ尽つきろッ！」


　炎使いが俺に向かって出力のデカい炎を両手から繰くりだそうする！


　ゴオオオオオオッ！


　俺の体を炎が襲おそうが……。温ぬるいな。涼すずしいぐらいだぜ。


　ライザーの炎は鎧よろい越ごしでも熱かった！　タンニーンのおっさんのブレスと比くらべたら、マッチの火に等しい！


「俺を燃やしたきゃ、火の鳥かドラゴンでも連れてこいッ！」


　ドゴンッ！


　炎を振り切った俺の拳こぶしが炎使いの腹部に突き刺ささった。直撃だ。


　炎使いが地に伏ふすのと同時に、木場も少し離はなれたところで光使いを倒していた。


　神器セイクリツド・ギア所有者を全員倒した──そう思った瞬しゆん間かんだった。


「……ぬおおおおおおっ！」


　先ほど倒した影使いがふらふらと立ち上がり、絶ぜつ叫きようした。


　途と端たんに男の体を黒いもやもやが包んでいく。さらに影が広がり、工場内を包み込もうとしていた。


　ぞくっ……。


　なんだ、この悪お寒かんは……。あの影に妙みような力を感じてしまった。なんていうか、突然の変化というか、違う領域の力を感じて──。


　カッ！


　影使いの足あし下もとに光が走り、何かの魔ま方ほう陣じんが展開していった。見たこともない魔方陣だ。


　転移用っぽいけど、悪魔の術式じゃない。悪魔が使う独特の紋もん様ようがないもの。


　堕だ天てん使し系？　それにしては見覚えがない。先生の使う魔方陣はよく見ているから、堕天使の術式も見知ってはいるんだ。


　それらと違う魔方陣の光に影使いは包まれていき──。


　一瞬の閃せん光こうのあと、影使いの男性はこの場から消え去っていた。








「ふー。終わった」


　戦せん闘とう終しゆう了りよう後、俺は鎧よろいを解除して一息ついていた。


「お疲つかれさまです、イッセーさん」


　ケガはないけど、いちおうアーシアに回復してもらっている。アーシアのオーラはあったけー。それだけで癒いやされる。


　戦闘員は全部霧散。残っていた奴やつらは神器セイクリツド・ギア所有者の影使いが逃げた瞬間に消え去った。


「意識よ意識よ、眠ねむれ～」


　ギャスパーがトンボの目をぐるぐるさせるように指を回して、神器セイクリツド・ギア所有者の意識を眠らせていた。ヴァンパイアの力だ。かわいい仕草だね、ギャー助。


　部長と朱乃さんは捕つかまえた男性二人を冥めい界かいに送るため、魔方陣を制作していた。生きて捕とらえた構成員は冥界に送ることとなっている。


　あとはゼノヴィアと小猫ちゃんのほうだけど──。


「倒してきたぞ。多少負傷させたが殺してはいない」


　気を失った男性を肩かたに担かつぎながらゼノヴィアが帰ってくる。うしろには小猫ちゃん。


　おおっ、倒してきたか。さすがゼノヴィアと小猫ちゃんだ！


　その男の意識も奪うばい、魔方陣の中央へ。先に捕らえた二人と共に転移させる。一人逃のがしたのが心残りだ。


「冥界への移送も終わり。まあ、今回も良い情報を得られそうにないでしょうね」


　部長がため息をつく。


　魔方陣を介して、神器セイクリツド・ギア所有者を冥界に送ってはいるんだけど、戦闘で負けた瞬間に英えい雄ゆう派に身を置いていたときの記き憶おくが消去されているらしい。俺たちがいま倒した連中もすでに記憶が無くなっているんだろうな。いちおう調べるだけ調べるということで冥界へ送ってはいるんだけど、今回も収しゆう穫かく無しの可能性が高いと思う。


　敵は各勢力の重要拠きよ点てんに神器セイクリツド・ギア所有者を送り込むとき、記憶に関する術式のプログラムを組み込んできているようで、記憶を消去してしまう。この方式で消された記憶は戻もどすのが無理に等しいって聞いた。


　生きて転送できているのはいいほうだ。「テロリストは問答無用で殺害せよ」ってことに基本なっているからな。


　そうそう、ディオドラとの一件以降、俺の神器セイクリツド・ギアも少しだけ仕様が変わった。


　主おもに禁手バランス・ブレイカーのほうだな。発動するまでカウントが百二十秒だったのに、いまは三十秒ほどで禁手化バランス・ブレイクすることができる。


　あと、禁手バランス・ブレイカーになっていられる時間も一気に延長していた。一日約二時間ぐらい鎧を着ていられる。調子が良ければ、三時間ぐらいいけるともドライグは言っていた。


　変身は一日一回という制約も無くなっていた。一日の制限時間内であれば、何度でも変身したり、解といたりできる。


　禁手バランス・ブレイカーで問題視されていたふたつの欠点がだいぶ改善されてきていた。


　すげえ進歩だよ。俺、とんでもないことになっているな……。これも全部『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』という現象がもたらしたという。


　でも、まだまだか。まだまったくヴァーリに追いついていないだろう。


「しっかし、ものをできるだけ壊こわさずに戦せん闘とうするってのは超ちよう攻こう撃げき型の俺たちのチームには酷こくだな」


　ぼやく俺に木場が苦笑する。


「仕方ないよ。僕たちはただでさえ、強力な能力を持っているんだから、威力を抑おさえて戦わないとこの町が壊れてしまうさ」


　まあ、そうか。家のなかには当然人も住んでいるわけで、それを考えると建物を壊すことはできない。廃はい墟きよでも大きく壊すと、その出来事が町の人に知られてしまうかもしれないからな。


「これもレーティングゲームのルールのうちと思えば良い経験になるわ。一度、手痛い結果を見ているのだから」


　部長の言う通りか。将来的にレーティングゲームをやっていく以上、変則的なルールも多くなるだろう。この手の戦闘に慣なれておけば、いざゲームのときに経験が生きるか。


　実際、シトリー戦の経験が生きていると思う。赤龍帝のパワーを良い塩あん梅ばいで出せているからな。


「でも、厄やつ介かいなことになってきましたね」


　嘆たん息そくしながら木場が言う。


「どういうことだ、木場」


「刺し客かくの神器セイクリツド・ギア所有者に特とく殊しゆ技わざを有する者が出てきたってことさ。僕たち悪あく魔まで言うところのサポート、テクニックタイプに秀ひいでた者たちが現れてきた。最初はパワーやウィザードタイプばかりだったのに。……こちらの行動パターンを掌しよう握あくしつつあるのか？」


　そういえば、英雄派が送ってくる刺客と戦うたび、戦闘時間が長引いている気がする。


　結果的には俺たちが勝っているけど、こちらの動きを把は握あくされていると感じるのは確かだ。攻撃も最初単調だったけど、どんどんわけのわからない能力を持つ輩やからで攻せめてきているな……。今回の影を使う神器セイクリツド・ギアが顕けん著ちよだ。


「……先生も言っていました。神器セイクリツド・ギアは未知の部分が多い、と」


　小猫ちゃんの意見に部長もうなずく。


「そう、だから、さっきみたいに特異な能力で赤龍帝や聖せい魔ま剣けんの力を飲み込んだ。直接防ぼう御ぎよできないのなら、違ちがう形でいなせばいいと気づいたんでしょうね」


「あ、あの、疑問に思ったんだけど……意見いいかしら？」


　イリナが恐おそる恐る手をあげていた。


「ええ、お願い」


　部長に促うながされ、イリナが話し始めた。


「私たちを研究してるとか攻こう略りやくしにきたってわりに、英雄派の行動って変だと思うのよ」


「変？」


　怪け訝げんに返すゼノヴィアにイリナはうなずく。


「だって、私たちを本気で研究して攻略するなら、二、三回ぐらいの戦いで戦術家はプランを組み立ててくると思うの。それで四度目辺あたりで決戦しかけてくるでしょうし。でも、四度目、五度目とそれは変わらなかった。随ずい分ぶん注意深いなーと感じたけれど……。なんていうかな、彼らのボス的な存在が何かの実験をしているんじゃないかしら」


「実験？　私たちの？」


　朱乃さんの問いにイリナは首を捻ひねった。


「どちらかというと、彼ら──神器セイクリツド・ギア所有者の実験をしているような気がするの。……私の勘かんだから、ハッキリした意見は言えないんだけれど……。この町以外にも他の勢力のところへ神器セイクリツド・ギア所有者を送り込んでいるのだから、強力な能力を持つ者が多いところにわざとしかけているんじゃないかしら」


　イリナの意見に皆みんな黙だまり込んでしまった。


　俺もイリナの新しん鮮せんな意見に「ぬぅ」と唸うなっていた。なるほどな。そういう見方もあるわけだ。俺は単純に各勢力の攻略としてどんどん刺客を送り込んできているものだと思っていた。


　……神器セイクリツド・ギア所有者を俺たちにぶつけるのには、裏に何かの思おも惑わくがあるってことか。


「……劇的な変化」


　小猫ちゃんがぼそりとつぶやいたことに全員の顔が強こわ張ばった。


　そ、それって！　俺は狼ろう狽ばいした声を出す。


「……ま、まさか、そんな……。じゃあ、英雄派はあいつらを俺たちにぶつけて禁手バランス・ブレイカーに至らせるつもりだってことか？」


「でも、イッセーくん。あの影かげ使いが転移魔方陣の向こうへ消え去る前に見せた反応は……似ていたと思わないかい？」


　木場の意見を俺は否定できなかった。


　あの影使いの異様な雰ふん囲い気き。明らかに違う何かを手に入れようとしていた。


　──禁手化バランス・ブレイクだってのか。


「でもよ、俺たちにぶつけたぐらいで禁手バランス・ブレイカーに至れるのか？」


　俺の意見に部長が目を細めて言う。


「……赤龍帝、雷らい光こうを操あやつる者、聖魔剣、聖剣デュランダルとアスカロン、時間を停止するヴァンパイア、仙せん術じゆつ使いの猫ねこ又また、しかも優ゆう秀しゆうな回復要員までいる……。イッセー、相手からしてみれば、私たちの力はイレギュラーで強力に感じると思うの。勝つ勝たない以前に、私たちと戦うことは人間からしてみたら、尋じん常じようじゃない戦闘体験だわ」


　俺たちは経験値稼かせぎのレアな敵かよ！　あ、でも、そうか。俺もタンニーンのおっさんと練習して切っ掛かけを作り、伝説の妖よう怪かいである孫そん悟ご空くうの末まつ裔えいと仙術の使い手の猫又を相手にして今に至る経けい緯いとなった。


　最後は部長のおっぱいが必要だったけど……。禁手バランス・ブレイカーへの最後の一押しなんてものは人によって違うだろうしな。


「やり方としては強ごう引いんで、雑とも言えますね」


　木場の言葉にイリナも続く。


「何十人、何百人が死んでも、一人が禁手バランス・ブレイカーに至ればいいって感じよね。……いえ、戦闘で仲間がやられていくのも劇的変化に繫つながるのかもしれないわ……。どちらにしても最低な発想よ……」


　部長は肩をすくめる。


「わからないことだらけね。後日アザゼルに問いましょう。私たちだけでもこれだけ意見が出るのだから、あちらも何かしらの思惑は感じ取っていると思うし」


　ここで結論は出なさそうだから、帰き還かんすることとなった。魔方陣を展開して、根ね城じろへ戻る。


　部室に戻り、一息ついたあと、帰り支じ度たくをするなかで朱乃さんが鼻歌を歌っていた。


　すごくうれしそうだ。


「あら、朱乃。随分、ご機き嫌げんね。Ｓ的な楽しみができたの？」


　部長の問いに朱乃さんは満面の笑みで答えた。


「いえ、そうではなくて、うふふ。明日あしたですもの。自然と笑みがこぼれますわ。デート。明日イッセーくんは私の彼氏ですわ」


　そう、明日は休日で朱乃さんとのデートの日だった。


　空気が一いつ瞬しゆんで変わり、女性陣じんからの殺意が一いつ斉せいに俺へ向いたのが怖こわかった……。





　　　　─○●○─





　戦闘から帰ってきた俺たち。


「……どうですか？」


　俺の部屋にて、ぴったりと俺の胸に抱だかれる猫耳モードの小猫ちゃんが訊きいてくる。


「うん。気持ちいいよ」


　小猫ちゃんは全身を使って、俺へ仙術をかけてくれていた。


　俺は最近、連日の疲つかれを小猫ちゃんの仙術で癒いやしてもらっている。外傷はアーシアに治なおしてもらえるけど、体力までは戻らないからな。


　翌日に疲れを残さないよう小猫ちゃんが気の流れを操って体力回復を促うながしてくれる。


　気の流れをうまく操れば、自然治ち癒ゆ能力も向上し、血行促そく進しんなど体にとても良い効果をもたらしてくれるらしい。小猫ちゃんは一いつ生しよう懸けん命めいそれを上達させようとしていた。


　実際、小猫ちゃんに気を当ててもらっているんだけど、あったかくて気持ちいいんだよなぁ……。


　き、きっと、小猫ちゃんが薄うすい布地の白しろ装しよう束ぞくを着ているのもあるのだろう。身を清め、良い気を練ねられるということで朱乃さんからもらったらしいけど……この白装束は薄いから女によ体たいの肉感がほぼダイレクトに伝わってくるんだよね。


　こ、小猫ちゃんって小こ柄がらだけど、体がとてもやわらかいから、やっぱり女性なんだなって思ったりすることもあるわけで……。いかんいかん！　後こう輩はい相手になんてことを考えているんだ俺は！


　そのやわらかい体から、温かなものが俺の体に送られてきて、それが全身くまなく伝わっていく。ちょうどいい温度の風ふ呂ろに浸つかっているような感覚で、とても気持ちがいい。


　同時に体の内側がポカポカしてくる。


「……疲れを取ると同時にイッセー先せん輩ぱいが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』で大量に消しよう耗もうした生命エネルギーも、こうやって治癒系の仙術を当てることで徐じよ々じよに徐々に回復させていくのです」


　小猫ちゃんが微笑ほほえみながら言ってくれる。ほんのり上気した顔なのはやっぱり男の俺に抱かれているのが恥はずかしいからだろうな。


　小猫ちゃんが説明してくれたように内側のポカポカした感じは、削けずられた生命力が治癒系仙術でちょびっとずつ回復しているからだそうだ。


「うん、俺の命は『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』とやらでだいぶ削られたみたいだからねぇ。このままじゃ危ないって聞いたよ」


『このままだとおまえの寿じゆ命みようは百年もない』


　体育祭が終わったあとに先生から宣言されたんだ。先生は俺が気を失っている間、ドライグと俺の体について話し合っていたらしい。


　不完全とはいえ『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』発動の影えい響きようで、俺の命は著いちじるしく削り取られていき、ついには百年も生きられないと宣告された。先日の一戦で悪魔としての寿命を大きく削ってしまったんだ。


　百年って人間にしては十分だが、悪魔としてはすごく短命らしい。それを聞いていた部長は……あとで泣いていたんだ。アーシアには聞かせられなかった。ずっと一いつ緒しよにいると約束した手前、そんなこと言えば絶望してしまうのは目に見えているからな。


　次、あの状態になれば不完全、完全問わず死ぬと言われた。言われたあと、しばらくの間、頭が真っ白になってしまったよ。


　ショックだった。何よりもショックだったのは、仲間と、部長と、アーシアと、百年でお別れになってしまうのがたまらなく悲しかった。


　まあ、まだ十代の若造が百年生きることの意味を語るのはおこがましいかもしれないけど、一万年くらい生きられるかもしれない状じよう況きようで突とつ然ぜん百年も生きられないと聞かされたら、衝しよう撃げきも大きいよ。


　悪魔になって半年程度で本来生きられる寿命の九十九％も使用してしまったことになるんだぜ？　そのショックったらないよ。多少削るぐらいなら平気だったけど、さすがに今回はこたえた。


　百年じゃ、昇しよう格かくとハーレム王になる夢を叶かなえられないかもしれないもんな。


『白龍皇の籠手デイバイデイング・ギア』も禁止だ。あれもこの状態で使えば俺は死ぬらしい。何か相あい反はんする能力を吸収するのも命を削るため、もうできない。


　赤龍帝の力を普ふ通つうに使う分には問題ないけど、仕様の限界を超こえた使い方をすればするだけ、生命力を失っていく。


　ヴァーリは内に有する膨ぼう大だいな魔ま力りよくを命の代わりに使用することで、それらをなんとかやり込めてるようだけど、魔力がてんでダメな俺では……。命の他に代用できるものがない分、二に天てん龍りゆうの限界を超えた力を使うだけ死に近づいていく。


　もう、怒いかりに任まかせて限界を超えることは死を意味するんだ……。


　でも、先生は俺に続けてこう言った。


『削った生命力を徐々に元に戻もどす方法はある』──と。


　それが仙術による治ち療りようだった。


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』で失った生命力は例外のひとつで、核かくとなる生命の源泉が壊こわれていたり、枯かれていなければ仙術で活性化させることで元の状態に戻ろうとするらしいんだ。


「……イッセー先輩が死んだら悲しむ人が多いです。……私も先輩が死んだら、嫌いやです。だから、こうして少しずつ少しずつ時間をかけて削ったものを治していくんです。……私が一生かけても治しますから……。もう、あの状態にはならないで……」


　小猫ちゃんが懇こん願がんするような表情で瞳ひとみを潤うるませる。きゅんってしちゃった！　小猫ちゃんにそんな風にお願いされたら、断れないよ！


「ああ、わかった。もう皆みんなに心配かけないよ。てか、俺もあの状態になったのはどうやったからか、覚えてないから自信はないんだけど、それでも『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』にならないよう心がけるから」


「……はい、お願いします」


　小猫ちゃんがいっそう「ぎゅっ」と俺を抱きしめてくる。その行こう為いに「本当に止やめてくださいね」って思いが込められている気がした。


　あの毒どく舌ぜつパワフル少女の小猫ちゃんをこんな風に俺が抱きかかえる日が来るなんて、出会った当初は思いもしなかったけど……。でも、うれしい！　小猫ちゃんとのスキンシップは楽しいぞ。


　それにハーレム王になる前に命尽つきて死にたくないしな。てか、部長とエッチできるまで死にたくないよ！　朱乃さんともエッチしたいし、ゼノヴィアとの子作りもぜひとも励はげみたい！


　さ、最近はアーシアとそういう関係になってもいいなってちょっと思えてきているし、それらを叶える前に死にたくないさ。


　と、野望を再認識していると、小猫ちゃんが顔を真っ赤にしていた。


「……先輩、もっと手っ取り早い方法もあるんです」


「へぇ、どういうの？」


「…………ぼ、房ぼう中ちゆう術です」


　はて？　聞き覚えがない術名だ。


「ぼーちゅー術？　何それ？」


「……気の使い方に長たけた女性が男性に気をわけ与あたえることで、生命力の活性化を大きく促す術です」


「はー、そんな便利な術もあるんだ。今度、小猫ちゃんにやってもらおうかな」


　俺がそう言うと、小猫ちゃんはさらにお顔を真っ赤っかにして、軽く狼ろう狽ばいしていたけど、決心したように口を開いた。


「……………………わ、わかりました。で、でも、私も初めてなので……」


　…………うん？　なんだか、反応が変だな。
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　詳くわしく訊いたほうがいいかもしれない。俺の勘かん違ちがいで何かが進もうとしていたぞ。


「……ねぇ、ちなみに訊くけど、その房中術って、どういう風にしてやるの？」


　俺の問いに小猫ちゃんは恥ずかしそうに声を震ふるわせながら言った。


「…………だ、男女が……ひとつになることで……。仙術使いである女性の体から直接男性の体へ気を送る術のことです……」


　──っ！


　お、おいおいおいおいおいおいおいっ！


「そ、それってっ！　エッチ──むがっ！」


　大声を出しそうだった俺の口を小猫ちゃんが両手で急いでふさぐ。


「こ、声が大きいです、先輩」


　俺は口を押さえられたままコクコクとうなずき、手を離はなしてもらった。


　深呼吸ひとつしたあと、小さな声で言う。


「でも、それじゃ、俺と小猫ちゃんが……。で、できないよ！」


　とんでもないことになっているじゃないか！　ま、まさか、房中術とやらがセ、セ、セック……をするなんてさ！


「わ、私では不満ですか……？」


　上うわ目め遣づかいの小猫ちゃん！　いつもよりも色っぽく見えたのは気のせいだろうか!?


「い、いや、そういうことじゃなくて！　小猫ちゃんは後輩だし、まだ──」


　まだ早い！　という言葉は呑のみこんだ。そういうことを言われるのをこの娘こは嫌がると瞬しゆん時じに思ったから。


「とてもありがたいけどさ、それって、下へ手たしたら子作りになっちゃうんじゃ……？　あ、でも悪あく魔まとはいえ、元妖よう怪かいと元人間だと無理なのかな」


「いえ、猫ねこ又またの女性は子を生なすとき、基本的に異種族の男性と交まじわります……。相手は主おもに人間の男性が多いですね」


　話が猫又の生態に脱だつ線せんしたけど、これでいい気もする。このまま話題をそらしたほうがいいって！　小猫ちゃん、仲間想おもいだから、俺の治療で貞てい操そう捧ささげそうで怖こわいよ！　ちゃんと恋れん愛あいして、好きな人とそういうことはしないとさ！


「猫又に男性はいないの？」


　無難な俺の問い。いいぞ俺。少しずつ少しずつ話題をエロエロから妖怪の生態系にずらしていくんだ！


「……数は少ないですけど、います。……でも、猫又の女性は古くからの習ならわしで異種族と交配するんです」


　そういう習わしがあるのか。妖怪っていっても種族によって繁はん殖しよく方法は違ちがうのかな。


「……私の一族は数が少ないので、子孫を残さないといけないのは確かです……。私は悪魔に転生してますが、それでも子供は欲しいです……」


　……そっか。小猫ちゃんも将来子供欲しくなるよね。そのときが来たら、好きな人の子供を産んでもらいたいもんだぜ。


　小猫ちゃんの想いを聞き、うんうんとうなずく俺へ、小猫ちゃんはもじもじしながらつぶやいた。恥ずかしそうだけど、決意に満ちた瞳だ！


「……か、体と胸はちっこいですけど……ちゃんと、エ、エッチできます……。こ、子供も作れます……。そ、それに本当に先輩が危なくなったら、強制的に房中術をするしかないと思います……。か、覚かく悟ごはしてますから……」


　ぶっ！


　勢いよく俺の鼻から鼻血が飛びだした。


　思考を一発で吹ふき飛ばすエロエロボイス！　いかん！　いかんよ、小猫ちゃん！


「こ、小猫ちゃん！　ダ、ダメだよ！　エッチな子になっちゃダメだ！」


「……で、ですが、この家に居いると、そ、そっち方面も知っておかないといけない気が……。最近特にそう思えて……」


　なんてことだ！　部長と朱乃さんの影えい響きようが小猫ちゃんにもぉぉぉぉぉっ！


　俺は小猫ちゃんの肩かたに手を置き、真しん摯しに語りかける。鼻血がダラダラ出ているのはご容よう赦しやください！　女の子にそんなこと言われたら小猫ちゃんが相手でもピンク思考になっちゃうよ！


「いいかい、小猫ちゃん！　アーシアにも言ってることだけど！　部長と朱乃さんと競っちゃダメだ！　俺と二大お姉さまのエロエロな面を覚えたら大変なんだよ！　いつまでも小猫ちゃんは小猫ちゃんでいなくちゃダメです！　お兄さん、そういうの時には厳きびしいよ！」


　部長と朱乃さんのエロ攻こう撃げきは俺だけじゃなく、他の部員にも多大な影響を与えていることがわかった！　いかんって！　あのエロ攻撃はエッチなボディを持つお姉さまたちだからこそ、凄すさまじいわけでアーシアや小猫ちゃんみたいに純情な子がそんなことになったら！　そんなことになったら、俺、理性が完全に飛んじゃうよ！


「……アーシア先せん輩ぱいもがんばっているのに……」


　ちょっとだけ残念そうな小猫ちゃん。もう一押しか！　てか、明日あしたは朱乃さんとデートだってのに何をしているんだ俺は！


「小猫ちゃん！　部長と朱乃さんを真ま似ねしちゃいけないよ？　あ、悪影響なだけだからね！」


「真似をしちゃいけない？　何のことかしら？」


　──っ。


　…………。こ、この声は……。振ふり返ると笑顔で危険なオーラを漂ただよわせる俺の大好きなお姉さまがいた。


「……ぶ、部長」


「房中術？　異種族との交配？　しかも悪影響って何のことかしらね？」


　そ、そこまで聞かれていたのですか！　こ、殺されるぅぅぅぅっ！


　後方にはアーシアちゃんまで！　いつの間に二人とも部屋に戻ってきていたんだ!?


　この時間、小猫ちゃんが治ち癒ゆ行こう為いを終えるまで他の誰だれかの部屋でおしゃべりしているはずなのに！


「……ぐすっ。こ、小猫ちゃんとは赤ちゃんを作るんですね……。いつだって、私は仲間外はずれです……」


　アーシアは涙なみだ目めで何かを壮そう大だいに勘違いしているぅぅぅぅ！　まさか、入室直前、扉とびらの前で話を途と切ぎれ途切れに聞いて二人とも勘違いしているのか！


「小猫、イッセーの治癒はもういいのね？」


　部長の笑顔に小猫ちゃんもビクついていたが、無言でうなずいていた。部長の迫はく力りよくに「お、おやすみなさい」と足早に俺の部屋を退室していった。


　いやぁぁぁぁぁあああっ！　俺を置いていかないで、小猫ちゃぁぁぁぁぁんっ！


「そう。じゃあ、イッセー。もう遅おそいからベッドに入りましょうか。でも、さっき小猫と話していたことを聞かせてもらえるまでは寝ねかせないわ。ね、アーシア？」


「はい、リアスお姉さま。ちゃんと聞くまでダメです、イッセーさん」


　二人とも妙みような迫力をかもし出しながら、俺をベッドへと引っ張ぱっていく！


　こうして、深夜まで俺への尋じん問もんは続いたんだ……。でも、小猫ちゃんのおかげで体の疲つかれは朝までにすっかり取れていた。





　　　　─○●○─





　次の日。休日だ。


　俺は待ち合わせ場所である駅近くのコンビニの前にいた。


　いざデートとなると、緊きん張ちようするもんだよね。チョードキドキしてる！　身だしなみは整えてきている。毎日顔を合わせている仲とはいえ、その辺はキチンとしないと。


　周囲に目を配らせてみる。街路樹も多少秋の様相を見せてきているけど、まだ少し夏の陽気は残っているな。長なが袖そでの私服にしたけど、半袖でも良かったか？


　待ち合わせ時間である午前十時になろうとしたとき、フリル付きのかわいらしいワンピースを着た同い年ぐらいの女の子が俺の眼前に……って！


「あ、朱乃さん……？」


「ゴメンなさい、待たせちゃったかしら？」


「い、いえ」


　俺は──目をパチクリさせながら、胸を高鳴らせていた。


　髪かみをおろした朱乃さん。服装は年相応の女の子が着るかわいいものだ。朱乃さんのブーツ姿、初めて見たし！　てか、俺はお姉さま的な年上の女性が着そうな落ち着いたものを着てくるものだと思っていたんだ。勝手なイメージだけど、そうだと思っていた。部長と私服で出かけるときもそんな感じだったしさ！


　ところが今日の朱乃さんはまさに女子高生なかわいい服装なんですよ！　俺と同学年、ううん、年下に見えてもおかしくないほどだ。


　いつもよりも一段とキレイに見える。いや、いつだって朱乃さんは美人だけど、今日は特別キレイに見えるんだ。いや、キレイというよりはかわいいだよ！


　俺が朱乃さんのかわいさに見とれていると、


「そ、そんなに見られていると恥はずかしいわ。……今日の私、変？」


　そんな風に訊きかれるが、俺は首を大きく横に振った。


「すっごいかわいいです！　最高です！」


　俺の真まっ直すぐな意見に朱乃さんは恥ずかしそうにしながらもうれしそうだった！


　普ふ段だんあらあらうふふなお姉さまなのに、今日は乙おと女めすぎるよ！　反則です！


「今日イッセーくんは一日私の彼氏ですわ。……イッセー、って呼んでもいい？」


　恥ずかしそうに上目遣いで訊くなんて卑ひ怯きようです朱乃さん！


「ど、どうぞ」


　俺もドキドキしてそんな風に言葉少なく答えるしかできなかったが、朱乃さんはそれを聞いて顔をぱぁっと明るくさせた。


「やったぁ。ありがとう、イッセー」


　その喜びに満ちた表情は愛らしいものだった。ヤバい。表情ひとつでも必殺の威い力りよくだ！　と、鼻の下を伸のばす俺へ何か殺意めいたものが送られてきている気がした！　周囲を静かに見み渡わたすと──。


　はうあ！……俺の視界に紅べにが映うつった。


　よく見れば、少し離れた電柱の陰かげに紅べに髪がみの人がサングラスと帽ぼう子しを被かぶって、こちらをうかがっている……。あ、メガネをかけた金きん髪ぱつの人は涙目っぽい。それとレスラーの覆ふく面めんから猫耳を出している小こ柄がらな人。紙かみ袋ぶくろかぶった怪あやしい奴やつ！　そして普段の格好の木場がこちらへ手で謝っていた。


　うん。部長と部員たちだよね。変装して付いて来ちゃったの!?


　……も、もしかして、俺と朱乃さんのデートを盗ぬすみ見するとかそういうのか？


「あらあら、浮うわ気き調査にしては人数多すぎね」


　朱乃さんも気づいたのか、小さく笑んでいた。


　そして、見せつけるように俺に身を寄せてくる。あー、朱乃さんの髪から良い匂においが……。たまらん……。


　バキッ。


　鈍にぶい音が後方からする。恐おそる恐る振り返ると──怒いかりに震ふるえている様子の部長が電柱にヒビを入れていた！


　……こ、怖い。み、見なかったことにしよう。


「い、行きましょうか」


「ええ」


　こうして、俺と朱乃さんは町へと繰くりだしたのだった。








　デートを始めて三時間ほど経過した。


　その間、朱乃さんは終しゆう始し年とし頃ごろの女の子だった。服のブランドショップに行っては「ねえ、イッセー。これ、似合う？」「それともこっちかしら？」って洋服を比べては俺へ普ふ通つうの女の子のように訊いてくる。つーか、口調は完全に普通の女子！　いつもの「あらあら」「うふふ」は完全に消え去っているんだ！


　露ろ店てんで買ったクレープを一いつ緒しよに食べて、「おいしいね、イッセー」って訊かれたりさ。


　町中を歩いている間、ずっと手を繫つないでいたんだけど、握にぎり方が「俺を頼たよっている」って感じで伝わってくる！　終始、きゅんってしちゃってた！


　俺がわかったのは──今日のこの人がとんでもなくかわいいってことだ！　も、もしかして、これが彼氏に見せるであろう表情なのか……？


　普段、高貴な印象を見せる和風美人として、人気のある朱乃さん。気品ある口調と振る舞まいでお姉さまな姿を俺たちに見せていた。


　それがいまは口調も振る舞いも年頃の娘むすめさん！


　今日の朱乃さんは男なら誰だって惚ほれちまうほどの様相だ！


　いや、いつもの朱乃さんも十分、否いな、十二分なほど、男を魅み了りようする素す敵てきな女性だ！


　けど！　けどさ！　いまの朱乃さんはギャップによるかわいらしさで男を必殺する女の子になっているんですよぉぉぉぉぉっ！


　そっか。彼氏がいたら、この人、デート中こんな感じなんだ。いまは彼氏がいなくて、俺が代役しているけど、いつか、朱乃さんは未来の彼氏の前でこの姿を見せるわけなのか！


　それを知ったら、未来の彼氏を恨うらみたくなった！　クソォォォォォ！　朱乃さんをモノにできているであろうそいつが妬ねたましいぃぃぃぃっ！


　なんだか、頭に来たので今日は未来の彼氏が嫉しつ妬とするほど、朱乃さんと遊ぼうと思った！


　俺は朱乃さんの手を引き、宣言した。


「朱乃さん！　水族館とゲーセン行きましょう！　今日はとことんやらなきゃ！」


　きょとんした朱乃さんだったが、最高にかわいらしい笑顔で応じてくれる。


「うん」


　ダメだ。


　一発で脳みそが撃げき沈ちんした。やっぱ、マジでかわいいよ、今日の朱乃さん！








「深海魚って変な顔の子が多いわね」


　水族館から出たばかりの朱乃さんは楽しそうにそう言った。


　俺と朱乃さんはゲーセンでひと遊びしたあと、水族館に入ったんだ。町中の水族館も小規き模ぼだけど、いい雰ふん囲い気きがあって良かったなぁ。


　終始、朱乃さんとお手々繫いでた。珍めずらしい魚見るたび、二人ではしゃいでたよ。


　傍はたから見たら、恋こい人びと……に見えたかな。最っ高っ！　朱乃さんとラブラブデート！　マジ楽しい！　俺の人生で大きなイベントとして、終生残ることだろう！


　そんな俺たちを陰から紅髪の追つい跡せき者さまご一行が追ってきたけど……。凄すさまじいプレッシャーだったよ。俺、このデートが終わったら、死ぬと思うんだ……。


　紅髪のご一行さまが水族館から出てきたところで、朱乃さんがそれを確認していた。


　かわいいイタズラ笑顔を作ると、俺の手を引っ張って走りだした！


　おおっと！　何事ですか！


　振り向むき様ざま、朱乃さんは楽しそうに言った。


「リアスたちを撒まいちゃいましょう！」


　なんと！　逆さからえるわけもなく、俺も走りだすこととなった。


　ああ、部長たちも俺たちが逃にげると知って、急いで駆かけだしたぞ！


　朱乃さんに引かれるまま、町中を右に曲がったり、左に曲がったりして、部長たちを撒まこうとする。


　数分走ったところで、小路に入り、そこで身を潜ひそめた。


　物陰から部長たちが通り過ぎていくのを確認してから、一いつ拍ぱく空あけたあとで俺と朱乃さんは道路へ出ていく。


「うふふ、リアスを撒けたみたい」


　朱乃さんは舌をぺろっと出して楽しげだった。


　へへへ、俺、あとで間ま違ちがいなく殺される。オーバーキルされるよ、きっと……。


　まあ、いいや。今日は朱乃さんが楽しんでくれたら、それでＯＫとするよ。


　と、がむしゃらに走り回ったせいか、ここがどこかわからん。どこまで走ってきたんだ？


　周囲を見渡したときだった。……俺の視界に「休きゆう憩けい○円」「宿しゆく泊はく○円」の文字があちらこちらにぃぃぃぃぃぃぃっ！


　あ、あ、辺りはラ、ラ、ラブ……ラブホテルばっかりだっ！


　こ、これは大変なところに来てしまった！　つーか、こんなところに逃げ込んだことを部長は認識しているかも！


　やべぇっ！　俺、マジでヤバいぞ！　早いとこ、ここから出ないと大変なことになりそうで怖こわいよ！


「あ、朱乃さん！　さ、さすがにここは勘かん違ちがいされそうだから、早く他のところへ──」


　足早にその場を去ろうとしたときだった。


　……俺の服の端はしをつかむ朱乃さんがいた。


「……あ、朱乃さん？」


　振り返ると、お顔を最大まで真っ赤にした朱乃さんがもじもじしながら、つぶやく。


「……いいよ」


　……へ？　いいよって……。ど、どういうことですか？


　答えに困る俺に朱乃さんは意を決したように真っ正面から言ってきた。


「……イッセーが入りたいなら、私、いいよ。……だいじょうぶだから」


　…………。


　俺の鼻から…………鼻血がザバーッと流れていった。


　マ、マ、マジかぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああっ!?


　えっ!?　本当に!?　マジで!?　いいの!?　いいんですか!?


　俺とラブホテル、ＯＫなんですかっ!?


　ただの休憩とかじゃないんですよね!?　そ、そういうことをしちゃうってことなんですよね!?


　朱乃さんは……いつものエロエロで余よ裕ゆうのある表情が消え失せて、もじもじと乙女で純情な反応を見せていた！


　おおおっ！　朱乃さん！　その反応が逆に初うい々ういしいから、俺、俺！


　いけるのか、兵藤一いつ誠せい!?　相手は朱乃さんだ！　最大のチャンスかもしれん！


　きゅ、休憩で少しの間、部長の目から離はなれている間に朱乃さんと……初体験!?


　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！


　部長！　部長と初エッチをすると信じていた！　それがいまこうして、朱乃さんから！　お姉さまから最高の申し出を受けようとしている！


　ここで食わねば男が廃すたるような気がしてならない！　朱乃さんも決心したかのような感じだし、ここで断ったら俺は男としてダメダメだと思うんだ！


　最初のお相手が朱乃さんだなんて、これ以上の幸せが他にあるというのか!?


　やるか、やらないか！　落ち着け俺！　この幸運を魔ま王おうさまに感謝しよう！


　最大の決断を迫せまられる俺に横から話しかける者がいた。


「まったく、昼間っから、女を抱だこうなどとやりおるわい、赤龍帝の小こ僧ぞう」


　ん？　誰だれだ？　現れたのは帽子を被ったラフな格好の爺じいさんだ。背はい後ごにガタイの良い男性とパンツスーツを着込んだ真ま面じ目めそうな女の人を連れていた。
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　女の人、すごい美人だな。銀色の髪はロングストレート。見ただけでサラサラしてるってわかる。


　爺さん、話しかけるな。俺はいまやるかやらないか決めねばならないのだよ。って……あれ？　見覚えのある爺さんだな。


「ほっほっほ、久しいの。ワシじゃ。北の国から遠路はるばる来たぞい」


　眼がん帯たい姿の爺さんは楽しげにいやらしく笑っていた。その表情で思いだした。


「オーディンの爺さん！」


　そう！　北ほく欧おうの主神である爺さんだ！　ディオドラとの一戦以来じゃないか。


「ほっほっほ」


「ど、どうして、ここに？」


　そうだよ。どうして日本のこの町へ？　観光か？　テロが活発な時期にそれはちょっと無計画すぎないか？　と思っていたら、横から真面目そうなお姉さんが入ってくる。


「オーディンさま！　こ、このような場所をうろうろとされては困ります！　か、神さまなのですから、キチンとなさってください！」


　おおっ。爺さんを怒おこりだしたよ。あ、この人、もしかして、以前オーディンの爺さんをしかってた鎧よろいを着てた女の子？


「よいではないか、ロスヴァイセ。お主ぬし、勇者をもてなすヴァルキリーなんじゃから、こういう風景もよく見て覚えるんじゃな」


「どうせ、私は色気のないヴァルキリーですよ。あなたたちもお昼からこんなところにいちゃダメよ。ハイスクールの生徒でしょ？　お家に戻もどって勉強なさい勉強」


　なんだか、ヴァルキリーのロスなんちゃらさんって女の人に俺と朱乃さんまで怒られてしまった。


　あちゃー。すっかり、ラブホテル入るか否かを決める雰囲気でもないな……。


　無念だっ！　俺は心の中で慟どう哭こくしていた！


　と、横を見れば朱乃さんが爺さんの付つき添そいらしいガタイの良い男性に詰つめ寄よられていた。


「……あ、あなたは」


　朱乃さんは目を見開いて、驚おどろいている。見覚えのある人？　知人？


「朱乃、これはどういうことだ？」


　男性のほうはキレ気味だ。声こわ音ねに怒ど気きが含ふくまれている。す、すっげえ、迫はく力りよく。


「……か、関係ないでしょ！　そ、それよりもどうしてあなたがここにいるのよ！」


　朱乃さんは目つきを鋭するどくして、にらみ付けていた。そこに先ほどまでの乙おと女めモードは微み塵じんもない。朱乃さんがここまでにらむなんて……。相手は何者？


「それはいまどうでもいい！　とにかく、ここを離れろ。おまえにはまだ早い」


　朱乃さんの腕うでをつかみ、強ごう引いんにどこかへ連れて行こうとする！


「いや！　離して！」


　朱乃さんが抵てい抗こうしていた！　おいおいおいおい！　朱乃さんに何しやがる！


　俺は素す早ばやく男の腕を引っ張って、朱乃さんを解放させた。


「何だか、わからないけど、朱乃さんに触ふれないでくれ。嫌いやがっているだろう。つーか、あんた何者だよ？」


　俺が臨戦態勢で訊きく。すると、男の口からあまりに予想外の答えが返ってきた。


「今日はオーディン殿どのの護衛として来ている。堕だ天てん使し組織グリゴリ幹かん部ぶ、バラキエルだ。──姫ひめ島じま朱乃の父親でもある」


　……朱乃さんのお父さんだった。










　Life.2　北のクソジジイ、来日です。










「ほっほっほ、というわけで訪日したぞい」


　兵ひよう藤どう家の最上階に設もうけたＶＩＰルームでオーディンの爺じいさんが楽しそうに笑っていた。


　なんでも日本に用事があって、そのついでにこの町へ来たようだ。下へ手たなところよりも悪あく魔ま、天使、堕だ天使、三大勢力の協力態勢が強いこの町にいたほうが安全みたいだ。


　俺の家に神さまって……。すごいことになってますよ、天国のお祖父じいちゃん。


　家にはグレモリー眷けん属ぞくが全員集合している。アザゼル先生も久しぶりに顔を出していた。


　結局、朱あけ乃のさんとのデートは中断。あのあと、部長たちと合流し、そのまま家に爺さんを連れて帰ってきたんだ。朱乃さんは残念がっていたけど、それ以上にお父さんとの邂かい逅こうに当とう惑わくしていて、不ふ機き嫌げんになってしまっていた。いまもあまり前に出ず、ニコニコ笑顔すら止めていた。


　朱乃さんのお父さん──バラキエルさんもこの場にいるけど、朱乃さんは視線すら交かわさない。無視しようとしていた。……お父さんとの確かく執しつは根深いようだ。


　バラキエルさん。先生にちょろっとだけどんな人か聞かされたことがある。武人気き質しつで堅かた物ぶつらしい。堕天使のなかでも先生と肩かたを並べるほど、強いって話だ。一発の攻こう撃げき力なら、堕天使随ずい一いちだそうだから、やっぱりとてつもなく強いんだろうな……。


「どうぞ、お茶です」


　部長が笑顔でオーディンの爺さんに応対していた。ふふふ、さっき、部長に思いっきりほっぺたをつねられたぜ。あとでゆっくりとお話があるそうです。俺、逃にげたい……。


「かまわんでいいぞい。しかし、相変わらずデカいのぅ。そっちもデカいのぅ」


　このクソジジイ……。部長と朱乃さんのおっぱいを交こう互ごにいやらしい目で見てやがる！


　触さわったら絶対に許さないからな！　部長と朱乃さんの乳ちちは俺のもんだ！


「もう！　オーディンさまったら、いやらしい目線を送っちゃダメです！　こちらは魔王ルシファーさまの妹いもうと君ぎみなのですよ！」


　ヴァルキリーの人がオーディンの爺さんの頭をハリセンで叩たたいていた。


　爺さんは頭をさすりながら半眼になっていた。北の主神をハリセンで叩くなんてことが許されるのか。すげえな、あのヴァルキリーの人。


「まったく、堅いのぉ。サーゼクスの妹といえばべっぴんさんでグラマーじゃからな、そりゃ、わしだって乳ぐらいまた見たくもなるわい。と、こやつはわしのお付きヴァルキリー。名は──」


「ロスヴァイセと申します。日本にいる間、お世話になります。以後、お見知りおきを」


　爺さんの紹しよう介かいでヴァルキリー──ロスヴァイセさんがあいさつしてくれた。今日は以前のような鎧を着ていないから、印象が違ちがうけど、美人だよな。歳とし同じぐらい？


　見た目はとてもクールビューティーで、若いのに仕事ができそうな雰ふん囲い気きだ。


「彼氏いない歴＝年ねん齢れいの生き娘むすめヴァルキリーじゃ」


　爺さんがいやらしい顔つきで追加情報をくれる。ロスヴァイセさんは酷ひどく狼ろう狽ばいしだした。


「そ、そ、それは関係ないじゃないですかぁぁぁぁっ！　わ、私だって、好きでいままで彼氏ができなかったわけじゃないんですからね！　好きで処女なわけないじゃなぁぁぁぁいっ！　うぅぅっ！」


　あー、その場にくずおれて、床ゆかを叩きだしたぞ。なんだか、俺と通ずるところがあって、ちょっとだけ共感してしまった。


　俺だって、好きで彼女がいないわけじゃないんだ……。


　つーか、ロスヴァイセさん、クールビューティーと思われるときといまの差が激しすぎるんですけど……。


「まあ、戦いくさ乙おと女めの業界も厳きびしいんじゃよ。器量よしでもなかなか芽め吹ぶかない者も多いからのぉ。最近では英えい雄ゆうや勇者の数も減ったもんでな、経費削さく減げんでヴァルキリー部署が縮小傾けい向こうでの、こやつもわしのお付きになるまで職場の隅すみにいたのじゃよ」


　爺さんはうんうんうなずきながらそう言う。そうなのか？　うーん、北の世界はよくわからんですな。


　先生がやり取りに苦笑しながらも口を開く。


「爺さんが日本にいる間、俺たちで護衛することになっている。バラキエルは堕天使側のバックアップ要員だ。俺も最近忙いそがしくて、ここにいられるのも限られているからな。その間、俺の代わりにバラキエルが見てくれるだろう」


「よろしく頼たのむ」


　と、言葉少なにバラキエルさんがあいさつをくれた。


　俺たち、爺さんの護衛なのか……。


「爺さん、来日するにはちょっと早すぎたんじゃないか？　俺が聞いていた日程はもう少し先だったはずだが。今回来日の主目的は日本の神々と話をつけたいからだろう？　ミカエルとサーゼクスが仲ちゆう介かいで、俺が会談に同席──と」


　アザゼル先生が茶を飲みつつ訊いた。


「まあの。それと我わが国の内情で少々厄やつ介かい事ごと……というよりも厄介なもんにわしのやり方を批ひ難なんされておってな。事を起こされる前に早めに行動しておこうと思ってのぉ。日本の神々といくつか話をしておきたいんじゃよ。いままで閉へい鎖さ的にやっとって交流すらなかったからのぉ」


　爺さんは長い白ヒゲをさすりながら嘆たん息そくしていた。北の神さまの国も厄介事抱かかえてんのか。どこの勢力も問題のひとつやふたつあって当たり前だよな。


「厄介事って、ヴァン神族にでも狙ねらわれたクチか？　お願いだから『神々の黄昏ラグナロク』を勝手に起こさないでくれよ、爺じいさん」


　アザゼル先生は皮肉げに笑っていた。


　うーん。専門用語ばかりでさっぱりだぜ。


「ヴァン神族はどうでもいいんじゃが……。ま、この話をしていても仕方ないの。それよりもアザゼル坊ぼう。どうも『禍の団カオス・ブリゲード』は禁手化バランス・ブレイクできる使い手を増やしているようじゃな。怖こわいのぉ。あれは希け有うな現象と聞いたんじゃが？」


　──っ！


　俺たち眷属は皆みんな驚おどろいて顔を見合わせていた。突とつ然ぜん、その話になりますか！　というか、やっぱり各勢力に神器セイクリツド・ギア所有者をぶつけていたのは禁手バランス・ブレイカーにさせるためだったのか！


「ああ、レアだぜ。だが、どっかのバカがてっとり早く、それでいて怖ろしくわかりやすい強ごう引いんな方法でレアな現象を乱発させようとしているのさ。それは神器セイクリツド・ギアに詳くわしい者なら一度は思いつくが、実行するとなると各方面から批判されるためにやれなかったことだ。成功しても失敗しても大批判は確定だからな」


「なんですか、その方法って」


　俺の問いかけに先生は答えてくれる。


「リアスの報告書でおおむね合っている。下手な鉄てつ砲ぽうも数打ちゃ当たる作戦だよ。まず、世界中から神器セイクリツド・ギアを持つ人間を無理矢理かき集める。ほとんど拉ら致ちだ。そして、洗せん脳のう。次に強者が集つどう場所──超ちよう常じようの存在が住まう重要拠きよ点てんに神器セイクリツド・ギアを持つ者を送る。それを禁手バランス・ブレイカーに至る者が出るまで続けることさ。至ったら、強制的に魔ま方ほう陣じんで帰き還かんさせる。おまえらの対たい峙じした影かげ使いが逃げたのも禁手バランス・ブレイカーに至ったか、至りかけたからだろう」


　やっぱ、あの影使いは禁手バランス・ブレイカーになろうとしていたのか……。


　先生は続ける。


「これらのことはどの勢力も、思いついたとしても実際にやれはしない。仮に協定を結ぶ前の俺が悪魔と天使の拠点に向かって同じことをすれば批判を受けると共に戦争開始の秒読み段階に発展する。自分たちはそれを望んでいなかった。だが、奴やつらはテロリストだからこそそれをやりやがったのさ」


　神器セイクリツド・ギアを持った人間をそんな目に遭あわせたら、各方面から叩かれるってことか。


　……あれ？　俺は人道的とは思えない方法で禁手バランス・ブレイカーの修しゆ業ぎようをしたような……。怪かい獣じゆうドラゴンに夏休み中追いかけ回されたんですけど……。


「自分はそのような目に遭って禁手バランス・ブレイカーに至りましたけどって訴うつたえかけるような顔だな、イッセー」


「そりゃそうですよ、先生」


「だが、おまえは悪魔だ。人間より頑がん丈じようなんだぜ？」


「それでも死にかけました！」


「あー、まあ、おまえだから別にいいんだよ」


「あーっ！　それでまた片付けるぅぅぅっ！　酷いよ、先生！」


　うぅ、俺ばかりこんな目に遭うんだ！　もう、グレてやるからね！


「どちらにしろ、人間をそんな方法で拉致、洗脳して禁手バランス・ブレイカーにさせるってのはテロリスト集団『禍の団カオス・ブリゲード』ならではの行動ってわけだ」


「それをやっている連中はどういう輩やからなんですか？」


　俺の問いに先生が続ける。


「英雄派の正メンバーは伝説の勇者や英雄さまの子孫が集まっていらっしゃる。身体能力は天使や悪魔にひけを取らないだろう。さらに神器セイクリツド・ギアや伝説の武具を所有。その上、神器セイクリツド・ギアが禁手バランス・ブレイカーに至っている上に、神をも倒たおせる力を持つ神滅具ロンギヌスだと倍プッシュなんてものじゃすまなくなるわけだ。報告では、英雄派はオーフィスの蛇へびに手を出さない傾向が強いようだから、底上げに関してはまだわからんが」


　どちらにしても中心にいる奴らはチョー強敵ってわけだ。つーか、英雄や勇者さまがそんな非人道的なことをしていいのか？


「禁手バランス・ブレイカー使いを増やして何をしでかすか、それが問題じゃの」


　オーディンの爺さんは特別深刻そうな顔でもなく、普ふ通つうに茶を飲んでいた。けっこう、楽天家だな、この爺さん。剛ごう胆たんとも言えるのかな。先日の一戦でも上級、中級悪魔の大群に一人で立ち向かっていたし。さすが神さまってことか。


「まあ、調査中の事こと柄がらだ、ここでどうこう言っても始まらん。爺さん、どこか行きたいとこはあるか？」


　先生が爺さんに訊きくと、爺さんはいやらしい顔つきで両手の五指をわしゃわしゃさせた。


「おっぱいパブに行きたいのぉ！」


「ハッハッ、見るところが違いますな、主神どの！　よっしゃ、いっちょそこまで行きますか！　俺んところの若い娘むすめっこどもがこの町でＶＩＰ用の店を最近開いたんだよ。そこに招待しちゃうぜ！」


「うほほほほっ！　さっすが、アザゼル坊じゃ！　わかっとるのぉ！　でっかい胸のをしこたま用意しておくれ！　たくさんもむぞい！」


「ついてこいクソジジイ！　おいでませ、和の国日本！　着物の帯おびくるくるするか？　あれは日本来たら一度はやっとくべきだぞ！　和の心を教えてやるぜ！」


「たまらんのー、たまらんのー」


　二人は盛り上がって、部屋を早はや々ばやと退室していった！　なんつーエロ首しゆ脳のう陣じんだ！　信じられますか、皆みなさん！　あの爺さん、北ほく欧おうの主神なんですよ!?


　こんなエロ総そう督とくとスケベ爺さんがトップとか！　ああ、部長も額ひたいに手をやって、眉まゆをしかめてるぅぅっ！


　俺も連れてってください！　って言いかけたけど、言葉は呑のみこんだ。部長に怒おこられそうだったし。


「オーディンさま！　わ、私もついていきます！」


　ロスヴァイセさんが追っていったけど、


「おまえは残っとれ。アザゼルがいれば問題あるまい。この家で待機しておればいいぞい」


「ダメです！　行きます！」


　などというやり取りを廊ろう下かでしていたようで、そのまま付いていったようだ。


　部屋に残された俺たち眷けん属ぞくとバラキエルさんは同時にため息をついていた。








「朱乃、おまえと話し合いをしたいのだ」


　一階のキッチンに行っていた俺。最上階に戻もどる途と中ちゆうで話し声が聞こえてきた。


　そちらへ足を運ぶと──五階の廊下で朱乃さんとバラキエルさんが何やらもめている。


「気安く名前を呼ばないで」


　朱乃さんの声はいままで聞いたこともないほどに冷たく鋭するどい。顔もニコニコフェイスではなく、不ふ機き嫌げんなものだった。


「……赤せき龍りゆう帝ていと逢あい引びきをしていたとはどういうことだ？」


　俺との問題ですか!?　これは手厳しい！　あ、逢い引きとはまた古風な言い方だなぁ。


　盗ぬすみ聞きするのは失礼だと思ったけど、俺が関かん与よしているなら、ここで去るのも気になってしまう。


「私の勝手でしょ。なぜ、あなたにそれをとやかく言われるのかしら？」


「噂うわさを聞いている。女の、ち、乳ち房ぶさを糧かてに活動する破は廉れん恥ちなドラゴンだと。乳ちち龍りゆう帝ていという二つ名があるというではないか」


　バラキエルさんに勘かん違ちがいをされているー!?


　乳を糧に!?　バカな！　俺のとんでもない噂が流れているのか!?


　驚おどろきの発言に俺は頭を抱えていた。


『……うぅぅ。相棒、カンベンしてくれぇぇっ。俺をどこまでいびるつもりなんだ……』


　ドライグが俺のなかで慟どう哭こくしている。少し黙だまってろ！　こいつは俺にとっても死活問題だ！　おっぱいドラゴンと呼ばれるまではいい！　乳をご飯にして生活しているなんて噂が広まっていたとしたら俺はどうやって冥めい界かいを歩けばいい!?


『……うおおおんっ！　うおおおんっ！』


　泣くなドライグ！　俺だって泣きたいんだ！


　乳はオカズだ！　主食じゃないって！


「心配なのだよ。おまえが……卑ひわいな目に遭っているのではないかと」


　あー、なるほど、娘を持つ父親らしい心配の仕方だ。つーか、悪い人には見えないよね、バラキエルさん。


　朱乃さんとの間に何があったんだろうか……。


「彼をそんな風に言わないで。イッセーくんは……スケベだけれど、やさしくて頼たよりがいのある男性だわ。噂や風ふう聞ぶんで人を判断するのね。最低だわ。やっぱり、あなたのことを……許すなんて……」


　朱乃さん！　俺のことを庇かばってくれている！　うれしい。ちょっと目頭が潤うるんだよ。


「私は父として──」


　そこまで言いかけたバラキエルさんに朱乃さんは言い放った。


「父親顔しないでよっ！　だったら、どうしてあのとき来てくれなかったの!?　母さまを見殺しにしたのはあなたじゃない！」


「…………」


　その一言にバラキエルさんは黙ってしまった。


　と、物もの陰かげに隠かくれていた俺と朱乃さんの視線がふいに合ってしまう。


「イッセーくん。……聞いていたの？」


　バレてしまった。いや、完全に立ち聞きしていた俺が悪いんだけどね……。


　俺は気まずそうに出ていく。バラキエルさんが俺を見て激げき怒どした！


「ぬっ！　破廉恥な！　男が盗み聞きなどと！　やはり、娘の乳を狙ねらうという噂は本当か！　娘の乳は食わせんぞ、乳龍帝めっ！」


　すごい誤解をされてるっ！


　泣きたい！　朱乃さんのお父さんにここまで勘違いされているなんて！　つーか、先生の仲間ならその辺の誤解は解とけて……。いないかもしれない！　あの人、こういう勘違いをおもしろがって修正しなさそうだしぃぃぃぃぃっ！


『なんだと！　赤龍帝は若い女の乳を食うのか、アザゼル！』


『あー、そうだぜ。奴が触ふれると女の服が弾はじけ、奴が語りかけると乳がしゃべりだす。気をつけろよ、バラキエル。朱乃の乳房が生いけ贄にえになるかもしれんなー。なんてな。本気にするなよ、バラキエル。おーい、聞こえてるかー？』


『バカな……。まるで女の敵が具現化した化け物ではないか……。乳を食らうドラゴンなどと……。あ、朱乃ぉぉぉぉぉっ！　おのれ！　乳龍帝めぇぇぇぇぇっ！』


　容よう易いにやり取りが想像できてしまったよ！　すごいあり得そうだもん！　しかも半分ぐらい噂が合ってそうで怖こわいんだ！


「あ、逢い引きは認めん！」


　バチッ！　バチッ！


　バラキエルさんが手に雷らい光こうを走らせる！　おおおおーいっ！　何これ!?


　誤解を受けたまま、俺、葬ほうむられようとしていませんか!?


　バッ。


　朱乃さんが俺とバラキエルさんの間に入り、そして俺を庇うように抱だきしめてくれた。


「彼に触さわらないで。私からこの人を取らないでください。いまの私には彼が必要なのよ……。だから、ここから消えて！　あなたなんて私の父親なんかじゃない！」


　……朱乃さんの叫さけび。それを聞き、バラキエルさんは雷光を止め、瞑めい目もくして言った。


「……すまん」


　言葉少なにそれだけ謝ると、この場を去っていく。あれほどの立りつ派ぱなガタイをした人の背中が……少しだけ寂さびしそうだった。


「朱乃さん……」


　俺をぎゅっと抱きしめる朱乃さん。なんとも言えない感情を含ふくんでいるようだった。


「お願い。何も言わないで。……少しの間、このままで。お願い、イッセー……」


　その声は涙なみだで震ふるえていた。


　……親子の間に何があったかわからないけど……。


　俺は朱乃さんをやさしく抱いた。





　　　　─○●○─





　次の日、俺たちグレモリー眷属はグレモリー家主しゆ催さいで冥界のイベントに主役として参加していた。


「はい、ありがとう」


　握あく手しゆとサイン会だった。


　俺たちの前に長ちよう蛇だの列ができ、子供一人一人にサイン色紙を渡わたして、握手をしていく。


　子供たちは俺が汚きたない悪あく魔ま文字で書いたサインをうれしそうに受け取り、握手をしてあげると満面の笑みで、


「おっぱいドラゴン！　がんばってね！」


　って、声をかけてくれるんだ。


　その光景を見ているだけで、俺は鎧よろいのなかで男泣きをしていた。


　くっそぉぉぉぉぉおおっ！　むちゃくちゃうれしいじゃねぇか！


　俺、この子たちのためにおっぱいドラゴンやっていくよ！


「スイッチ姫ひめのおっぱい！　スイッチ！」


「きゃっ」


　俺の横で同じくサインと握手をしていた部長の小さな悲鳴があがった。いたずら小こ僧ぞうが部長の乳をつついていた！


「コラァァァァアアッ！　部長のおっぱいを触っちゃダメェェェェェッ！　このおっぱいは俺のなの！　ダメです！」


　俺は泣きながら男の子に注意した！


　ダメなの！　部長のおっぱいは俺のなの！　他の誰だれも触っちゃいけないの！


「もう、イッセー。子供のやることなのだから、嫉しつ妬としてどうするの。あとで触らせてあげるから、落ち着きなさい」


　部長が嘆たん息そくしながらそう言ってくれる。


　うぅぅ、だって、部長……。部長のおっぱいが……。


　はい、あとで触らせてください……。


　はぁ……。スイッチ姫も人気ってことだな。あー、見れば木場のところに女の人がすっげー並んでる。う、うらやましいぃぃぃぃっ！


　木き場ばも番組内で敵かたき役の『ダークネスナイト・ファング』となっていた。格好も敵てき幹かん部ぶの凛り々りしい鎧姿だ。


　俺は本来あれを望んでいたんじゃないのか！　子供の絶大な支持に最初の思おも惑わくが消えてしまったけど、俺がつかみ取りたかった現実を木場が手にしていた。


　いいもん！　俺はどうせおっぱいドラゴンさ！


　かわいらしい獣けものルックの衣い装しようを着る小こ猫ねこちゃんのところには大きなお友達がたくさん。


　小猫ちゃんも『ヘルキャットちゃん』としておっぱいドラゴンの味方役になっていた。小猫ちゃん、嫌いやがらずにていねいに応対してる。


　プロだ！　小猫ちゃんにプロ魂だましいを見た！


　サイン会も一通りこなし、俺たちは楽屋のテントへと戻っていった。


　これにて、イベントは終わり！　俺たちも任務完かん了りようだ！


　あー、ちかれた。俺も鎧を解除して、素すの状態に戻っている。


　そこへスタッフが近づいてくる。


「イッセーさま、お疲つかれさまですわ」


　タオルを持ってきてくれたのは──縦たてロールヘアのお嬢じようさまでライザーの妹、レイヴェル・フェニックスだった。


「おー、レイヴェル。わりぃな」


　俺はタオルを受け取り、汗あせを拭ふく。


　レイヴェルは俺たちが冥界でイベントをすると聞きアシスタントとして、協力してくれていた。


「こ、これも修業の一いつ環かんですわ！　それに冥界の子供たちに夢を与あたえる立派なお仕事だと思えるからこそ、お手伝いをしているのです！　べ、別にイッセーさまやグレモリー眷けん属ぞくのためってわけじゃありませんわ！」


　などと言うが、けっこう真しん剣けんに仕事をしてくれていた。


　よくわからないけど、根は真ま面じ目めだと思うんだ。最初に出会った頃ころは高たか飛び車しやで、俺を小こ馬ば鹿かにするいけ好かないお嬢さんだと思ったけど、いまは俺と普ふ通つうに話している。


　たまに尊敬めいた視線を感じるんだが……。気のせいか。


「子供たちに夢を与える仕事も悪くないなって真剣に思えたよ」


「子供たちは皆みんな、夢中ですもの」


「うん。あんな小さな手で一いつ生しよう懸けん命めい握あく手しゆをしてきてさ。真剣にこの夢を守らなくちゃって感じられたよ」


　そう、俺がどこまでできるかわからないけど、できる限り、あの子たちのおっぱいドラゴンでいようと思った。


「イッセー、そろそろ人間界に帰き還かんする時間よ」


　部長が俺の楽屋テントへ入ってくる。


「あー、そうでした。今日はこのあと、オーディンの爺じいさんの護衛だった」


　あのクソジジイ、来日してから無茶な注文ばかりしてきやがってさ。おっぱいパブには行くわ、道ばた歩いてる姉ちゃんをナンパするわでやりたい放題！


　一度、あの頭をロスヴァイセさんみたいにハリセンで叩たたきたいぜ！


「そう、早く戻もどらないといけないわ。レイヴェルもお疲れさま。今日はありがとう」


「い、いえ、勉強のためですから」


　部長のお礼の一言にレイヴェルも頰ほおを赤く染めていた。


「じゃあ、また今度な」


「はい、イベントのときは呼んでください。わ、私でよろしければ手を貸して差し上げますから」


　そんなやり取りをレイヴェルとしたあと、俺は部長たちと共に人間界に帰っていった。


　いやー、握手イベント、またやりたい！





　　　　─○●○─





　冥めい界かいでのイベントを終え、オーディンの爺さんの日本観光に付き合わされたあと、俺と木場とギャスパーの男組は戦せん闘とうの訓練をしていた。


　ゴウゥゥゥゥゥッ！


　禁手バランス・ブレイカー状態の俺が背中の魔ま力りよく噴ふん出しゆつ口から火を噴ふかして、ジグザグに神速で動く木場を追う。


　木場の『騎士ナイト』としての脚あしは俺を超こえてる。だけど──。


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　倍化して、瞬しゆん間かん的なダッシュ力を一気に高めれば直線では抜ぬける！


　背中のブーストが大出量で噴きだし、木場との距きよ離りを一気に詰つめた！


　ギィィィィンッ！


　木場が聖せい魔ま剣けんを振ふるい、俺はアスカロンを出現させて、それを受け止める！


　ギィン！　ギィン！　ギィィィンッ！


　お互たがい、高速で移動しながら縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る。その間、一いつ瞬しゆんの隙すきも見せずに剣を振るった。


　……クソッ。剣じゃ、分ぶが悪い。徐じよ々じよに押されていき、木場の刃はが俺の鎧に届くようになってきていた。


　聖魔剣のスピードがどんどん上がってる！　切っ先なんて俺の動体視力じゃ、捉とらえきれなくなってきた。木場がトップスピードに入ったら一気に攻せめ込まれるだろう。


　──懐ふところに飛びこんでの肉にく弾だん戦しかない！


　ゴウッ！


　俺は背中のブーストを一瞬だけ大きく噴かして、木場の懐に入り込んだ！


　ショートレンジからのボディブロー！　木場は俺と違ちがって生なま身みだ。防ぼう御ぎよ力に関しては圧あつ倒とう的てきにこちらが上。攻こう撃げき力もこちらのほうが上。当たれば勝機は増える！


　だが──。


　ガギャンッ！


　金属が殴おう打だされる音が響ひびいた。木場は剣の柄つか頭がしらをボーリングの球のように膨ふくれあがらせて、俺の兜かぶとを横よこ殴なぐりにしてきたんだ。


　俺のブローを察知してたのか、木場はカウンターを打ってきやがった！


　……頭を打たれたせいか、一瞬意識と視界がぐにゃりと歪ゆがんだ……。脳を揺ゆらされた。


　直接的な攻撃を加えられないなら、中身を刺し激げきするってか。


　木場のカウンターは近きん距きよ離りファイターにおそろしいほど有効だ。俺も何度も食らってきたし、ゼノヴィアもかなり食らってる。


　警けい戒かいはしているんだが、どこから、どんな風にやってくるか、そのやり方が千変万化するので把は握あくできやしない。


　まさか、柄頭をそんな風にしてくるなんてよ……。剣が振るえないほどの懐に入ればさすがに対応できないと踏ふんだんだけどな……。


　二撃目を食らうわけにもいかないので、すぐにその場を離はなれようと後退しようとしたんだが──。


　俺は足あし下もとを凍こおらされて、地面と繫つながってしまっていた。


「──氷の聖魔剣だよ」


　木場の手に氷で出来ている剣が握にぎられていた。これじゃ、足が封ふうじられて、逃にげられない！


　バチッ！　バチッ！


　さらにもう一本、反対の手には電気を帯びる聖魔剣が──。


　雷かみなりの聖魔剣か！　あれを使って俺を内部から感電させる気か！


　なら！　こっちだって！　隠かくし技わざッ！


　ババッ！


　俺の背中から赤いドラゴンの両りよう翼よくが飛びだす！　両翼にはプテラノドンのように小さな手のようなものが生えている！


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の影えい響きようで俺に付加された新しいものだ。まだうまく飛べないけど、動かすことはできる！


　俺は翼つばさを器用に動かして、木場の両手を翼の手でつかんだ！　よし！　両手を捕とらえた！


「隙あり！」


　完全に空あいたどてっ腹に、俺は力を込めたブローを打ち込もうとする！


　木場のほうは両りよう腕うでがふさがれても、右足の先から刃を生えさせて、蹴けりを放とうとしていた！　そんなところにも剣を作れるのか！


　俺のブロー、木場の足の聖魔剣が交差しようとした瞬間、けたたましい音が鳴なり響いた。


「そ、そこまでですぅ！　制限時間がきましたぁ！　ス、ストップですよぉぉ！」


　ギャスパーが大きなベルを持って、ぴょんぴょん跳はねていた。


　俺と木場はお互いすんでの位置で攻撃を止めていた。


　模も擬ぎ戦は制限時間を設もうけている。俺と木場はお互いに苦笑しながら手を引いていった。


　今日は引き分けだ。








「たまにイッセーくんの練習量についていけないときがあるよ」


　練習後、スポーツ飲料をあおりながら木場はそう笑ってた。


　模擬戦のあとはお互い各おの々おのの方法で自主トレだ。


　木場は休きゆう憩けい。ギャスパーは空中を飛び回る謎なぞの小型ロボットを目で停める練習。ロボットは先生が作ったギャスパー専用の練習アイテム。


　俺は鎧よろいを解除してスクワットしながら、木場の言葉に苦笑していた。


「『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』になって、俺はとんでもない力が解放されたかもしれない。でも、死んじまうから二度とあれは使えない。けど、またアーシアが……ううん、仲間が危険な目に遭あうかもしれない。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』がダメだからって、俺自身が終わったわけじゃないんだ。──違う方法でもっと強くなる。才能がないなら努力で埋うめりゃいいし、魔力が足りないなら体力で補おぎなえばいい。俺は諦あきらめないよ。サイラオーグさんだって、そうやって次期当主の座を手に入れたっていうじゃねぇか。先せん駆く者がいるんなら、俺はさらにがんばれるさ」


　そう、俺みたいなバカが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』で寿じゆ命みよう減ったからって腐くさっていても仕方ないもんな。


　子供たちにも俺のそんな姿見せられない。もし、部長とサイラオーグさんの勝負が決まったら、冥界中に試合風景が流れるだろう。


　格好悪いところを子供たちに見せたくないんだ。


「けどよ、スピードじゃ、おまえに勝てないな、木場」


　俺がそう言うと、木場は首を横に振る。


「背中のブーストを噴かしての瞬間的なダッシュでは僕に引けを取らないよ」


「直線はな。直線で詰めてもおまえ、大たい概がい避よけるじゃねぇか。やっぱ、おまえみたいに高速でジグザグ動けるようにしないといけないんだろうけど、背中のブーストはまだ使いこなせていないからなぁ。現状じゃ、真まっ直すぐしかできないや」


「慣なれるしかないだろうね。でも、パワーでは僕を圧倒的に上回っているよ。それに赤龍帝を相手にするって、相当なプレッシャーだからパンチが飛んでくるたびに胆きもが冷える。命が何個あっても足りないよ」


　そりゃどうも。でも当たるまでが長いんだ。木場はカウンターを混ぜてくるから、どこで攻めていけばいいか、迷うからね。


　最近、俺と木場とギャスパーはアザゼル先生とサーゼクスさまが作ってくれた頑がん丈じようなバトルフィールドで修業していた。冥界グレモリー領のとある地下に作ったものだ。


　俺と木場とギャスパーは能力上、普通の場所では思いっきり修業できない。本気になったら、風景吹ふっ飛とばしたり、周囲を剣だらけにしちまうからな。


　トレーニングできる場所が少なくて難なん儀ぎしていたんだ。


　そこへお二ふた方かたからのプレゼント！


　前回、ディオドラの件で活かつ躍やくしたご褒ほう美びらしい。


　家から専用の魔ま方ほう陣じんでジャンプして、ここへ来ている。かなり特とく殊しゆな作りだから、テロリストに気け取どられることはないようだ。


　ゲーム参戦する上級悪あく魔まなら、似たような場所を持っているようで、若手悪魔の俺たちは特例という形でいただいていた。


　この特例は若手のなかでは俺たちと──サイラオーグさんのチームだけらしい。


　他の眷けん属ぞくもよく利用している。今回は男組だけでやりたかったので、俺たちしかいないけどね。


「俺たち、強くなっているよな……？」


　俺はスクワットをしながら木場に訊きく。


「もちろん。こんなことを言うと失礼だけど、キミと僕はすでに部長と朱乃さんを超えているよ。並の上級悪魔なら圧あつ倒とうできるんじゃないかな。でも、油断はいけない」


「ああ、俺とおまえの能力は広く知られているから、対処されやすいんだよな？」


　俺の言葉に木場はうなずいた。


　そう、俺と木場の力はレーティングゲームの全冥界放送でかなり広く知られてしまっている。そうなると、他の上級悪魔は対処というか、倒たおすための戦術をしっかり組み込んでくるってことだ。


　俺の弱点は変身前に強力な攻撃に対応できないのと、パワーの増大が傍はたから見るとすぐに察知されてしまう点だ。増大すると、俺の体を覆おおうオーラが一気に弾はじけるからな。


「あ、パワーを増大したな」と気づかれたら、避よけられたり、逃げられてしまう恐おそれがある。無む駄だに消しよう耗もうさせられたらアウトだ。


　逃げた相手を追うため、バトルフィールドごとぶっ飛ばすのもいいが、シトリー戦のように特殊ルールが設けられたら、安易にそうすることもできない。


　木場の弱点は生なま身みのため防御力があまり高くない点と、脚あしだ。脚は木場の長所だけど、短所でもある。脚を狙ねらわれたら、アウトってことだ。うぬぬ、やっぱり、深いなぁ。


「たとえば相手の脚を遅おそくする神器セイクリツド・ギアもあるそうだから、それに遭で遇あってしまった場合は僕も危険だよ。当たらなければいいだけだけど、実戦じゃ何が起こるかわからないからね」


　と、木場はスポーツ飲料をあおりながら言う。


　それが木場の天敵か。俺の天敵もいる。龍殺しドラゴン・スレイヤーだ。


「俺も龍殺しに遭あったら要注意なんだよな」


「そうだね、一発食らったらかなり危険だよ。勝負は相あい性しようもあるから、龍殺しが来たら僕たちで受ける。他の相手をイッセーくんに任まかせることになるだろうね」


　まだこの身に龍殺しを受けたことはないけど、光のダメージ並に激痛なんだろうか。


「ぼ、ぼ、ぼ、僕はお役に立てるのでしょうか……？」


　ギャスパーがおそるおそる手を挙あげながら訊いてくる。


「おまえは──単独というよりは俺たちと組んだほうが賢けん明めいか？」


　俺が木場に顔を向けながら言うと、木場もうなずいた。


「そうだね。ギャスパーくんの力はサポートに適しているから、眷属と組んでこそ真価を発揮するタイプだ。悪魔をやっていく以上は、もっとチームバトルに慣れていく必要があるから、短所を補い合うのは当然だよ」


「ま、一人が強くなるのもいいけど、一強のチームじゃ先が知れるってことか」


「うん。特にイッセーくんは将来部長のもとから離れて『王キング』になろうとしているんだから、気をつけたほうがいい」


「『王キング』を取られたらゲームオーバー、ね。ああ、よーくわかってますよ。俺もいまのうちにチームバトルに慣れておくさ。サイラオーグさんみたいに『王キング』自みずからってのもいいかもしれないけどな」


「それも対応した戦術を敷しかれたら──。僕たちだって、対サイラオーグさん単独の戦術を部長たちと考えているし、彼と同じ戦い方をしていたら、いずれ──」


「アウト、か。かー、厳きびしいねぇ！　悪魔業界！　わーったよ、『王キング』になったら、いざというとき以外は自じ重ちようしますさ」


　と、こんな風に俺たち男子組は日々集まって修業やら、ゲーム戦術やらを話していた。


　俺もいつまでも「わからねぇ！」じゃ、先行き不安だから、必死こいて木場たちと勉強していたんだ。おかげでそこそこ話せるようになってきた。


「戦術論も様になってきたな」


　そこへ第三者の声が。振ふり向けばアザゼル先生だった。


「ほら、差し入れ。女子部員お手製のおにぎりだ」


　男子全員それに喜び、さっそく頰ほお張ばっていた。うまい！　このおにぎりはアーシアの味だ。やさしい味がするんだよなぁ。


　休憩する俺たちの傍そばに先生も座すわり、笑う。


「いい体つきになってきたな、イッセー。鍛たん錬れんを積み重ねてきたものだとすぐにわかる」


「もっと強くならないと最強の『兵士ポーン』になれませんからね。部長と約束したことなんで、将来独り立ちするまでにそれを叶かなえないといけないんですよ」


「そういや、聞いたぜ。おまえが将来リアスのもとから独り立ちするときが来たら、アーシアとゼノヴィアを連れて行くんだって？」


　アーシアから聞いた？　それともゼノヴィア？　まあ、それは別にいいか。


「ええ、まあ」


「やるじゃねぇか」


「いや、なんていうか、アーシアとはずっと一いつ緒しよにいるって約束しましたし。俺もアーシアと一緒にいたいんです。それにゼノヴィアとの悪あく魔ま稼か業ぎようも楽しいかなーって」


　アーシアとは離はなれたくないもんな。


　先生が俺の頭をくしゃくしゃと撫なでながら言う。


「だがな、イッセー。おまえが将来『王キング』になるのなら、ひとつ覚えなければいけないことがある」


「何ですか？」


　とたんに真しん剣けんな目つきになって先生は言う。


「──犠牲サクリフアイスだ。ゲームのとき、手て駒ごまを見み捨すてなければいけないことが必ず起きる。そのとき、おまえはどう出るか。そこで『王キング』としての資質が試されるんだよ」


「……助けるっていう選せん択たく肢しは捨てろと？」


　俺の問いに先生は首を横に振る。


「助けてもいい。助けられるのなら、そうするべきだ。実戦でも重要なことだな、仲間を助けるというのは。──だがな、ゲームではそういうわけにはいかない。リタイヤ転送がある以上、死ぬことは少ない。そうなると、重傷の仲間を見捨ててでも、次の行動に移らねばならないときがあるんだよ」


「……難むずかしいこと訊くんスね」


　俺は仲間を見捨てられない。仲間がピンチなら最大加速で助けに行くもんな。


「おまえが眷属のなかで一番身内への親愛度が高いからな。それが将来のゲームで弊へい害がいとなるだろう。──木場」


　先生の視線が俺から木場に行く。


「はい」


「おまえはゲーム中、最悪のとき、リアスとイッセー、どちらを選ぶ」


「部長を選びます」


　先生の言葉に木場は迷う様子もなく答えた。ああ、それで正解だ。俺も、こいつが俺を選んだらこの場で殴なぐったと思う。


　ゲームでの最悪の状じよう況きようで生かすべきは俺じゃない。『王キング』の部長だ。『王キング』を取られたら、すべてが終わりだからだ。


　先生はそれを確認して続ける。


「その覚かく悟ごを他の仲間にも持たないといけない。おまえらはグレモリー眷属のためか、愛情が深い。仲間への親愛は悪魔のなかでもトップクラスだろう。それが武器でもあり、弱点なんだよ。『こいつらは仲間を見捨てない』と他の悪魔に覚えられたら、そこを確実に戦術に組み込まれて狙われる。バカのひとつ覚えで仲間を救うことばかりして敗北していたら、評価も落ちるだろう。おまえたちに今後のゲームで必要なことは目の前で倒れた仲間がいても捨てる覚悟だ。ソーナ・シトリーは夏休みのゲームでそれをおまえたちに見せたはずだ。実戦で仲間を捨てるなとは言わない。だけどな、ゲームではそれを頭に入れておけ。特にイッセーは独り立ちする予定ならば、そこをちゃんと認識しておくんだ。──おまえが『王キング』のゲームで最後まで生かすべきはおまえであり、眷属の悪魔じゃない」


　──将来の眷属を犠牲にする覚悟、か。


　……ああ、そうだな。それを覚えなきゃいけないだろう。まだ『王キング』にすらなっていない俺が、想像するだけでここまで心苦しいんだ、部長の心中は察して余あまりある。


　部長。俺や木場を捨てる覚悟、持っていますか？　それができますか？　俺は部長がゲームで勝ってくれるなら、喜んでこの身を差しだします。


　そして、将来、その覚悟を俺も持たないといけない。


　怖こわいな。仲間を捨て駒ごまにするなんて勇気は……。どうにかしたいところだけど……。


　考えておこう。そのときが来るまでに。


　俺が『王キング』としてゲームに参加したとき、どう決断するのか。


　って、まずは昇しよう格かくしなきゃどうしようもねぇぇぇぇぇぇっ！


　俺、独立するぜって大おお見み得え切ってるけど、実際いつそうなるのかわかったもんじゃねぇよ！　ヴァーリは数年のうちに俺が上級悪魔になれるとかって言ってたけど、それだってどうなんだって話だ。


　うぬぬぬぬっ！　日々精しよう進じん！　俺は努力を怠おこたることなく、一歩一歩前進していきたいと思います！


　だが、目先のゲーム。部長のゲームで俺たちがするべきことはなんとなくわかった。


　俺は深呼吸をして、木場とギャスパーに言った。


「木場、ギャスパー。俺らもそろそろ覚悟決めなきゃいけないのかもな」


　木場がうなずく。


「ゲームの際、目の前で倒れた眷属を捨てる覚悟だね？」


「ああ、俺たちは──レーティングゲームで部長を勝たせないといけない」


　俺の意見にギャスパーも口元にご飯はん粒つぶをつけながら応じた。


「は、はい！　そ、その通りですぅ！」


「だから、部長のために笑って倒れよう。ただし、倒れるときは全力出し切ってから、前のめりに倒れようぜ。敵に背中を見せたら格好悪いからな。正々堂々、真っ正面からぶっ倒れよう」


　俺の言葉に二人は笑顔でうなずいた。


「うん」


「はい！」


　そうさ。俺たち男組は散るときはカッコ良く散ろうぜ。部長を守ってさ。


　でも、それ以前に勝とう。勝ちたいって精神だけは捨てちゃダメだ。


　その横で先生が頰ほおをポリポリかいていた。


「カッコイイこと言ってるけどな、イッセー。おまえは女を相手にするときどうにかならないものか……。パイリンガルとドレス・ブレイクが有効なのはわかるが、それにばかり集中すると、そこを狙われるぞ。ていうか、弱点がわかりやすすぎだ。半はん裸らの女が出てきたら、どうする？」


「眼がん福ぷくです！」


　俺の即そく答とうに先生は肩かたを落とした。


「ダメだ、こいつ。負けるって」


　そ、そんなこと言われても眼前にエロエロお姉さんが出てきたら、理性を保つことなんてできないって！　あー、だからそこを付け狙われて隙すきができそうなのか。


　うーむ、エロに慣れればいい？　無理だ！　目の前のエロスを無視してまで俺は突つっ込こむことなんてできないよ！


　だって、目の前におっぱいがあったら、見るしかないだろう！


　ふぅー。まあ、いいや。俺はおにぎりを食べ終わると木場たちも食べ終わったのを確認して、気合を入れた。


「よーし、木場、ギャスパー！　もう一度、組み手を一からやろうぜ！」


　うん！　深いこと考えず、いまはトレーニングだ！


　木場ともう一戦やろうとしたら、先生が俺を手て招まねきする。


「イッセー、ちょっといいか」


　その表情はいやらしいものだった。また何か考えついたんだな。


「なんスか、先生」


「実は、おっぱいドラゴンの新商品の試作品があがってきてな。ちょっと見ろ」


　近寄る俺に先生は懐ふところから何やら取り出す。


「な、なんですか、これ……？」


　先生が出したのは──小さな人形だった。


「『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』が冥めい界かいのハンバーガーチェーン店とコラボをすることになってな。お子さま用のセットを頼たのむとついてくるおもちゃだ。こちらがおまえの人形。こっちがスイッチ姫ひめことリアスの人形」


　た、確かに俺の禁手バランス・ブレイカー状態をデフォルメしたような人形だ！　こっちは紅べに髪がみの部長のお人形だよ！　はー、精せい巧こうだねぇ。かわいいや。


「ギミックもあってな。両方集めるとお得なんだ。スイッチ姫の胸の部分をおまえの人形でつつくと──」


　先生が俺の人形の手を動かして、部長の人形の胸部分を押した。すると──。


『イヤーン』


　──ッ!?


　部長ボイスが鳴なり響ひびいた！　何これ!?　すごくない!?


「と、声が出る」


　自じ慢まんげに先生が胸を張った。


「何これ！　チョー欲しいっス！　うわー！　これ、ヒット商品になりますって！」


　俺はぷるぷると身み震ぶるいしながら、人形を手に取った。


　す、すごい！　これは神聖なおもちゃだ！　こ、こんなものが作れるのか！


「ハハハハ、だろうだろう！　サーゼクスも『画かつ期き的てきなおもちゃだ！』って絶賛してたぞ！　俺はこういうのを考えるのが大好きなのさ！　いいか、おまえも上級悪あく魔まになりたいなら、アイディアも大事にしろ！」


　豪ごう快かいに笑う先生がいやにまぶしかった！


　すげぇ！　この人、天才だとは思っていたけど、ここまで天才だとは……。


　おそろしいアイディアだ。おっぱいひとつでビジネスにしちまうなんてさ……。そりゃ、サーゼクスさまも喜ぶよ。め、冥界の未来は明るいぞ！


　堕だ天てん使し総そう督とくアザゼル！　さすがカリスマ堕天使だよ！　敵に回さなくて良かったと心の底から思うぜ……。


「いいか、イッセー。おっぱいには夢が詰つまっているんだ。それを子供たちにも見せてやろうじゃねぇか。おっぱいで育つ夢もある」


「は、はい！　おっぱいビジネス最高です！」


　人形で「イヤーンイヤーン」を連続で出している俺に先生は真剣な表情で言う。


「朱乃のこと、おまえにも頼んでいいか？」


　──っ。


　突とつ然ぜんのことに俺は目を見開いた。先生は俺に言い聞かせるように続ける。


「わかっていると思うが、朱乃はバラキエル──堕天使が嫌きらいだ。今回、バラキエルが来たことで俺の話も聞かなくなるだろう。あいつとまともに話せる男はおまえぐらいしかいない。──何かあったら、支ささえてやってくれ。おまえなら安心だからな」


「そ、それはいいですけど……俺、朱乃さんの事情を良く知りませんよ？」


「聞きたいか？──と言っても、俺から聞いたんじゃ、堕天使側の総督として堕天使を擁よう護ごするような話しぶりになっちまうな。同様に朱乃から聞いても憎にくしみだけの話になるだろう。聞きたきゃ、サーゼクスかグレイフィアに訊きけ。二人なら客観的な目線で語ってくれるだろうさ」


　なるほど。朱乃さんはグレモリー眷けん属ぞくだ。眷属のことはグレモリー家の事情に精通しているお二人に訊くのがいいのかもしれない。


　先生はさらに続ける。


「……あいつと暮らしていてわかったと思うが、朱乃は思った以上に精神的な面で弱い部分がある。普ふ段だんは学園生徒にとっての憧あこがれ、二大お姉さまとして気品ある佇たたずまいをしているが、一度メッキが剝はがれたら、そこにいるのは年相応の娘むすめだ。おまえがシトリー戦で倒たおれたときが顕けん著ちよだった。一番冷静であるべき『女王クイーン』が、『王キング』の意志とは違ちがう行動をしたんだからな」


　それはなんとなくわかる。


　朱乃さんは普段「あらあら」「うふふ」が基本の余よ裕ゆうのあるお姉さまだ。けど、乙おと女めな部分も多分にあって、それが出ているとき、酷ひどく脆もろそうだと感じることもある。


　頼たよりがいのあるお姉さまだけど、朱乃さんの本質は普ふ通つうのどこにでもいる女の子なんだと思う。


　って、俺の感じたことだから、どこまで正しいかわからないけどさ。


　先生は俺の肩に手を置き、憂うれいのある目で言った。


「おまえの前でそういうツラを見せることがあるだろうから、そのときはなんとかしてやれ」


「な、なんとかって……」


「男の甲か斐い性しようが試されるぞ、イッセー。なーに、抱だきしめてキスのひとつでもぶちゅーとしてやれば女は安心するさ」


　か、甲斐性……。俺に一番足りないと思われる要素じゃないか！　俺に甲斐性があったら、いまごろ毎晩一いつ緒しよに寝ねてる部長とアーシアと三人でエッチなことしてますよ！


　肝かん心じんなところで手が出ないのは俺が意気地ないせいか……。認めたくない！


　これでハーレム王を目め指ざしています！　でも、必ず叶かなえてやるぜ！


　いつか必ず女の子に慣れてみせるんだい！


「それと、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』だが」


　先生が次に『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』について言げん及きゆうしてきた。


「使いませんよ。死んじゃうの嫌いやだし」


「まあ、それは当然なんだが、せっかく一度覚かく醒せいしたんだ、別方面から赤龍帝の力を探さぐろうと思う」


　別方面？　他にやりようがあるのか？


「どうやってですか？」


「『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の影えい響きようで神器セイクリツド・ギアに記録されている歴代ブーステッド・ギア所有者の思念が解とき放たれた状態になっているはずだ。ドライグに聞いたんだが、神器セイクリツド・ギア内にそいつらの負ふの感情やらが強く残っている。それはもう呪のろいにも等しくてな、暗黒面の力でおまえを支配して大暴れさせて、神器セイクリツド・ギアに命を吸わせようと働いている面もあるようだ」


「こ、怖い話ですね……」


　負の感情、呪いとかって……。この神器セイクリツド・ギア、意外にホラーな面もあるのか……。


　そういや、俺、この神器セイクリツド・ギアについて深いところはまだ理解してない。ただ、そのパワーを使っていただけだ。謎なぞな部分がまだまだあるな。


「歴代赤龍帝の仲間や身内もその呪いのせいで不幸な目に遭あったっていうからな。だから呪い──負の感情を浄じよう化かさせてやれば『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』ではなく、違う形で生命力を削けずらない安全かつ『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』に匹ひつ敵てきする力を発現できるんじゃねぇかと俺は仮説をたててみたんだよ。そのためにはおまえが神器セイクリツド・ギアに宿る意識へ潜もぐり、歴代赤龍帝の思念を負の感情から解き放つことが必要になる」


「つ、つまり、俺が神器セイクリツド・ギアのなかに宿ってる歴代の先せん輩ぱいたちの残ざん留りゆう思念を説得して、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』ではなく安全で新しい強力な力を生みだせ……と？」


「まあ、そういうことだ。歴代赤龍帝の思念の説得、やってみろ。ドライグ、その辺協力してやってくれ」


『ああ、それはいいんだが、歴代の思念は暗黒に満ちていて俺でもうかつに接せつ触しよくできんぞ』


「その辺はおっぱいドラゴン兵藤一いつ誠せいくんがババンと解決してくれるだろうさ」


　無茶苦茶だ！　本当にそんなことができるかどうかもこれから試さなくちゃいけないのにさ！


　でも、今のままの『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』はもう使えない。俺どころか、周囲まで不幸にするかもしれないなら、なおさらだ。先生の仮説を信じて、その方法で新しい何かを探っていくしかないか。


「イッセー。俺はおまえの可能性を信じている。歴代の赤龍帝はどいつもこいつも力に呑のまれて死んでいった。おまえの才能は歴代最低かもしれない。だがな、女の乳で禁手バランス・ブレイカーになり、女の乳で暴走から戻もどったおまえを俺は可能性の塊かたまりだと思っている。おっぱいドラゴン！　けっこうなことじゃねぇか。ドラゴンでそんな新しい二つ名を得られたのは随ずい分ぶん久しいことなんだぞ？　身体能力、魔ま力りよくがヴァーリや他の伝説のドラゴンに劣おとっていたとしても違う側面からおまえだけの方法で赤龍帝の力を使いこなして強くなっていけばいい。これからも努力と根性、そして意外性から活路を見つけていけよ」


「はい！」


　先生を信じ、ドライグを信じ、そして、自分の可能性を信じるしかないか。


　俺は、俺の方法で強くなってみよう。


　その上で、この神器セイクリツド・ギアに使われるのではなく、使いこなしてみたい！


　歴代のなかで一番ブーステッド・ギアを理解した男。


　そういう肩かた書がきも最高だと思う。


　俺はそれを確認して、木場たちと練習を再開したのだった。





　　　　─○●○─





　オーディンの爺じいさんが来日して数日経たったある日の夜。


　スレイプニルという八本足の巨きよ大だいな軍馬の馬車に俺たち、先生、爺さん、ロスヴァイセさんが乗っていた。


　しかも空を飛んでる！　夜空を移動中だ。


　軍馬が大きいせいか、馬車も大きい。


　外には護衛として木場、ゼノヴィア、イリナ、そしてバラキエルさんが空を飛んでついてきていた。いつでもテロリストなどを迎むかえ撃うてるようにするためだ。


「日本のヤマトナデシコはいいのぉ。ゲイシャガール最高じゃ」


　オーディンのクソジジイが満足げな表情で「ほっほっほっ」と笑っていた。


　くそったれ！


　護衛の俺たちの身にもなってみろってんだ！　ここのところ、この巨大な馬車に乗って、日本の各地を連れ回されている。都内のキャバクラに行ったり、遊園地行ったり、寿す司し屋やに行ったり。爺さんの好き勝手に日本を観光していた。


　俺たちは未成年、高校生ということもあり、場所によっては店内に入れず、入り口付近の待合室で待機なんてことも多かった！


　おのれ、クソジジイィィィィッ！


　キャバクラの一回でもおごってくれたら、俺だってここまで憎ぞう悪おの念を抱いだかなかっただろう！


　見れば眷属の皆みんなも疲つかれた表情だ。隣となりでアーシアも俺の肩かたに頭を寄せておねむだしよ！


　朱乃さんは……。心ここにあらずだ。話しかけないでオーラが全身から放たれていた。


　しかし、ジジイの相手は大変だ。怒おこると「耳が遠いから聞こえんぞい」とか「アザゼルさんや、おっぱいはまだかい？」とかわざとらしくやるし！　とんでもない爺さんだよ！


　けど、爺さんは大事な客だ。俺たちは文句もあまり言わずにただただ付つき添そっていた。


「オーディンさま！　もうすぐ日本の神々との会談なのですから、旅行気分はそろそろお収めください。このままでは、帰国したときに他の方々から怒られます」


　ロスヴァイセさんはここ数日、ずっとクールに対処して、オーディンの爺さんに付き添っていたけど、もう我が慢まんの限界らしく、額に青筋を立ててぶちギレ寸前だった。


「まったく、おまえは遊び心のわからない女じゃな。もう少しリラックスしたらどうじゃ？　そんなだから男の一人もできんのじゃよ」


「か、か、彼氏がいないのは関係ないでしょう！　す、好きで独ひとり身やっているわけじゃないんですからぁぁぁっ！」


　あーあ、また涙なみだ目めになっちゃった。北の人たち、本当に面めん倒どうくさい……。早く帰らないかな……。なんてことも思っちゃうよ。


　ガックンッ！


　ヒヒィィィィィィィィィンッ！


　──ッ！


　突然、馬車が停まり、俺たちを急停止の衝しよう撃げきが襲おそった！


　皆、不意の出来事に態勢を崩くずしていた。


「何事ですか!?　まさか、テロ!?」


「わからん！　だが、こういうときはたいていろくでもないことが起こるもんだ！」


　ロスヴァイセさんと先生が警けい戒かいしていた。


　さっき、馬の鳴き声が聞こえてきた。でっかいお馬さんに何かあったってことだ。


　馬車の窓から外を見ると──バラキエルさんを中心に木場とゼノヴィアとイリナがそれぞれ展開して、戦せん闘とう態勢になっていた。


　お、俺はまだ飛べない。悪あく魔まの翼つばさを出せるけど、飛ぶことができなかった。


「飛ぶことより、禁手バランス・ブレイカーのほうを先に会え得とくってのもおもしろいもんだな」って先生にも苦にが笑わらいされたぐらいです。どうにもその辺の順序は逆だったりした。


　禁手バランス・ブレイカーのときにドラゴンの翼を展開することはできるんだ。で、空中浮ふ遊ゆうをドライグに任まかせてなんとか飛ぶことができる。


　……もっと修しゆ業ぎようしなくちゃな。と、飛ぶことも練習しなきゃ。パワーばかり上げてもそれができないと冥めい界かいの子供たちに落らく胆たんされそうだしな。


　俺は馬車の窓を開けて、何が起きたのか部長たちと共に前方に目を配る。同時に禁手バランス・ブレイカーのカウントもスタート。


　何があるかわからないから、用心するにこしたことはない。


　……前方に若い男性らしき者が浮遊している。目つきが少々悪いイケメンさんだ。


　身につけているものは爺さんがきちんとしているときに着ているローブと似ている。色は黒がメインだけどね。


　男性を確認したロスヴァイセさんが心底驚おどろいたような表情になり、アザゼル先生は舌打ちしていた。な、なんだ……？　何者？


　男性はマントをバッと広げると口の端はしを吊つり上げて高らかにしゃべりだした。


「はっじめまして、諸君！　我われこそは北ほく欧おうの悪あく神しん！　ロキだ！」


　……あ、悪、しん？　しん、神のことか？　北欧ってことは爺さんと同じ？


　俺以外の皆は目元をかなり引きつらせている。


「まさか、そんな」って酷く驚いている様子だ。


　先生が黒い翼を羽ばたかせて、馬車から出ていく。


「……ロキ。北欧の神」


　──っ。


　隣で部長がそうつぶやく。神!?　マジで!?　じゃ、じゃあ、やっぱりあの人はオーディンの爺さんと同じところの神さまだってのか……。


　何をしに来たんだ？　なんだか、ろくでもないことのような気がしてならない。


「これはロキ殿どの。こんなところで奇き遇ぐうですな。何か用ですかな？　この馬車には北欧の主神オーディン殿が乗られている。それを周知の上での行動だろうか？」


　アザゼル先生が冷静に問いかける。


　ロキという神さまは腕うでを組みながら口を開いた。


「いやなに、我らが主神殿が、我らが神話体系を抜ぬけ出て、我ら以外の神話体系に接触していくのが耐たえがたい苦痛でね。我慢できずに邪じや魔まをしに来たのだ」


　……悪意全開の宣言だーっ！　すごい物言いだ！


　それを聞き、先生は口調を変えた。


「堂々と言ってくれるじゃねぇか、ロキ」


　声こわ音ねもかなり怒ど気きが含ふくまれてる！　先生って、ああ見えて平和な日常が好きだったりするから、平和を勝手に乱しに来る輩やからが嫌きらいっぽいんだよね。


　先生の一言を聞いて、ロキは楽しそうに笑う。


「ふはははは、これは堕天使の総そう督とく殿。本来、貴き殿でんや悪魔たちと会いたくはなかったのだが、致いたし方かたあるまい。──オーディン共とも々ども我わが粛しゆく正せいを受けるがいい」


「おまえが他の神話体系に接触するのはいいってのか？　矛む盾じゆんしているな」


「他の神話体系を滅ほろぼすのならば良いのだ。和平をするのが納なつ得とくできないのだよ。我々の領域に土足で踏ふみ込こみ、そこへ聖書を広げたのがそちらの神話なのだから」


「……それを俺に言われてもな。その辺はミカエルか、死んだ聖書の神に言ってくれ」


　先生は頭をボリボリかきながらそう返す。


「どちらにしても主神オーディン自みずからが極東の神々と和議をするのが問題だ。これでは我らが迎えるべき『神々の黄昏ラグナロク』が成じよう就じゆできないではないか。──ユグドラシルの情報と交こう換かん条件で得たいものは何なのだ」


　先生は指を突つきつけて訊きいた。


「ひとつ訊く！　おまえのこの行動は『禍の団カオス・ブリゲード』と繫つながっているのか？　って、それを律りち儀ぎに答える悪神さまでもないか」


　ロキはおもしろくなさそうに返す。


「愚ぐ者しやたるテロリストと我が想おもいを一いつ緒しよにされるとは不快極きわまりないところだ。──己おのれの意志でここに参上している。そこにオーフィスの意志はない」


　その答えを聞いて、先生は体の力が抜けていた。


「……『禍の団カオス・ブリゲード』じゃねぇのか。だが、これはこれでまた厄やつ介かいな問題だ。なるほど、爺さん。これが北が抱かかえる問題点か」


　先生が馬車のほうに顔を向けると、爺さんがロスヴァイセさんを引き連れて馬車から出るところだった。足あし下もとに魔ま方ほう陣じんを展開して、魔方陣ごと空中を移動していく。


「ふむ。どうにもの、頭の固かたい者がまだいるのが現状じゃ。こういう風に自ら出向く阿あ呆ほうまで登場するのでな」


　爺さんはあごの長い白ヒゲをさすりながらそう言った。


「ロキさま！　これは越えつ権けん行こう為いです！　主神に牙きばをむくなどと！　許されることではありません！　しかるべき公正な場で異を唱となえるべきです！」


　ロスヴァイセさんは瞬しゆん時じにスーツ姿から鎧よろいに変わり、ロキに物申していた。


　しかし、相手は聞く耳を持たない。


「一いつ介かいの戦いくさ乙おと女めごときが我が邪魔をしないでくれたまえ。オーディンに訊いているのだ。まだこのような北欧神話を超こえたおこないを続けるおつもりなのか？」


　返答を迫せまられた爺さんは平然と答えた。


「そうじゃよ。少なくともお主ぬしよりもサーゼクスやアザゼルと話していたほうが万倍も楽しいわい。日本の神しん道とうを知りたくての。あちらもこちらのユグドラシルに興味を持っていたようでな。和議を果たしたらお互たがい大使を招まねいて、異文化交流しようと思っただけじゃよ」


　それを聞き、ロキは苦笑した。


「……認識した。なんと愚おろかなことか。──ここで黄昏たそがれをおこなおうではないか」


　ぶるっ……。


　ふいに悪お寒かんが俺を襲う。凄すさまじいまでの敵意が俺の肌はだをビリビリ刺し激げきしてくる！


　あのロキって神さまが俺たち──いや、オーディンの爺さんに敵意を丸出しにしたってのがわかる！


「それは、抗こう戦せんの宣言と受け取っていいんだな？」


　先生の最後の確認にもロキは不敵に笑えむ。


「いかようにも」


　ドガァァァァァァアアアンッ！


　突とつ如じよ、ロキに波動が襲いかかった！


　何事かと目を配れば──ゼノヴィアがデュランダルを振ふるったようだった。聖せい剣けんから大質量のオーラが立ち上のぼっている。


「先手必勝だと思ったのだが」


　ゼノヴィアは平然とそう言った！　早い、早いよゼノヴィア！　ロケットスタートもいいところだぜ！


「どうやら、効きかないようだ。さすがは北欧の神か」


　ゼノヴィアの言葉に視線を戻もどせば──何事もなかったように空に浮うくロキがいた。


　マジか！　ゼノヴィアの攻こう撃げきがまったく効かないとは！


「聖剣か。いい威い力りよくだが、神を相手にするにはまだまだ。そよ風に等しい」


　木場も聖せい魔ま剣けんを創つくりだし、イリナも光の剣を手に発生させていた。


　それを見てロキは笑う。


「ふははっ！　無む駄だだ！　これでも神なんでね、たかが悪魔や天使の攻撃ではな」


　ロキが左手を前にゆっくりと突きだす。


　その手に得体の知れないプレッシャーが集まるのが本能的に理解できた。


　あれを放たれたら──マズい！


『Welshウエルシユ Dragonドラゴン Balanceバランス Breakerブレイカー!!!!!!!!』


　──っ！


　カウントが終わった！　俺の体を赤いオーラが包み込み、鎧へと形作られていく！


　ドライグ！　飛ぶの任せたぞ！


『ああ、任せろ』


　俺は禁手化バランス・ブレイクと同時に馬車を飛びだし、超ちよう加速でロキ目め掛がけて突進する！


『JET!!ジエツト』


　宝ほう玉ぎよくから音声が鳴なり響ひびき、背中のブーストを噴ふかす！


　ゴゥンッ！


　瞬時に間を詰つめ、打だ拳けんを打ち込もうとしたが、軽かろやかに避よけられてしまった。ロキの鼻先でパンチが空を切る！　と同時に叫さけぶ。


「部長！　プロモーションします！」


　部長の了りよう解かいを得て、素す早ばやく『女王クイーン』に昇しよう格かく！　俺の体に力が流れ込んだ！


「──っと。そうだったそうだった。ここには赤龍帝がいたんだった。良い調子にパワーを身につけているじゃないか。──だが」


　ロキの手に光り輝かがやく粒りゆう子しが集まっていく！　見てわかる！　圧あつ倒とう的てきな力を圧あつ縮しゆくして、俺に撃うち込もうとしている！　直ちよく撃げきはヤバい！


「神を相手にするにはまだ早い！」


　放たれるロキの波動に俺は最大威力のドラゴンショットをぶち込んだ！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　ドッバァアアアアアアアアアアアアンッ！


　ふたつの波動が宙で派は手でにぶつかり、勢いよく弾はじけ飛んだ！


　それによる爆ばく風ふうが俺や仲間を襲おそう！　クソッ！　俺の本気の一いち撃げきを軽く破りやがったッ！　これが神の一撃か！


　ロキの手から赤い煙けむりが立ち上る。俺のドラゴンショットはいくらか通ったようだ。


　それを見てロキがうれしそうに口の端を吊り上げる。


「……特別手を抜いたわけではないのだがな。これはまたおもしろい限りだ。うれしくなるぞ。とりあえず、笑っておこう。ふははははっ！」


　全然うれしくねぇ！　あれで本気じゃないなら、俺単独じゃ絶対に厳きびしい相手だ！


　つーか、さすがに神さま相手じゃ赤龍帝パワーも通じにくいか！


　部長や朱乃さんたちも翼つばさを広げて馬車から出てきた。紅あかいオーラもまとっているし、臨戦態勢だ。


「紅い髪かみ。グレモリー家……だったか？　現魔ま王おうの血筋だったな。堕天使幹かん部ぶが二人、天使が一いつ匹ぴき、悪あく魔まがたくさん、赤龍帝も付属。オーディン、ただの護衛にしては厳げん重じゆうだ」


「お主のような大おお馬ば鹿か者が来たんじゃ。結果的に正解だったわい」


　爺じいさんの一言にロキはうんうんうなずき、不敵な笑みをいっそう深めた。


「よろしい。ならば呼ぼう」


　言うと、マントを広げ、高らかに叫ぶ。


「出てこいッ！　我が愛いとしき息子むすこよッッ！」


　ロキの叫びに一いつ拍ぱく空あけて──宙に歪ゆがみが生じる。


　なんだ？　何かを呼んだのか？


　ヌゥゥゥッ。


　空間の歪みから姿を現したのは──灰色の犬！　いや、狼おおかみか！


　十メートルぐらいはありそうな巨きよ大だいな灰色の狼が俺たちの前に出てきやがった！


　ぞくっ……。


　な──。……な、なんだよ……。こ、このあり得ないプレッシャーは……。


　狼に睨にらまれた瞬しゆん間かん、全身が金かな縛しばりにあったように動かなくなった。


　次に体中を冷たいものが走り抜けていき、ロキと対たい峙じしたとき以上の恐きよう怖ふ、殺気、戦せん慄りつ、心臓を鷲わしづかみにされている感覚を持ってしまった。


　……くそ。無意識に手がぶるぶる震ふるえてやがる……ッ！


　見れば俺だけじゃなく、眷けん属ぞく皆みなが全身を強こわ張ばらせて震えていた。部長も木場もゼノヴィアも。勇ゆう猛もうとされていた眷属メンバーでもあの狼が放つ見えない重圧にビビッちまってるんだ！


　な、なんだ、あの狼は！　いったい……ッ！


　とうの狼は威い嚇かくする動作すら見せず、ただただ俺たちを視線だけで射い貫ぬいていた。


『……相棒、奴やつは危険だ。出来れば回かい避ひしたほうがいい』


　赤龍帝と呼ばれたドライグでさえ、そんなことを言う。


　よほどの敵ってことだよな……。ロキよりも絶対に強いだろ、あの狼！


「マズい……。おまえら、あのデカい狼には手を出すなッ！　イッセー、距きよ離りを置け！」


　先生の表情もいままでに無いほど、緊きん張ちように包まれたものだった。旧魔王を相手にしても一歩も退ひかなかったあの勇猛なアザゼル先生がここまで言うなんて……。


「先生！　あの狼、何なんですか？」


　俺の問いに先生は絞しぼり出すように言葉を発した。


「──神喰狼フエンリルだ」


『──ッ!?』


　先生の一言に全員驚きよう愕がくし、同時に納得したかのようだった。


「フェンリル！　まさか、こんなところに！」


「……確かにマズいわね」


　木場も部長も相手を把は握あくし、警けい戒かい態勢になっていた。


　なんだってんだ？　確かに絶対危険なのはわかるが。


「イッセー！　そいつは最悪最大の魔ま物ものの一匹だ！　神を確実に殺せる牙を持っている！　そいつに嚙かまれたら、いくらその鎧でも保もたないぞ！」


　──ッ!?


　そんなに!?　このでっかい狼、そこまでヤバいのか！　神を確実に殺せるって！　それ、反則的な力じゃないか！　なるほど！　ドライグも回避しろって言うわけだ！


　もしかして、俺たち全員でかかっても勝てないのか？


　ロキがフェンリルを撫なでながら言う。


「そうそう。気をつけたまえ。こいつは我が開発した魔物のなかでトップクラスに最悪の部類だ。何せ、こいつの牙はどの神でも殺せるって代しろ物ものなのでね。試したことはないが、他の神話体系の神しん仏ぶつでも有効だろう。上級悪魔でも伝説のドラゴンでも余よ裕ゆうで致ち命めい傷しようを与あたえられる」


　すーっ。


　ロキの指先が部長に向けられる。


「本来、北ほく欧おうの者以外に我がフェンリルの牙を使いたくはないのだが……。まあ、この子に北欧の者以外の血を覚えさせるのも良い経験となるかもしれない」


　──っ！


　……野や郎ろう。まさか……まさか！


　俺の嫌いやな予感はそのままロキの口から発せられた！


「──魔王の血筋。その血を舐なめるのもフェンリルの糧かてとなるだろう。──やれ」


　オオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォオオオオオオオオンッッ！


　闇やみの夜空で灰色の狼が透すき通るほど見事な遠とお吠ぼえをしてみせた。


　その鳴き声は、俺たちの全身を震え上がらせるには十分すぎて、さらに聞き惚ほれてしまうほどの美声だった。


　ひゅっ。


　一いち迅じんの風。眼前の狼が俺の視界から消え──。


　その瞬間、俺は考えるよりも先に──。


『JET!!ジエツト』


　体が動いた！


　やらせるか。やらせるかよ。


　部長を──。俺の惚れた女を──。


「触さわるんじゃねぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！」


　ドゴンッ！


　狼のダッシュよりも先に部長の前に立った俺は、神速で襲いかかる狼の顔面を正面から殴なぐり飛ばしていた！


　…………。


　うわっ！　俺は自分の行動に驚おどろいた！


　だって、いま、意識して体を動かしたわけじゃないんだ！


　ただ、部長のほうにあのでっかい狼が向かうところだったから、夢中で部長を守らないといけないって思ってさ！


　気づいたら、狼をぶん殴っていたよ！


「イッセー……」


　部長も驚いている様子だった。


「ぶ、部長！　だいじょうぶですか？　ケガは？」


「い、いえ、だいじょうぶよ。あなたが助けてくれたから」


　ふはー。安あん堵どして息を吐はく。


　なんだかわからなかったけど、部長を助けられたようだ。だってさ、あのクソ狼の野郎、俺の部長を嚙み殺そうとしたんだもん！


　ぶん殴られた狼は、平気そうな顔で俺を見み据すえていた。


　……効いてない？　ハハハ、こりゃなんとも頑がん丈じような狼さんで。


「ごぶっ」


　……あ、あれ？　俺は血を吐いていた。な、なんだ……？


　ふいに体の変化に気づき、腹部を見ると──鎧よろいに大きな穴が開いていた。


　それを確認した瞬間にさらに口から血を吐いてしまった。とたんに激痛が俺を襲う。


「イッセー！」


「イッセーくん！」


　部長と朱乃さんが悲鳴のような声をあげていた。


　腹が熱い……。痛いてぇぇぇぇっ……。い、いつの間にやられた……？


　狼を見れば、左前足の爪つめが鮮せん血けつに濡ぬれていた。


　……俺がぶん殴る瞬間にあいつも俺の鎧を貫つらぬいたのか……？


　ぐらっ。


　空中で体がよろめき──。


　がしっ。体勢を崩くずしそうになった俺を木場が支ささえてくれた。


「イッセーくん。しっかり。すぐにアーシアさんの力で回復させよう！」


「イッセーさん！　早く！」


　馬車から回復役のアーシアが涙なみだ交まじりの声で叫さけんでいた。手元に回復のオーラを作りだしている。こちらへ回復の力を放るつもりなのだろう。


「いや、そうはさせん。赤龍帝、フェンリルの動きに一いつ瞬しゆんとはいえ追いついた。おそるべきことだ。いまのうちに始末しておこう」


　ロキが再び狼に指示を送る。


　──次はヤバい！


　避よけられない！　俺が避ければ部長に当たる！　それはできない！　部長を守る！


　死ぬのは怖こわい！　でも、それ以上にリアス・グレモリーを殺させるわけにはいかないんだッ！


「ロキィィィィィィィッ！」


　先生とバラキエルさんが光の槍やりと雷らい光こうをロキに向けて大出力で放った。


「フェンリルを使わずとも、堕天使二人程度では我の相手は無理だ」


　見たこともない術式の魔ま方ほう陣じんが盾たてとなって空中に大きく広がっていく。


　先生とバラキエルさんの攻こう撃げきは容よう易いに防がれてしまっていた。


「──ッ！　北欧の術かッ！　術に関しては俺らの神話体系よりも発展していたっけな！　さすがは魔ま法ほう、魔ま術じゆつの秀ひいでた世界だ！」


　先生が憎にく々にくしげに吐き捨すてた。


　堕天使幹部二人が同時に攻撃したのに、まったく効かないなんて……ッ！


　これが神だってのか！


「だったら、同じ術式で！」


　ブィィィィィンッ！


　ロスヴァイセさんがロキと同様の魔方陣を宙に何重にも展開して、縦じゆう横おう無む尽じんの魔法攻撃らしきものを放出させた！　フルバーストって感じだ！


　驚くほどの出力だよ！　ロスヴァイセさんも相当の使い手か！　オーディン爺さんの付き人だもんな、そのぐらいの力があっても不思議じゃない。


　すごい。あの人、魔法とか魔術がかなり得意なのかな？


　バババババババズンッ！


　ロキの防ぼう御ぎよ魔方陣は、奴の全身を守るように展開し、ロスヴァイセさんの全攻撃を難なく防いでしまった！


　同じ術式の術でもダメなのかよ！


「では、次はこちらの手番だな」


　ロキが手を横に薙なごうとし──。


　フェンリルの殺気もそれと同じくして高まっていく。無感情で薄うす暗ぐらく冷たい双そう眸ぼうが、俺たちのほうに向けられた──。


　負傷した俺と主あるじである部長を守るように小こ猫ねこちゃんとゼノヴィアが盾となって、前に立つ！　止やめてくれ！　無理だ！　俺の鎧をも抉えぐった狼おおかみだぞ！　二人じゃ耐たえられない！


　──俺の仲間が殺されるッ！


　嫌だ！　そんなの嫌だ！　このままじゃ、俺たち全ぜん滅めつだ！　嫌だよ！　こんな終わりは絶対に──。


　絶望が頭を支配するなか、俺の視界に光が一いつ閃せん流れていく。


　光速で狼を通過していき──。


『Halfハーフ Dimension!デイメンシヨン』


　グバババババンッ！


　フェンリルを中心に空間が大きく歪ゆがんでいく。フェンリル自身も空間の歪みにその身を捕とらわれ、動きを封ふうじられていた。


　──が、すぐさまその歪ゆがみをその牙で嚙み切るように解とき放った。


　俺たちと狼の間に白銀が降りてくる。


「兵藤一誠、無ぶ事じか？」


「ヴァーリ……」


　俺たちの目の前に現れたのは白はく龍りゆう皇こうヴァーリ！


　さっきの攻撃、見覚えがあると思ったら、やはりこいつだったのか！


　でも、あの攻撃はあらゆる物体を半分にしてしまう広こう範はん囲い技わざだ。あれをまともに食らって動きが一瞬止まっただけのフェンリルはどんだけ強力なんだよ！


「おいおい、おっぱいドラゴンは致ち命めい傷しようかぃ？　ったく、強いんだか、弱いんだか、わからねぇ奴やつだぜぃ！」


　横から金色の雲に乗って出てきたのは美び猴こうだった。


　……なんでこいつらが？


「──ッ！　おっとっと、白龍皇か！」


　ロキがヴァーリの登場に嬉き々きとして笑んだ。


「初めまして、悪の神ロキ殿どの。俺は白龍皇ヴァーリ。──貴き殿でんを屠ほふりに来た」


　ヴァーリの宣戦布ふ告こくを聞き、いっそう口の端はしをロキは吊つり上げるが……。


「二に天てん龍りゆうが見られて満足した。──今日は一いつ旦たん引き下がろう！」


　ロキは狼を自身のもとに引き上げさせる。


　ロキがマントを翻ひるがえすと、空間が大きく歪みだして、ロキと狼を包んでいった。


「だが、この国の神々との会談の日！　またお邪じや魔まさせてもらう！　オーディン！　次こそ我と我が子フェンリルが、主神の喉のど笛ぶえを嚙かみ切ってみせよう！」


　ロキと狼──フェンリルがこの場から姿を消したと同時に俺の意識も遠のいた。


　──俺、失血ばかりだなぁ。








　……気づくと、俺は馬車のなかでアーシアの治ち療りようを受けていた。


　温かい緑色のオーラが俺を包み、腹部の痛みを完全に消してくれていた。


「……アーシア、ありがとう」


　アーシアと視線が合い、お礼を言った。俺の目が覚めたことで、アーシアが涙ぐんだ。


「イッセーさん！　良かった！」


「……アーシア残して死ぬわけないだろう？」


　俺を抱だきしめてくれるアーシアを俺も抱きしめた。


「……先せん輩ぱい、ご無事で良かったです」


　小猫ちゃんも俺についてくれていたのか。手に気をまとっているってことは、仙せん術じゆつで俺の自然治ち癒ゆ能力を高めてくれていたのだろう。


「ありがとう、小猫ちゃん」


　俺は小猫ちゃんの頭を撫なでてやった。


「……にゃあ。先輩……」


「うん。もうだいじょうぶだ。──で、部長たちは？」


　馬車内には俺とアーシア、小猫ちゃんしかいない。


「リアスお姉さまは外で皆みんなとお話ししてます。……白龍皇さんとも」


　──ッ！


　そうだった。ロキとの戦いの最後、ヴァーリが登場したんだった。


　俺はゆっくりと体を起こし、馬車を出る。すでに地上に降りていて、駒く王おう学園近くの公園だった。夜間のため、人の気配は特に感じない。


　部長、先生、爺じいさんたち皆みなが集まっている場所に歩を進める。


　すると、ヴァーリの声が聞こえてきた。


「オーディンの会談を成功させるにはロキを撃げき退たいしなければいけないのだろう？」


　ヴァーリは全員を見み渡わたしてから、遠えん慮りよなしに言う。


「このメンバーと赤龍帝だけではロキとフェンリルを凌しのげないだろうな。しかも英えい雄ゆう派の活動のせいで冥めい界かいも天界もヴァルハラも大おお騒さわぎだ。こちらにこれ以上人材を割さくわけにもいかない」


　ヴァーリの言い分に誰だれも言い返せないでいた。


　俺とヴァーリの視線がふいに合う。ヴァーリは苦笑し、ヴァーリの視線に気づいた皆が俺のほうへ振ふり向いた。


「イッセー！　傷はもういいの？」


「はい、部長。もうだいじょうぶです。それよりも──」


　俺はヴァーリのほうに顔を向けた。見ればその後方に美猴、聖せい王おう剣けんの使い手──アーサーだっけ？　それと、黒くろ歌か。その三人がこちらの様子を見ているようだった。


「おまえがあいつを倒たおすとでもいうのかよ？」


　俺が低い声こわ音ねで訊きくと、奴は肩かたをすくめる。


「残念ながらいまの俺でもロキとフェンリルを同時には相手にできない」


　……なんだよ。偉えらそうなこと言っておいて。自分から無理とか言うなら世話ないぜ。


「だが──」


　ヴァーリが真まっ直すぐに俺へ視線を送った。


「二天龍が手を組めば話は別だ」


『──っ！』


　ヴァーリの提案に、俺を含ふくめ、この場にいる全員が驚きよう愕がくした！　驚おどろいていないのはヴァーリの仲間だけだ！


　驚いて当然だ！　まさか、こいつの口からそんなことが！


　驚いて言葉もない俺たちにヴァーリは続ける。


「今回の一戦、俺は兵藤一誠と共に戦ってもいいと言っている」










　Life.3　共同戦線です！










　翌日、兵ひよう藤どう家の地下一階の大広間に皆みんな集まっていた。


　俺たちグレモリー眷けん属ぞく＋イリナ、アザゼル先生、バラキエルさん、シトリー眷属──そして、ヴァーリチームという異様な面々だった。


　俺の家にヴァーリや美び猴こうがいるってのは不思議な気分だ。部長は彼らの同席に最後まで反対していたが、先生とサーゼクスさまの意見を聞いて、渋しぶ々しぶ承しよう諾だくした。


　サーゼクスさま、どうしてこいつらを入れるの許したんだ？


　まさか、アーシアを助けてくれたことと関係する？──なわけないか。


　ていうか、こいつらが俺たちと協力する理由はなんだ？　何を考えている？


　ロキを屠ほふるとか言ってたけど、それが真意か？　まったく、わからないぜ。


　オーディンの爺じいさんとロスヴァイセさんは別室で本国と連れん絡らくを取り合っているらしい。


　ロキが日本に来たことはあちらでも大問題になっているようだ。


　さて、俺たちはさっそくロキ対策について、話し合いを始めていた。


　今回の件は魔ま王おう──サーゼクスさまももうご存じだ。堕だ天てん使し側にも天界にも情報は伝わっている。


　オーディンの爺さんの会談を成じよう就じゆさせるために三大勢力が協力して守ることとなった。


　協力っていっても、協力態勢の強いここにいるメンバーで力を合わせてなんとかしろって意味だ。


　つまり、ロキを俺たちで退しりぞけろってことだ。


　相手は神。だが、一番の問題は奴やつが引き連れている巨きよ大だいな狼おおかみ──フェンリル。


　生みだしたロキをも凌しのぐ能力を有した本当の怪かい物ぶつ。聞いた話じゃ、封じられる前の二に天てん龍りゆうに匹ひつ敵てきするほどの力を持っているらしく、先生やタンニーンのおっさんでも単独では勝てないときたもんだ。


　むろん、二天龍の力を完全に引き出せていない俺やヴァーリでは歯が立たない。


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』ならば勝てる可能性はあるそうだけど、使えば俺は死ぬし、ヴァーリは魔ま力りよくを使い果たし、ロキまで保もたない。下へ手たをすればヴァーリも命を削けずり死ぬかもしれない。


　ロキとの一戦に残りのメンバーで死力を尽つくせば勝てるみたいだが、犠ぎ牲せいは出る。


　何名か戦死するのは確実だと言われた。


　加勢は……実は期待できない。どの勢力からも、だ。英えい雄ゆう派から神器セイクリツド・ギア所有者を送り込んでくるテロはいまだ断だん続ぞくしており、各勢力を混乱させている。


　各重要拠きよ点てんは警けい戒かいをマックスにしているため、戦力を割さけない状態だという。


　それならば、まずはできるだけ犠牲が出ないようにして勝つ方法を探さぐるそうだ。意外にも対たい抗こう策さくがあるってことで作戦会議中です。


「まず先に。ヴァーリ、俺たちと協力する理由は？」


　ホワイトボードの前に立った先生が一番の疑問をヴァーリにぶつける。


　そう、こいつが俺たちに協力する理由が知りたい。あまりに不気味すぎるぜ。


　ヴァーリは不敵に笑えむと口を開く。


「ロキとフェンリルと戦ってみたいだけだ。美猴たちも了りよう承しよう済ずみだ。この理由では不服か？」


　戦せん闘とう大好き野や郎ろうめ。あんな危なっかしいのと戦いたいなんてイカレてる！


　それを聞いて先生は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。


「まあ、不服だな。だが、戦力として欲しいのは確かだ。いまは英雄派のテロの影えい響きようで各勢力ともこちらに戦力を割けない状じよう況きようだ。英雄派の行動とおまえの行動が繫つながっているって見方もあるが……おまえの性格上、英雄派と行動を共にするわけないか」


「ああ、彼らとは基本的にお互たがい干かん渉しようしないことになっている。俺はそちらと組まなくてもロキとフェンリルと戦うつもりだ。──組まない場合は、そちらを巻き込んででも戦闘に介かい入にゆうする」


　……脅おどしか。組むなら、俺たちと共にロキを倒す。組まないなら、ロキを倒すために俺たちごと相手を攻こう撃げきする、と。


「サーゼクスも悩なやんでいる様子だったが、旧魔王たちの生き残りであるおまえからの申し出を無む下げにできないと言っていてな。本当に甘い魔王だが、おまえを野放しにするよりは協力してもらったほうが賢けん明めいだと俺も感じている」


「納なつ得とくできないことのほうが多いけれどね」


　部長が先生の意見にそう言う。文句はあるようだけど、悪あく魔まの王たる魔王が良しとするならば、部長も強く言えないのだろう。


　ソーナ会長も了承の様子だった。かなり不満のある表情だけどね。


　勝手に動かれるよりは監かん視し下に入ってもらったほうが対応しやすいんだろうけど、こいつが素す直なおに言うこと聞くかどうか……。


　部長が応じるならば、俺もその通りにするしかない。まあ、奴が何か変な行動したら、俺がぶん殴なぐるぐらいの気持ちは持っていようと思う。


　素直なアーシアは一度助けてもらったヴァーリの協力にあまり疑問を持っていない様子だった。他の眷属は文句ありそうだが、渋しぶ々しぶ応じているみたいだ。


　先生はヴァーリをじっと見る。


「何か企たくらんでいるだろうがな」


「さてね」


「怪あやしい行動を取れば、誰だれでもおまえを刺させることにしておけば問題ないだろうな」


「そんなことをするつもりは毛頭ないが、かかってくるならば、ただでは刺されないさ」


　先生の言葉にヴァーリは苦笑するだけだった。


「……まあ、ヴァーリに関してはいったん置いておく。さて、話はロキ対策のほうに移行する。ロキとフェンリルの対策をとある者に訊きく予定だ」


「ロキとフェンリルの対策を訊く？」


　先生が部長の言葉にうなずく。


「そう、あいつらに詳くわしいのがいてな。そいつにご教授してもらうのさ」


「誰ですか？」


　俺が挙手して訊く。


「五ご大だい龍りゆう王おうの一いつ匹ぴき、『終末の大龍スリーピング・ドラゴン』ミドガルズオルムだ」


　──っ。龍王か。で、なんでその龍王が関係するんだ？


「まあ、順当だが、ミドガルズオルムは俺たちの声に応こたえるだろうか？」


　ヴァーリの問いに先生は答える。


「二天龍、龍王──ファーブニルの力、ヴリトラの力、タンニーンの力で龍門ドラゴン・ゲートを開く。そこからミドガルズオルムの意識だけを呼び寄せるんだよ。本体は北ほく欧おうの深海で眠ねむりについているからな」


　へぇ。そんな方法があるのか。伝説のドラゴンでそういうのができるんだ。


「もしかして、お、俺もですか……？　正直、怪物だらけで気が引けるんですけど……」


　匙さじがおそるおそる意見を言っていた。ヴリトラの神器セイクリツド・ギアを持っているもんな。


「まあ、要素のひとつとして来てもらうだけだ。大方のことは俺たちや二天龍に任まかせろ。とりあえず、タンニーンと連絡が付くまで待っていてくれ。俺はシェムハザと対策について、話してくる。おまえらはそれまで待機。バラキエル、付いてきてくれ」


「了りよう解かいした」


　先生とバラキエルさんはそう言って大広間から出て行く。


　残されたオカルト研究部と生徒会。そしてヴァーリたち面々。


「赤せき龍りゆう帝てい！」


　美猴が手を挙あげる。


「な、なんだよ」


　おそるおそる訊くと美猴はイタズラっぽい笑顔で言った。


「この下にある屋内プールに入っていいかい？」


　…………。よ、予想外の質問に俺は返す言葉もなかった。


　部長がずずいっと前に出て、美猴に指を突つきつける。


「ちょっと。ここは私と赤龍帝である兵藤一いつ誠せいの家よ。勝手な振ふる舞まいは許さないわ」


　ここの家、俺と部長の家ってことになってる……。まあ、その辺のわがまま発言は今いま更さらなのでいいけど、部長ってばいやに美猴への態度がキツいな。そりゃ、基本的に敵だから仕方ないけどさ。


「まーまー、いいじゃねぇか、スイッチ姫ひめ──」


　ベチンッ！


　部長が美猴の頭を激しく叩たたいた！　おおおーう！　すごい音したよ！


　美猴は頭を押さえながら涙なみだ目めで訴うつたえる。


「いってぇぇぇぇぇっ！　何すんだぃ！　スイッチ姫！」


「あなたね！　あなたのせいで私は……冥めい界かいでは変な名めい称しようで呼ばれているのよ！」


　涙目なのは部長も同じだった。チョー激げき怒どしてる。ぷんすか状態だ。


　あー、やっぱり、そこに納得できてませんでしたか。考えてみれば最初にそう呼んだのは美猴で、それを聞いた先生がその名前を使ったんだった。


「いいじゃねぇか。おっぱいドラゴン、俺も見てるぜ。光栄だぜぃ、俺の名付けたのが使われているんだからさ」


　美猴はカラカラと楽しそうに笑うだけだ。マジで心底楽しんでそうだな。


「うぬぬぬぬ！　どうしてくれましょうか……ッ！」


　部長は美猴の態度が気に入らないようで、全身をわなわなと震ふるえさせていた。紅あかいオーラもまとって危険な雰ふん囲い気きだ。


「こ、これが失われた最後のエクスカリバーなんですね！　はー、すごーい」


「ええ。ヴァーリが独自の情報を得まして、私の家に伝わる伝承と照らし合わせて、見つけてきたのですよ。場所は秘密です」


　声のするほうへ視線を向ければ、イリナとアーサーがエクスカリバーについて話していた。こういうときイリナの性格は便利だな。すぐに打ち解とけるんだもの。


　横では木き場ばとゼノヴィアが警戒しながら、二人のやり取りを聞いている様子だった。


　剣けん士し同士、伝説の聖せい剣けんが気になるんだろうな。


　と、アーシアが俺の服を引っ張ぱった。何やらもじもじしている。


「どうした、アーシア？」


「あ、あの……」


　アーシアが視線を──ヴァーリに向けていた。


　俺はすぐに直感でわかってしまった。


「お礼か？」


　俺の一言にアーシアは静かにうなずいた。


　先日ヴァーリは次元の狭はざ間まに飛ばされたアーシアを救ってくれた。そのお礼を一言言いたかったのだろう。もう！　アーシアちゃんったら、素直で良い子なんだから！　俺の自じ慢まん！


　ヴァーリは危険だけど、アーシアの願いを断るわけにもいかない。


　俺はアーシアの手を引き、ヴァーリの前に立つ。


　ヴァーリは椅い子すに座すわって、足を組んで難むずかしそうな本を読んでいた。


「ヴァーリ、いいか？」


「なんだ、兵藤一誠」


　俺がアーシアを促うながすと、ヴァーリの前に出た。


「あ、あの……。先日は助けてくださいまして、ありがとうございました」


「ん？　ああ。そうだったね。ま、こちらも気まぐれにやっただけだ。お互い気にしないでいこう」


　ヴァーリは視線を一度こちらへ向けただけで、すぐに読書に戻もどった。


　うん。まあ、これでいいだろう。


　俺はアーシアの手を引っ張ってすぐに野郎から離はなす。やっぱり、苦手だからな。


　ん？　俺の視界にもう一組のやり取りが映うつった。


「…………」


「……にゃん♪」


　小こ猫ねこちゃんと黒くろ歌かか。


　小猫ちゃんが警けい戒かいしながらお姉さんを睨にらみ、黒歌のほうは妖よう艶えんに笑みを浮うかべていた。


「……こ、小猫ちゃんのお姉さん、美人ですけど、こ、怖こわいですぅ」


　小猫ちゃんのうしろにはギャスパーがぶるぶる震えて隠かくれてる。おいおい、ギャスパー、女の子の背中に隠れるなって。


　黒歌の奴、また小猫ちゃんをいじめる気か？


　俺は近づき、両者の間に入った。


「小猫ちゃんは連れて行かせないぞ」


　俺は真まっ直すぐに黒歌を見つめて言った。


　小猫ちゃんも俺の手を握にぎり、背中に隠れる。やっぱ、まだ苦手なんだろうな、お姉さんのこと。俺が守らなくちゃ。


　黒歌はきょとんとしていたが、すぐにイタズラ笑顔でにんわり笑む。俺の顔をジロジロと見ているようだった。


「へー。なんだか、最初に会った頃ころよりお顔が凛り々りしくなっているにゃん。禁手バランス・ブレイカーに至るとそういう風に変わるのかしらん。それとも女の子を知ったのかにゃ？」


　ウインクする黒歌。か、かわいい。小猫ちゃんのお姉さんだもん、そりゃかわいいよ。


　けど、こいつも悪意の塊かたまりなことは忘れちゃいけない。


　でもでも！　将来、小猫ちゃんはこんな風に成長するのかな？　だったら、マジで美女になっちゃうね！　俺、俄が然ぜん楽しみになってきたよ！


　ととと、思考がスケベになっていた。いまはそうじゃない！


　頭を振る俺！　毅き然ぜんとした態度で小猫ちゃんを死守しなきゃいかん。


　ぺろっ。


　──っ！


　俺はふいの感覚に一歩後ずさりした！　い、いま、俺のほっぺをペロって！


　見れば黒歌が舌をぺろりと艶つやっぽく出していた。
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「うーん。この味はまだ子供の味かにゃ？」


「わ、悪かったな！」


　図星だったのでつい口調もキレ気味だった！


　つーか、そういうの味でわかるのか……？　お、恐るべし仙術！　いや、猫ねこ又また！


「ねねね、ひとつ良いかにゃ？」


「んだよ……？」


「私と子供作ってみない？」


「…………へ？」


　突とつ然ぜんの言葉に俺は返答に困った。い、いま、こいつ、なんて言った……？


　困こん惑わくする俺にかまわず黒歌は続ける。


「私ね、ドラゴンの子が欲しいの。特別強いドラゴンの子。ヴァーリにも頼たのんだんだけど、断られちゃって。だったら、あんたしかいないし。人間ベースのドラゴンって、貴き重ちようにゃん。しかも二天龍なら遺伝子的に十分だし。子供は残したいんだよねー。だから、遺伝子提供者が欲しいにゃん」


　…………。


　何を言ってんだ、こいつは……。お、お、俺の子供……？


　まるでゼノヴィアみたいなことを言いだしやがって。しかもゼノヴィアと違ちがって、裏がありそうで怖いよ。


　……し、しかし、二天龍の遺伝子って、そんなに魅み力りよく的なのかな……。ま、まあ、伝説のドラゴンだもんな。もしかして、そっち方面で俺のハーレムが実現できたり？


　うーん、想像つかん！　もう一人ぐらいに同じこと言われたら、俺の遺伝子を売りに営業かけてもいいのかな？　難しいところだ。


　黒歌はさらに続ける。


「にゃはは、いまならお買い得にゃん。妊にん娠しんするまでの関係でいいからどうかにゃ？」


　ぜひ！──と言いたいところだけど、背中のロリロリ少女がすんごい睨んでいるから、そうも言えなかった。


　黒歌は小猫ちゃんの反応を見て楽しそうに笑う。


「……姉さまに先せん輩ぱいの……ごにょごにょ……は渡わたしません」


　何やら、途と中ちゆう小猫ちゃんの声が聞き取れなかったけど、お姉さんの反応を見ると通じたようだ。


　黒歌はにんまり笑い、俺と小猫ちゃんに手を振って、ヴァーリのほうへ行ってしまった。


　──っ。部屋の隅すみでため息をついている朱あけ乃のさん。バラキエルさんが来てからずっとあの調子だ。今回の共同作戦、だいじょうぶだろうか？


「この猿さる！　滅めつするわ！」


「やってみろぃ！　スイッチ！」


　あ、部長と美猴、まだケンカしてる。





　　　　─○●○─





　先生が帰ってきたあと、俺と匙とヴァーリは転移魔ま方ほう陣じんで兵藤家から飛んだ。


　例の龍王を呼び寄せるためだ。特別に用意したところで意識を呼び寄せないとダメらしいとのこと。


　着いた場所は──白い空間だった。レーティングゲームの会場とかに使われる場所かな？　辺あたりを見てみても特に目立ったところは──あった。


　大きなドラゴンが佇たたずんでいた。


「先日以来だな、おまえたち」


「タンニーンのおっさん！」


　そう、タンニーンのおっさんだった。そっか、ミドなんたらを呼びだすのに各ドラゴンの力が必要だって言ってたもんな。


「……そちらがヴリトラか」


　匙を見るおっさん。肝かん心じんの匙はビビって全身を震わせていた。


「ド、ド、ドラゴン……龍王！　最上級悪あく魔まの……！」


　緊きん張ちようと尊敬が混じっている様子だ。


「緊張すんなよ。おっさんは強こわ面もてだけど、いいドラゴンなんだ」


「バ、バカ！　最上級悪魔のタンニーンさまだぞ！　お、お、おっさんだなんて！」


　なんだよ、匙の奴……。確かにタンニーンのおっさんはすごいと思うけどさ。


　俺に指を突つきつけて匙が言う。


「最上級悪魔ってのは、冥めい界かいでも選ばれた者しかなれない。もっと言えば、レーティングゲームの現トップ10内のランカーが全員最上級悪魔だ。冥界での貢こう献けん度、ゲームでの成績、能力、それらすべて最高ランクの評価をしてもらって初めて得られる、悪魔にとって最上級の位なんだよ」


　と、匙が熱弁する。はー、そ、そこまですごかったのか。


　最上級悪魔。俺も目め指ざしてみたいな。でも、冥界での貢献度って、自分の領土で何ができるかってやつじゃなかったかな。うーむ、道は険けわしいか。


「……白はく龍りゆう皇こうか。妙みような真ま似ねをすればその時点で俺は躊躇ためらいなく嚙かみ砕くだくぞ」


　おっさんがヴァーリを睨む。とうのヴァーリは苦笑するだけだった。


　先生はさっそく術式を展開して、専用の魔方陣を地面に描えがいていく。光が走っていき、独特の紋もん様ようを形作っていた。


「しかし、あやつ、来るのだろうか。俺も二、三度程度しか会ったことがない」


　タンニーンのおっさんが嘆たん息そくしながらつぶやく。


「二天龍がいれば否いやでも応でも反応してくるだろうさ」


　先生が魔方陣を描きながら言う。


「気難しいドラゴンなの？」


　俺がおっさんに訊きくと目を細めながら答える。


「あやつは基本的に動かん。世界の終末に動きだすものの一いつ匹ぴきだからな。使命が来るときまで眠ねむりについているのだ。たまに地上へあがってきていたが、そのときですら寝ねていた。数百年前、ついに世界の終わりまで深海で過ごすと宣言していたからな」


　そ、そんなドラゴンが龍王に……。基準がわからないよ。


　でも、会いたくても会いにくいのはわかった。深海の底じゃ、さすがに会えないわ。


「さて、魔方陣の基き礎そはできた。あとは各員、指定された場所に立ってくれ」


　先生に促うながされ、俺たちはそれぞれ、見知らぬ紋様が描かれたポイントに立った。


　自分たちの下に描かれている紋様がそれぞれ、二天龍、龍王を意味するものらしい。


　各自指定ポイントに立ったことを先生が確認すると、手元の小さな魔方陣を操作して、最終調整をしているようだった。


　カッ。


　淡あわい光が下の魔方陣を走りだし、俺のところが赤く光り、ヴァーリのところが白く光った。先生のところが金色に、匙のところが黒く、おっさんのところが紫むらさき色いろに光り輝かがやく。


『それぞれが各ドラゴンの特とく徴ちようを反映した色だ』


　と、ドライグが説明してくれる。


『ここにはいないが、ティアマットが青。玉龍ウーロンが緑を司つかさどっている』


　へぇー。って、正直、色がどうこう言われてもよくわからんけどさ。


　魔方陣が発動した。しかし、何も反応がなく、俺たちは数分間その場で立ち尽つくすだけだった。


　……本当にそのミドなんたらさんの意識とやらが来てくれるのか？


　怪け訝げんに思う俺だが、魔方陣から何かが投とう影えいされ始めた。立体映像が徐じよ々じよに俺たちの頭上に作られていくが──。


　俺はどんどん広がっていく映像の規き模ぼに口が開きっぱなしだった。見れば匙も同様に驚おどろいていた。


　そして──。


　俺たちの眼前に映うつしだされたのはこの空間を埋うめ尽くす勢いの巨きよ大だいな生物だった。


　で、でけぇぇぇぇぇええええぇぇぇぇっ！


　うわ、このドラゴン、グレートレッドさんより断然デカいぞ！


　姿はでっかい蛇へびのようだ。頭部はおっさんみたいなドラゴンだけどね。長い体でとぐろを巻いている様子だった。


　体が長細いタイプのドラゴンなのか。そういや、ドラゴンにはドライグやおっさんみたいに西洋のドラゴン然としたタイプと東洋の長細い蛇みたいなタイプがあると聞いたことがあるな。


　俺が驚いているのを察したのか、おっさんが言う。


「ドラゴンのなかで最大の大きさを誇ほこるからな、こいつは。グレートレッドの五、六倍はあるだろう」


　じゃ、じゃあ、五、六百メートルですか……？　怪かい獣じゆうの域を超こえてる！


　ビビる俺の耳に特大にどデカい奇きっ怪かいな音が飛びこんできた。


『……………………ぐごごごごごごぉぉぉおおおおおおん…………』


　……いびき？


　寝てますか、このドラゴンさんは……。


「案の定じよう、寝ているな。おい、起きろ、ミドガルズオルム」


　タンニーンのおっさんが話しかけると、巨大なドラゴンはゆっくりと目を開いていく。


『…………懐なつかしい龍の波動だなぁ。ふああああああああああっ……』


　大きなあくびをひとつ。わー、でっけぇ口！　おっさんを余よ裕ゆうで丸まる呑のみできる大きさだよ！


『おぉ、タンニーンじゃないかぁ。久しぶりだねぇ』


　なんともゆったりとした口調だな。


　ミドガル……ズオルム……だっけ？　そのドラゴンが俺たちを見み渡わたす。


『……ドライグとアルビオンまでいる。……ファーブニルと……ヴリトラも……？　なんだろう、世界の終末なのかい？』


「いや、違う。今日はおまえに訊きたいことがあってこの場に意識のみを呼び寄せた」


　タンニーンのおっさんがそう言うが……。


『…………ぐ、ぐごごごごん…………』


　ミドガルズオルムは再びいびきをかき始めた。ダメだ！　このドラゴン、話している途と中ちゆうで寝ちゃうじゃん！


「寝るな！　まったく、おまえと玉龍ウーロンだけは怠なまけ癖ぐせがついていて敵かなわん！」


　怒おこるおっさん。ミドガルズオルムも大きな目を再び開けていた。


『……タンニーンはいつも怒ってるなぁ……。それで僕に訊きたいことってなんなのぉ？』


「おまえの兄弟と父について訊きたい」


　おっさんがそう訊く。


「……兄弟と父？　そ、そんなことを訊くんですか？　ロキとフェンリル対策じゃ？」


　俺が疑問に思い先生に問う。


「ミドガルズオルムは元来、ロキが作りだしたドラゴンでな。強大な力を持っていながら、その巨きよ体たいと怠け癖から北ほく欧おうの神々も使い道が見いだせず、海で眠るよう促したんだ。せめて、世界の終末が来たときにだけ何かしろと言ってな」


「そ、それで『終末の大龍スリーピング・ドラゴン』なのか……。まさにスリーピングなでっかい龍だ」


　おっさんの質問にミドガルズオルムは答える。


『ダディとワンワンのことかぁ。いいよぉ。どうせ、ダディもワンワンも僕にとってはどうでもいい存在だし……。あ、でも、タンニーン。ひとつだけ聞かせてよぉ』


「なんだ？」


『ドライグとアルビオンの戦いはやらないのぉ？』


　俺と──ヴァーリを交こう互ごに大きな目で見ていた。


「ああ、やらん。今回は共同戦線でロキとフェンリルを打だ倒とうする予定だ」


　おっさんの言葉にミドガルズオルムは笑ったように見えた。


『へぇ、おもしろいねぇ……。二人が戦いもせずに並んでいるから不思議だったよぉ』


　そう言ったあと、改めて質問に答えだした。


『ワンワンはダディよりも厄やつ介かいだよぉ。牙きばで嚙まれたら死んじゃうことが多いからねぇ。でも、弱点もあるんだぁ。ドワーフが作った魔ま法ほうの鎖くさり、グレイプニルで捕とらえることができるよぉ。それで足は止められるねぇ』


　ワンワンね。まあ、この大きさのドラゴンから見たら、小さなワンワンだよな。


「それはすでに認識済ずみだ。だが、北からの報告ではグレイプニルが効きかなかったようでな。それでおまえからさらなる秘策を得ようと思っていたのだ」


　うーむ。おっさんと相手との会話についていけん。まあ、俺よりも頭の良い人がわかれば良しとしよう。


『……うーん、ダディったら、ワンワンを強化したのかなぁ。それなら、北欧のとある地方に住むダークエルフに相談してみなよぉ。確かあそこの長老がドワーフの加工品に宿った魔法を強化する術を知っているはずぅ。長老が住む場所はドライグかアルビオンの神器セイクリツド・ギアに転送するからねぇ』


　先生がヴァーリのほうを指さす。


「情報のほうは白龍皇に送ってくれ。こちらは頭が残念なんで辛つらい」


　ゴメンなさいね！　バカで！


「でも、ドワーフとかエルフって本当にいるんですね」


　俺は思ったことを口に出していた。


　だって、ファンタジー小説や映画でしか知らない存在だし。まあ、それを言うなら悪魔や天使がいるんだから、いて当たり前なのか。


「大たい概がいは人間界の環かん境きよう激変で異界に引っ込んだんだがな。一部の奴やつらはまだ人間界の秘境に住んでいる」


　ヴァーリが情報を捉とらえ、口にする。


「──把は握あくした。アザゼル、立体映像で世界地図を展開してくれ」


　先生がケータイを開いて操作すると、画面から世界地図が宙へ立体的に映写される。ヴァーリは一部分を指さしていた。先生は素す早ばやく、その情報を仲間に送りだしていた。


「……ほう、よくもまあ、そんなことまで知っていたな」


　おっさんが感心するようにミドガルズオルムに言った。


『まあねぇ。地上にあがったとき、いろいろとエルフやドワーフに世話になったからさぁ』


　こいつが地上にあがったら問題じゃないのか？　デカすぎるだろう。


「──で、ロキ対策はどうだ？」


　おっさんは次にロキについて訊く。


『そうだねぇ。ダディにはミョルニルでも撃うち込めばなんとかなるんじゃないかなぁ』


　ミドガルズオルムの話を聞いて、先生はあごに手をやった。


「つまり、基本、普ふ通つうに攻こう撃げきするしかないわけだな。オーディンのクソジジイが雷らい神じんトールに頼たのめばミョルニルを貸してくれるだろうか……」


「トールが貸すとは思えないが。あれは神族が使用する武器のひとつだからな」


　先生の意見にヴァーリがそう言う。


『それなら、さっき言ったドワーフとダークエルフに頼んでごらんよぉ。ミョルニルのレプリカをオーディンから預かってたはずぅ』


「物知りで助かるよ、ミドガルズオルム」


　先生は苦笑しながら礼を口にした。


『いやいや。たまにはこういうおしゃべりも楽しいよ。さーて、そろそろいいかな。僕はまた寝ねるよ。ふああああああっ』


　大きなあくびをするミドガルズオルム。少しずつ映像が途と切ぎれてきた。


「ああ、すまんな」


　おっさんの礼に巨大な口が笑んだように見えた。


『いいさ。また何かあったら起こして』


　それだけ言い残すと、映像がぶれていき、ついには消えていった。


　ミドガルズオルム。おっきくて変な龍王。また出会うことはあるのかな？


　こうして俺たちは龍王からの情報を得て、動きだすこととなった。





　　　　─○●○─





　翌日の朝、朝食を済ませた俺たちは地下の大広間に集まっていた。俺たちもシトリー眷けん属ぞくも今日は学校に出ない。まあ、俺たちを模もした使い魔またちに代わりに学校生活を送ってもらう予定だ。


　ロキとの決戦が近づいているので、休まないといけない。学園生活を楽しみにしていた眷属の面々は残念がっていた。皆みんな、学校好きだもんな。俺も大好きだぜ！


　ソーナ会長も自分が学園に行けないことのもどかしさを感じているようだ。生徒会長ゆえか、「自分のいない間に何か起こるのではないか？」とそわそわするらしい。


　と、先生が小言をつぶやきながら現れた。


　顔は不ふ機き嫌げん極きわまりない様子だ。


「オーディンの爺じいさんからのプレゼントだとよ。──ミョルニルのレプリカだ。ったく、クソジジイ、マジでこれを隠かくしてやがった。しかし、ミドガルズオルムの野や郎ろう、よくこんな細かいことまで知ってたな」


「すごいものなんですか？」


　俺が訝いぶかしげに訊きくと再度言い直してくれる。


「北欧の雷神トールが持つ伝説の武器のレプリカだ。それには神の雷いかずちが宿っているのさ」


　へー、すごそうだな。


「はい、オーディンさまはこのミョルニルのレプリカを赤龍帝さんにお貸しするそうです。どうぞ」


　ロスヴァイセさんから渡わたされたのは──普通のハンマーだった。


　えー、これなの？　日曜大工で使うハンマーみたいだ。何やら豪ごう華かな装そう飾しよくやら紋もん様ようが刻きざまれているけどさ。


「オーラを流してみてください」


　ロスヴァイセさんに言われて、俺は力強く魔ま力りよくをハンマーに──。


　カッ！　一いつ瞬しゆんの閃せん光こう。そのあと、ハンマーがぐんぐんと大きくなって──。


　ズドンッ！


　俺の身みの丈たけを越こす巨きよ大だいなハンマーとなって、大広間の床ゆかに落ちた。持つところはともかく、頭の部分がすっごいデカくなったぞ！


　落下した衝しよう撃げきで大広間自体が大きく震しん動どうしてしまった。


　……あまりの重さで、床にハンマーが埋うまってしまったよ。


　ふんぬぅぅぅぅぅぅっ！　力ちから一いつ杯ぱい持ち上げようとするが、ぴくりとも動く気配がない。なんて重さだ！　禁手バランス・ブレイカー状態でもないと持ち上げられないか？　でも、禁手バランス・ブレイカーでもこの重さだと思うように振ふり回せそうにないような……。


「おいおいおい。オーラ纏まとわせすぎだ。抑おさえろ抑えろ」


　先生が嘆たん息そくしながら言う。その通りに魔力のオーラを抑えてみたら、縮小して、両手で振るうにはちょうどいいサイズになった。


　……けど、重さは変わらんぞ！　うぬぬぬぬっ！　やっぱり、持てない！


「禁手バランス・ブレイカーになれば持てるだろう。とりあえず、いったん止やめろ」


　先生に言われて、ハンマーから手を離はなす。すると、元のサイズに戻もどった。


「レプリカっていってもかなり本物に近い力を持っている。本来、神しか使えないんだが、バラキエルの協力でこいつの仕様を悪あく魔までも扱あつかえるよう一時的に変へん更こうした。無む闇やみに振るうなよ？　高エネルギーの雷でこの辺一帯が消え去るぞ」


「マジっスか！　うわー、怖こわい！」


　先生の言葉を聞いて、軽く戦せん慄りつした。そんなトンでもない武器を俺に持たせるのか。


　あ、でも、これに増加したパワーを譲じよう渡としたら……。


　なるほど、ロキ対策に持ってこいってわけだ。


「ヴァーリ、おまえもオーディンの爺さんにねだってみたらどうだ？　いまなら特別に何かくれるかもしれない」


　先生が愉ゆ快かいそうにそう言う。止めてくださいよ！　ライバルがこれ以上強くなるなんて怖いったらありゃしない！


　しかし、とうのヴァーリは不敵に笑いながら首を横に振った。


「いらないさ。俺は天てん龍りゆうの元々の力のみを極めるつもりなんでな。追加装備はいらない。俺が欲しいものは他にあるんでね」


　──っ。


　……いまの一言。ちょっとグサリときた。そうだよな。こいつには溢あふれるほどの才能がある。俺みたいに努力したり他の力を得なくても、自分の才能だけで十分に強いんだ。


　魔力の量、技術では、絶対に勝てないと言われた。その他の身体能力でも、あちらは何もしなくても全部がすごくて、俺は努力しないと身につかない。


　悔くやしい。


　自分のライバルとされる者が、俺を遥はるかに超こえる素質を持っているのだから。


　……いや、俺には俺だけの成長があると思うんだ。自分だけの方法で強くなって、ヴァーリにいつか勝ってみせる。


　諦あきらめたらダメだ。絶対に──。


「美猴、ちょうどいい。おまえに伝えておいてくれと伝言をもらってもいたんだった」


　先生は次に美猴へ視線を向ける。


「あん？　俺っちに？　誰だれからだい？」


　美猴は自分に指をさして、怪け訝げんそうにしていた。


「『バカモノ。貴き様さまは見つけしだい仕置きだ』──だそうだ。初代からだ。玉龍ウーロンと共におまえの動向を探っているようだぞ」


「あ、あのクソジジイか……。俺がテロやってんのバレたんか。しかも玉龍ウーロンもかよ！」


　先生の言葉に美猴は顔中汗あせダラダラ出して、青ざめていた。


　あらら、いつもカラカラ笑ってるこいつがこんな風に焦あせるなんてな。


　うん？　初代？　も、もしかして、初代孫そん悟ご空くうとかそういう方ですか……？


「美猴、一度おまえの故郷に行ってみるか？　玉龍ウーロンと初代孫悟空に会うのは楽しそうだ」


「……止めとけよぅ、ヴァーリ。引退気味の玉龍ウーロンはともかく、初代のクソジジイは正しよう真しん正しよう銘めいのバケモンだぞ。現げん役えきって言っても差し支つかえねぇし。あのジジイ、仙せん術じゆつと妖よう術じゆつを完全に極めてっからマジで強つえぇんだ……」


　タンニーンのおっさんとあれほど雄お々おしく戦っていた美猴がこれほどビビるなんて。


　そのおっさんは決戦日に来るそうで、いまは冥めい界かいで待機中だ。心強くてうれしいな。おっさんが一いつ緒しよに戦ってくれるなんてさ！


　先生が咳せき払ばらいして俺たち全員に言う。


「あー、作戦の確認だ。まず、会談の会場で奴が来るのを待ち、そこからシトリー眷属の力でおまえたちをロキとフェンリルごと違ちがう場所に転移させる。転移先はとある採石場跡あと地ちだ。広く頑がん丈じようなので存分に暴れろ。ロキ対策の主しゆ軸じくはイッセーとヴァーリ。二天龍で相あい対たいする。フェンリルの相手は他のメンバー──グレモリー眷属とヴァーリのチームで鎖くさりを使い、捕ほ縛ばく。そのあと撃げき破はしてもらう。絶対にフェンリルをオーディンのもとに行かせるわけにはいかない。あの狼おおかみの牙きばは神を砕くだく。主神オーディンといえど、あの牙に嚙かまれれば死ぬ。なんとしても未然に防ぐ」


　それが作戦。シトリー眷属が俺たちを敵ごと転移させ、俺とヴァーリでロキの相手。フェンリルは他の人たちに任まかせる。


　……プレッシャーだ。俺の相手は神さまなんだからな……。いくら、ヴァーリがいるからって、相手が相手だから無ぶ事じに済むという可能性もない……。


　それでもやるしかない。神さまと対決か……。へへへ、人生、何が起こるか本当にわかりゃしねぇよな。


「さーて、鎖のほうもダークエルフの長老に任せているから、完成を待つとして、あとは……。匙」


　先生が匙を呼ぶ。


「なんですか、アザゼル先生」


「おまえも作戦で重要だ。ヴリトラの神器セイクリツド・ギアあるしな」


　先生の一言に匙は目玉が飛び出るほど驚おどろいていた。


「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　お、俺、兵藤や白龍皇みたいなバカげた力なんてないっスよ!?　とてもじゃないけど、神さまやフェンリル相手に戦うのは！　て、てっきり会長たちと一緒に皆を転移させるだけだと思っていましたよ！」


　かなり狼ろう狽ばいしてる。確かに匙の力は有能だけど、さすがに神さまやフェンリル相手だと辛つらすぎるだろう。


　先生もそれを理解していて、嘆息した。


「わかってるよ。おまえに前線で戦えとは言わない。──だが、ヴリトラの力で味方のサポートをしてもらう。特に最前線で戦うイッセーとヴァーリのサポートにおまえが必要なんだよ」


「サ、サポート」


「そのためにはちょっとばかしトレーニングが必要だな。試したいこともある。ソーナ、こいつを少しの間、借りるぞ」


　会長に訊く先生。


「よろしいですが、どちらへ？」


「転移魔ま方ほう陣じんで冥界の堕だ天てん使し領──グリゴリの研究施し設せつまで連れて行く」


　楽しげな先生の顔。


　あー、これはあれだ。地じ獄ごくのしごきに違いない。


　俺の経験だが、先生があんな風に楽しそうなときは大たい概がい関かかわった奴やつが地獄を見る。


　まだ出会って数か月だけど、先生のその辺はだいぶわかってきたよ。


「匙、先生のしごきは地獄だぞ。俺も冥界で死にかけたし。しかも研究施設だ。おまえ、死んだな」


　俺は友の肩かたに手を置き、憐れん憫びんの眼まな差ざしを送った。それを聞き、さらにビビりまくる匙。


「はっはっはー。じゃあ、行くぞ匙」


　先生は嫌いやがる匙の襟えり首くびをつかみ、そのまま魔方陣を展開した。


「マジかよ!?　た、助けてぇぇぇぇぇっ！　兵藤ぉぉぉぉぉっ！　会長ぉぉぉぉっ！」


　魔方陣が光り輝かがやき、泣なき叫さけぶ匙を包んでいく。


　さよなら、匙。おまえのことは忘れない！


　まあ、それはいいとして、匙に俺たちのサポート？　どうするつもりなんだろうか、先生は……。


『おまえとの一戦であの少年のうちに眠ねむるヴリトラが反応し始めていた。それに関係するのだろうな』


　ドライグがそう言う。はー、なるほど。どうなるか楽しみだぜ。


「そういや、ドライグ。アルビオンとは話さないのか？」


　せっかくの再会だ。何か話すことでもあるのかなって思った。


『いや、別に話すこともないが……。なあ、白いの』


　ドライグが皆みんなに聞こえるように話しかけるが──。


『…………話しかけるな。私の宿敵に乳ちち龍りゆう帝ていなどいない』


　アルビオンの反応は冷ややかなものだった！　おおっ、そんな！


『ま、待て！　ご、誤解だ！　乳龍帝と呼ばれているのは宿やど主ぬしの兵藤一誠であって！』


　ドライグが弁明しようとしていた。おい！　なんだ、罪つみを全部俺になすりつける気か！


　って、確かに俺がわるぅございました！


『……ち、乳をつついて覚かく醒せいし、乳をつついて「覇龍ジヤガーノート・ドライブ」から解除などと……。酷ひどい有様で私は泣きたいぐらいだよ、赤いの』


　アルビオンの声は落らく胆たんの色を含ふくんでいる。それを聞き、うちのドライグが泣いた。


『俺だって泣いたんだぞ！　涙なみだが止まらんのだ！　うおおおおんっ！』


『ぐすっ。どうしてこうなった……。我らは誇ほこり高き二天龍だったはずなのだ……。テレビで宿敵を模した「おっぱいドラゴン」などというヒーロー番組を見たときの私の気持ちがわかるか？……うぅ』


　…………。


　な、なんだ、これ……。伝説のドラゴン。二天龍と称しようされた二匹ひきが……泣いてるよ。


　複雑な心境の俺だが、ヴァーリも反応に困っていた。


「……アルビオン、また泣いているのか。兵藤一誠を模したテレビ番組を見ていたときもすすり泣いていたな」


　そんなことが……。俺、二天龍を泣かしちゃってるよ……。


　ヴァーリが多少困った顔で俺に訊きいてくる。


「──すまない、兵藤一誠。こういうとき、どうやって慰なぐさめるべきだろうか？」


「知るか！　俺に訊かれてもさ！　とりあえず、ゴメンなさい！　どうせ俺はおっぱいドラゴンですよ！」


　もう！　どうにでもなりやがれっ！


　こんなどうしようもないやり取りをしながらも俺たちは対ロキ戦のために準備を進めていった。





　　　　─○●○─





　準備を進めていくなかで、俺と部長は自室で雷かみなりハンマーことミョルニルの使い方について確認をしていた。


　そこへ魔方陣が出現し、銀ぎん髪ぱつのメイドさんが現れる。


　グレイフィアさんだった。書類らしきものを持っている。


「お嬢じようさま。頼たのまれていた魔ま法ほうの鎖、グレイプニルに関する書類です。当日、戦場に直接鎖が送り届けられることになっております」


「ありがとう、グレイフィア」


　部長は書類を受け取り、ペラペラとめくって目を通していた。


　……俺はふと部長とグレイフィアさんがそろったことで訊きたいことができてしまった。


　おそるおそるお二人に話しかける。


「あ、あの。部長とグレイフィアさんがいるので、ちょっと訊きたいんですが……」


　グレイフィアさんがクールな視線をこちらへ送ってくれる。


　サーゼクスさまの『女王クイーン』にして、奥さん。そして、ミリキャスさまのお母さん。


「なんでしょう？」


「……え、えっと」


　俺はちょっとだけ言い淀よどんだあと、意を決して口を開いた。


「朱乃さんについてです。どうしてお父さんと仲が悪いんですか？　俺、バラキエルさんがそこまで悪いお父さんに見えないんですが……」


　部長とグレイフィアさんがお互たがい目を合わせる。そのあと、部長がついに口を開いた。


「……悲しい記き憶おくよ」


　朱乃さんのお母さんは日本のとある有名なお寺の巫み女こだった。


　名前は姫ひめ島じま朱しゆ璃りという。朱乃さんはお母さんの姓せいを名乗っているようだ。


　朱乃さんのお母さんがいる寺の近くにある日、敵勢力に襲しゆう撃げきされて重傷を負おったバラキエルさんが飛来する。朱乃さんのお母さんは傷ついたその堕天使の幹かん部ぶを救い、手厚く看病したそうだ。


「姫島朱乃のお母さまはそのときバラキエル殿と親しい関係になったようです。そして、その身に子を宿したのです」


　と、グレイフィアさんが淡たん々たんと話してくれる。部長も続く。


「バラキエルは朱乃のお母さまと生まれたばかりの朱乃を置いていくわけにもいかず、近くで居きよをかまえ、そこから堕天使の幹部として動いていたらしいわ。三人は慎つつましい生活ながらも充じゆう実じつして幸せな日常を送っていた。──けれど」


　幸せは長く続かなかった。


　お母さんの親類は、黒い翼つばさを持つ堕天使の幹部に娘むすめが洗せん脳のうされて手て籠ごめにされたと勘かん違ちがいし、とある高名な術者たちをけしかけたという。


　まあ、それはバラキエルさんの力でなんとか退しりぞけることができた。けれど、術者のなかにはバラキエルさんにやられて恨うらみを持つ者もいた。


「その術者たちは堕天使と敵対している者たちへ、バラキエル殿が住まう場所を教えたのです」


　グレイフィアさんがそう言ったとき、部長は瞳ひとみに悲ひ哀あいの色を浮うかべた。


「運が、悪かったんでしょうね。その日は偶ぐう然ぜんにもバラキエルが家にいなかったの。敵対勢力は朱乃とお母さまが住まう家を躊ちゆう躇ちよせずに襲撃したわ。バラキエルが危険を察知し、駆かけつけたときには──。朱乃はお母さまが命がけで庇かばったおかげで助かった。けれど、朱乃のお母さまは……」


　朱乃さんはそのとき、敵対勢力に自分の父──堕天使の幹部がどれだけ他の勢力に恨みを抱いだかれているか語られ、そして、母親を目の前で殺されることで現実を突つきつけられた。


「その日から、姫島朱乃は堕天使に対して良いイメージを持たなくなったのです。そして、殺された母親の無念を抱き、バラキエル殿に心を閉ざしたのです」


　グレイフィアさんの言葉に俺は言葉を失った。


　……そこまで壮そう絶ぜつな出来事があったなんて……。俺の想像を遥はるかに超こえていた。


　それから数年後、堕天使とのハーフでもある朱乃さんは住む家も追われ、天てん涯がい孤こ独どくな身となって各地を放ほう浪ろうし、部長と出会った。


「けれどね、イッセー。私の眷けん属ぞくとなり、私のもとで悪あく魔まとして第二の生を送り出した朱乃は以前と比べてだいぶ明るくなったわ。何よりもあなたと出会ってからは、堕天使へのイメージも緩かん和わしてきたの。……お母さまが亡なくなられたのはどうすることもできない事件だったと、朱乃自身も心の底では理解しているはずなのよ。けれど、それを素す直なおに受け入れられるほど、まだ朱乃は強くないわ」





　　　　─○●○─





「…………俺が全部悪いのさ」


　朱乃さんのことを聞いた俺はそのあと、最上階のＶＩＰルームで一人作業をしていた先生にそのことを報告したんだ。


　そして先生も語りだした。──俺が悪かったんだ、と。


「あの日、バラキエルを招集したのは俺だ。どうしても奴じゃないとこなせない仕事だった。だから、無理を言って呼び寄せたんだよ。そのわずかな間に……。──俺が朱乃とバラキエルから、母と妻を奪うばったんだ」


「……先生。だから朱乃さんのことバラキエルさんの代わりに見ようと？」


「…………」


　先生は作業している手を休めず、何も答えない。


　そこへ部屋に入ってくる者がいた。


「アザゼル、いま戻もどった」


　ヴァーリだった。


「ああ、おまえか。どうだ？」


　先生の問いかけにヴァーリは手を前に突きだし、小さな魔ま方ほう陣じんを宙で展開した。


　これは──。魔方陣に描えがかれている紋もん様ようが北ほく欧おうの神さまたちが使っていたものに酷こく似じしている。


「北欧の術式はそこそこ覚えた。ロキの攻こう撃げきにいくらか対たい抗こうできるはずだ」


　ヴァーリが手に持っていたのは奴やつがずっと読んでいた本だ。


　……まさか、ロキに対抗するため、魔術の本を読んで北欧の魔術を覚えたのか？　この短期間で？……魔ま力りよくの才能、か。にしてもこの少しの間で覚えるなんて……。


　先生がそれを確認してうなずいた。


「わかった。……よし、作業もひと段落ついたし、俺は少し休む」


　俺とヴァーリを置いて、先生が部屋を出ていった。


　取り残された俺と──ヴァーリ。微び妙みような空気が流れる。ヴァーリはソファに座すわり、俺も遠くの椅い子すに座った。奴は例の本を読み返している。


　ヴァーリは必要のないときは、美猴たちと外に出ていた。必要のあるときだけ俺の家に姿を現す感じだ。必要以上にこちらと慣なれ親しむつもりはないってことだろう。まあ、それはこちらも同様なんだけどね。


　俺も退出しようと思ったんだけど、なんでだか、ちょっとだけこいつと話してみようなんて興味が湧わいた。


　話題を何も思いつかないんだけど、頭をポリポリかきながら、ふと口にする。


「……しかし、悪あく神しんとはいえ『神』と戦うことになるとはな」


　答えなんて期待してなかったけど、意外にもヴァーリは本を読みながら返してきた。


「よく覚えておくといい。良い神もいれば、悪い神もいる。ま、良い神ってのも物の見方を変えれば、邪よこしまに見えてしまうこともあるが……」


「悪い神さまか……。なんで平和が嫌きらいなのかな？　俺、悪魔だけど、普ふ通つうに暮らして部長たちと毎日楽しく過ごせればそれだけで十分なのによ」


　ヴァーリは本を閉じて、真まっ直すぐに俺へ顔を向けて言った。


「キミにとっての平和が、苦痛と感じてしまう者もいるということだ」


　──苦痛、か。


　人、立場によって、楽しく過ごせるって基準が違ちがうのかな……。それはそれですごく悲しいことだ。戦争なんてしたくねぇよ。


　うーん、おっぱいの素晴らしさを知れば皆みんな平和になれるような気がしなくもないが。


「おまえにとってもいまの世界は苦痛か？」


　俺の問いにヴァーリは天てん井じようを見上げた。


「退たい屈くつなだけだ。だから、今回の共同戦線は楽しくて仕方がない」


　その口元は怖こわいぐらい吊つり上がっていた。


　戦せん闘とう狂きよう、か。本当に戦いが好きなんだろうな。


「嫌いやになるよな。強い奴がわんさかいるんだからさ」


「──しかし、だからこそ、世界はおもしろいんだ。俺は誰だれよりも強くなる」


　ヴァーリの夢、か。同じ二天龍でも俺のとは違うよな。


「俺は──最強の『兵士ポーン』になって、上級悪魔になれればいいや。俺だけのハーレムを作るんだ」


　まあ、目め指ざせるなら最上級悪魔も狙ねらいたいけど、自分の領土で何かを起こさないといけないらしいからな。あ、おっぱいドラゴンで一大産業狙える……？


　うーん、どうなんだろう！　あー、でも夢が広がるなぁ。


「キミらしいことだ」


　ヴァーリは笑えんでいた。


「あー、もう一個目標あったか」


　そう、肝かん心じんなことを忘れていた。俺は真っ直ぐヴァーリを見つめて言った。


「──俺、おまえを必ず超えるぜ」


　それを聞いて、ヴァーリはいままで見たこともないほど、うれしそうな笑顔で言う。


「ああ、俺のところまで来たらいい。キミが強くなるたびに俺はうれしいよ。才能が無くて、弱い赤龍帝だと失望した時期もあったが、キミはいままでの赤龍帝とは違う成長をしてきている。──ドライグと対話しながら、赤龍帝の力を使いこなそうとする者はおそらく初めてだろう」


　本当か、ドライグ？


『その通りだ。以前も言っただろう？　おまえは歴代のなかで一番俺と対話する宿やど主ぬしだ。──そして、俺の力に溺おぼれず、過信せず、赤龍帝の力を使いこなそうとしている』


　ドライグの言葉にヴァーリが続く。


「ただ思うがままにその強力で凶きよう悪あくな力を振ふるう宿主ばかりだった。最終的にドライグの力に溺れ、戦いで散っていった」


『おまえは歴代で一番才能の無い赤龍帝だ。パワーも何もかも弱い。──だが』


「歴代で一番力の使い方を覚えようとしている赤龍帝だ」


　ドライグとヴァーリにそう言われ、ちょっと照れた。なんだか、おまえたち、俺自身が思う以上に俺のこと期待してないか？　それはそれでプレッシャーだぞ。


　アルビオンも話しかけてくる。


『その手のタイプが一番厄やつ介かいなのだよ。相手にしたとき、あまり隙すきを見せないのでね』


　その意見にヴァーリがうなずく。


「そうだな。そして、いま、おもしろいことを思いついた。──将来、俺のチームとキミのチームでレーティングゲームみたいな戦いができたらおもしろいかもしれない、と」


　俺の眷属とヴァーリのチームでゲームか。


　……うん。うん。うん！　なんだか、楽しそうだ。


　よくわからないけど、その対決だけは本当に楽しそうな気がしたんだ。


「へぇ。それはいいな！　俺、強くて最高な眷属集めるぜ？　しかも皆、美少女＆美女ばかりだ！」


「ふふふ、ではそのときを楽しみに待とうか。まずはグレモリー眷属と戦うのが先になるかもしれないが。──いつか必ず倒たおしあおう」


「リアス・グレモリー眷属だっておまえたちに負けやしないさ。でも、テロみたいな方法で攻せめてくるんじゃねぇぞ」


「ふふふ。それは約束できないな」


　それがいつの日になるか、そこまではわからない。


　だけど、俺はこいつを、ヴァーリを倒したい──。


「うむうむ。いいのぅ。青春だのぉ」


　うおっ！　いつの間にか、俺とヴァーリの間にオーディンの爺じいさんが現れていた。いろいろな作業を終えたのかな？


　何やらえらく感心している様子だった。


「今回の赤白は、個性的じゃい。昔のはみーんなただの暴あばれん坊ぼうでな。各地で大暴れして、勝手に赤白対決なんぞして周囲の風景を全部吹ふっ飛とばしながら、死におった。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』も好き勝手に発動しおってな。山やら島やらいくつ消えたかの」


　ため息交まじりに爺さんはそう語った。


　爺さんのうしろに付いてきていたロスヴァイセさんも言う。


「確かに片方は卑ひわいなドラゴンで、片方はテロリストという危険極きわまりない組み合わせですけど、意外に冷静ですね。出会ったら即そく対決が赤龍帝と白龍皇だと思っていました」


　卑わいで申し訳ございません！


　でも、本当に俺とヴァーリは珍めずらしい天龍なんだな。過去の先せん輩ぱいたちと俺たちの違いってなんだ？　あー、もしかしたら、その辺に歴代の先輩の思念を説得する鍵かぎが眠ねむっているのかもしれないな。


「ところで白龍皇。お主は……どこが好きじゃ？」


　爺さんがヴァーリにいやらしい目つきで訊きく。……爺さん、まさか、白龍皇相手にエロ話か？


「なんのことだ？」


　首をかしげながらヴァーリが聞き返す。


　すると爺さんはロスヴァイセさんのおっぱい、尻しり、太ももを指さしていく。


「女の体の好きな部分じゃよ。こっちの赤龍帝は乳じゃ。お主も何かそういうのがあるんじゃないかと思うてな」


「心外だ。俺はおっぱいドラゴンなどではない」


　心底心外そうな表情でヴァーリは言った。ゴメンね！　全部、俺のせいだよね！


「まあまあ、お主も男じゃ。女の体で好きな部分ぐらいあるじゃろう」


「……あまり、そういうものに感心がないのでね。しいて言うなら、ヒップか。腰こしからヒップにかけてのラインは女性を表す象しよう徴ちよう的なところだと思うが」


　そう、ヴァーリが何気なく答えたときだった。


「……なるほどのぉ。ケツ龍皇というわけじゃな」


　爺さんがぼそりとつぶやくと──。


『…………ぬ、ぬおおおおん……』


　アルビオンが無む念ねんの涙なみだを流している様子だった。


　俺は爺さんに言う。


「爺さん、止やめてあげて。いま、二天龍はとても繊せん細さいな時期なんだよ！」


　俺ですらドライグとアルビオンが不ふ憫びんに思えてきた！　こいつら、もしかしたら人生で初めてすすり泣くほどショックを受けているのかも。


　……俺、もっとドライグを大切にしようと思うんだ。


「アルビオン泣くな。相談ならいつでも聞いてやる」


　あのヴァーリがやさしい言葉を相棒にかけてやがるぜ！


　皆みなさん、二天龍は繊細な時期に突とつ入にゆうしてます。


「かわいそうなドラゴンじゃな。うむ、『かわいそうなドラゴン』でひとつ童話ができるかもしれんな」


　爺さん！　いい加か減げん怒おこるよ！


　爺さんは咳せき払ばらいをひとつすると言った。


「やはり、若いもんはいい」


　突とつ然ぜん、年とし寄より臭くさいことを言いだす。


「どういうこと？」


　俺が訊くと爺さんはヒゲをさすりながら言う。


「なーに。この歳までわしはジジイの知ち恵え袋ぶくろひとつで何事も解決できると信じておった。だがの、それは年寄りの傲ごう慢まんじゃ。真に大切なのは、若いもんの可能性じゃよ。ほっほっほ、今いま頃ごろになってそれがわかってきてのぉ、おのれ自身がどれだけ愚おろかだったのか……。わしの傲慢がロキを生んだのじゃろう。そして、わしのいままでの傲慢で今度は若いもんが苦労しとる」


　爺さんの目は悲ひ哀あいに満ちていた。


　うーん。お偉えらい人の考えはわからんよね。


「よくわからないけど、一歩一歩前へ進めばいいんじゃないの？」


　俺は何気なく口にした。それは俺が常に信条として持っているものだ。けど、爺さんはポカンと間の抜ぬけた顔になっていた。


　な、なんだよ、その反応……。すると、「くっくっく」と今度はおかしそうに笑った。


「……若さはいい。年寄りをも刺し激げきしてくれる。ああ、そうじゃな。その通りじゃ」


　なんだか、わからない。けど、爺さんは満足そうな顔をしていた。





　　　　─○●○─





　家の空あいている部屋で俺は上じよう半はん身しん裸はだか、下は短パンという出いで立ちで座ざ禅ぜんを組んでいた。


　…………。


　集中し、神器セイクリツド・ギアに意識を潜もぐらせるためだ。


　先生に言われたことを実じつ践せんしているんだ。すべては新しい可能性を見いだすため。


　三十分ほど、意識を潜らせていたけど……。


「──っ。っはぁぁぁ……」


　俺は限界を感じて座禅を崩くずし、息を整えていた。


　──ダメだ。


　ドライグの助けで俺の意識を神器セイクリツド・ギアのなかに潜り込ませてみた。暗くら闇やみのなかを泳いでいき、そこを抜けて何もない真っ白な空間にたどり着く。


　そこにはテーブルと椅い子すがたくさんあって、ひとつひとつの席に歴代の赤龍帝らしき人たちが座っているんだ。


　皆みんな、うつろで意識がないように無表情だった。残ざん留りゆう思念だけだから仕方ないのかもしれない。


　ドライグの話では、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』のときだけ思念がハッキリと戻もどり、呪のろいの言葉を発し続けて、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の暴走に拍はく車しやをかけるって聞いた。


　とりあえず、一人一人に話しかけてみたんだけど……反応は無かった。


　精神的な負ふ荷かが大きいので長い時間、そこに潜ってもいられないから、今日は収しゆう穫かくなしで帰ってきたわけです。


　……こりゃ、かなり大変そうだ。本当に先輩たちを説得できれば赤龍帝の力は一歩前進するのだろうか……。


　何にしても根気強く座禅組んで明日あしたも続けて試してみよう。何事も継けい続ぞくすることが前進するための基本だと思うんだ。


　ガチャ……。


　部屋のドアがふいに開いた。


　誰だれか入ってきたのかと顔をあげると──白しろ装しよう束ぞく姿の朱乃さんが入ってきていた。


　あれ？　腕うでに溜たまったドラゴンの力を吸いだすのはこの前やったばかりだから、まだ必要ないと思うけど……。


　後ろ手にドアを閉め──カチッ。……カギを閉める音……？


　朱乃さんは髪かみをおろしている。心なしか、表情に艶つやがある。


「……イッセーくん」


「はい」


　返事をするものの、朱乃さんの声のトーンは弱いような……。俺にゆっくり近づいてくると朱乃さんはすぐ目の前に立った。


　すると、朱乃さんは帯おびを──しゅるしゅると解ほどき、するっと白装束を、を、をををををををを……。


　ぱさっ。


　床ゆかに白装束が落ちる。


　たらー。俺の鼻から血が流れ出てくる。だ、だ、だって、俺の眼前に一いつ糸しまとわぬ、生まれたままの姿の朱乃さんが……ッ！


　白い裸ら体たい──。お、おっぱいが丸見えとかそういう次元じゃない！


　とんでもない展開に体が固まる俺！　お、お、お、お、おっぱい！　どころじゃない！


　朱乃さんが動くこともできない俺に近づき──首に手を回してくる。そのまま俺に抱だきついてきたぁぁぁぁぁあっ！


　むにゅ、むにゅん。


　朱乃さんのおっぱいがッ！　二の腕がッ！　太ももがッ！　全部がッ！　俺を包み込むぅぅぅぅぅっ！


　もちもちっとしていて瑞みず々みずしく弾だん力りよくのある極ごく上じような女によ体たいに脳みそがぶっ飛んだ！


　ああああああ……。朱乃さんの体……なんでこんなにもちっとしていて、すっべすべでここまでやわらかいんだろうかッ！


　お、俺の胸に押おし潰つぶされんばかりに押しつけられる朱乃さんのおっぱいっ！　全力おっぱいだよっ！　せ、先せん端たんのコリッとした部分が当たってるぅぅぅぅぅっ！


　女性特有のやわらかな感かん触しよくに身動きひとつすらできない俺。朱乃さんのつやつやの黒くろ髪かみから甘い匂においがしてくる。ああ、どうして女の子ってこんなに良い匂いがするのかな。


　鼻び孔こうから脳みそに香かぐわしい匂いが届いて、脳内お花畑になる！


　そして、朱乃さんは耳元でつぶやく。


「──抱いて」


　…………。


　ぶぶぅぅぅっ！


　一いつ瞬しゆん、思考が停止し、そのあと、鼻血が大量に噴ふきだした。


　……だ、だ、だ、抱いてぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?


　女の子の口から聞きたいランキングおそらくトップの言葉が朱乃さんから聞けるなんて！


　つ、つーか！　マジですか!?　そ、そ、それって、つまり！　そういうことですよね!?


　朱乃さんは全裸で俺に抱きついてきていて、おっぱいの感触がすごくて、白い肌はだはまぶしくて、両手がどこにいっていいかわからなくて宙をさまようけど！


　──初体験！


　俺の初めての相手は朱乃さんでしたかーっ!?


　朱乃さんが正面を向き、俺と見つめ合う。


　──その表情はどこかうつろで、どうでもいいような自じ暴ぼう自じ棄きに見えてしまった。


　朱乃さんが顔を徐じよ々じよに近づけてきて──。キスをしようとしてくる。


　……このキスをしたら、きっとそのまま朱乃さんを押し倒たおして、最後までいってしまいそうな……。


　すっごいチャンス到とう来らいしてる！　もしかしたら、俺の人生で最大のラッキーポイントかもしれない！──けど。けど！


　……違ちがうよ、これ。


　俺は朱乃さんの肩かたに手を置き、俺から体を離はなしていった。


　手に触ふれる朱乃さんの肌はやわらかで、それだけで理性が飛びそうだった。


　でも、我が慢まん！　だって、これは違うんだ！


「……どうして？　私の体は魅み力りよくない……？」


　朱乃さんが震ふるえる声でそう訊きいてくる。俺がこのまま抱いてくれると思っていたような口調だった。


　俺は偽いつわってもしょうがないと思ったから、正直なことを口にした！


「そ、そ、そんなことないです！　最高です！　朱乃さんの大きくてやわらかいおっぱいは何度触さわっても飽あきませんし、朱乃さんのくびれた腰こしもなでまわしたいし、ぷりっとしたお尻しりを鷲わしづかみにして、ちょうどいい太さの太ももをぷにゅぷにゅってもみしだきたいです！　朱乃さんのあらゆるところを堪たん能のうして、最後におっぱいに顔を埋うずめてみたいです！」


「……なら、そうしてもいいのよ？　私は……そうしてもらいたい。あなたに体を預けて、あなたの胸に抱かれて、すべてを消し去りたいの……。目の前にそれがあるのだから、ちょっと押し倒せばそれが可能になるのに。……どうしてなの？」


「じゃ、じゃあ、なんでそんなに悲しそうな顔をしてるんですか？」


「──っ」


　俺の言葉に朱乃さんは正気を取り戻したような顔つきになった。
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　俺は続ける。


「朱乃さんが俺にエッチなことをしてくるとき、いつも楽しそうでした。でも、いまの朱乃さんは悲しみを忘れたいためにこういうことをしている気がして……」


「……そうよ。と言ったらどうする？　そうやって、あなたに抱かれることで安心を得て、決戦に臨のぞもうとしてるの。男の人の胸に抱かれれば、きっとこの気持ちが晴れると思ったから」


　そ、そんなの、間ま違ちがってるって！　それで安心を得ても一時的なものだよ！


　それじゃ、朱乃さんは一歩も進めない！


　俺は朱乃さんが脱ぬいだ白装束を拾ひろって、朱乃さんの体の上からかけてやった。そして、そのままやさしく抱きしめた。


　再びやわらかな肉感がダイレクトに俺へ伝わってきて、脳みそがぶっ飛びそうになるけど、懸けん命めいに理性を保ちながら言った。


「……こうやって、ただ抱きしめます！　エ、エッチなことはしないです！　お、俺はエロエロだけど！　すっごく朱乃さんとエッチしたいけど！　でも、そんな破れかぶれの同情的なものであなたを抱きたくないです！」


「……イッセーくん」


　朱乃さんの昔を聞きました。


　俺はバカだから、朱乃さんの抱かかえていることに対して何も良いことなんて言えない。


　だけど、朱乃さんが俺を頼たよりにしてくれるなら、こうやって安心できるまで抱きしめる！


「…………」


　朱乃さんは何も答えない。


　朱乃さんはお父さんと再会して、昔を思いだして気持ちがちょっとだけおかしくなったんだと思う。だから、俺──男に抱かれることで、誰かに身を任まかせることで、偽いつわりの安心を得ようとしたんだろう。


　それじゃ、朱乃さんが逆に傷ついちゃうよ！　ダメになる！　絶対に後こう悔かいする！


　俺は自分の気持ちを偽りなく伝えるべきだと思った。


　朱乃さんを抱きしめながら、耳元で言った。


「──そばにいますから。朱乃さんが悲しくなったらいつでも俺がそばにいますから。いつでもこうやって抱きしめますから。お願いです。元気になってください」


　俺はただただ朱乃さんをやさしく抱くことしかできなかった。


「……本当にバカ。私も……あなたも……」


「バカでも朱乃さんのこと、守ります」


「……イッセー……。ありがとう……。──大好きよ」


　涙なみだ交まじりのその声には安あん堵どの色が含ふくまれている気がした。


　俺は朱乃さんが安心して離れるまでずっとやさしく抱きしめた。


　朱乃さん。俺なんかで良かったら、ずっと近くにいますから。


　だから、いつもの朱乃さんに戻ってください。





　　　　─○●○─





　その日の夜。


　ベッドで横になる俺と部長とアーシア。部長とアーシアはすでにすやすやと眠ねむりについていたのだが、俺は考え事で眠れなかった。朱乃さんのこともあったしな。


　──そして、もうすぐ決戦だ。


　なんだか、今日までにいろいろなことをした気がする。短い間だったけど、濃こかった。ヴァーリと話した。龍王と出会った。朱乃さんのことを聞いた。先生の思いを聞いた。……朱乃さんを傷つけなくて良かった。


　ぶるっ……。


　ふいに体が震えた。──緊きん張ちようしてる。


　理解してるさ。戦いが近いから、怖こわがっちまってんだ。相手は神さまだもんよ。そりゃ、ビビるさ。いますぐ逃にげたいし。できれば戦いたくない。死んじまうかもしれないもん。


　でも、そういうわけにもいかない。


　サーゼクスさまの意志を聞いて、部長がやろうとしているんだ。俺は部長を信じて突つっ込こむしかない。


　仲間たちを守るために、惚ほれた女を守るために、この力で駆かけ抜ぬけるしかねぇ。


「眠れない？」


　……部長の声。体を向ければ、そこには部長が微笑ほほえんでいた。


「……朱乃が少しだけ晴れた顔をしていたわ。何かしたのね？」


　ギクッ。も、もしかして、気づかれた？


「エ、エッチはしてませんよ」


　俺は視線を泳がせながら言う。


　俺の反応を見て、部長が半眼でほっぺたを引っ張ぱってくる！


「私はそこまで訊いてないわ。……本当にしてない？」


「は、はい。いまだ童どう貞ていでございます……」


　それを聞いて、部長は手を止めた。


「よろしい」


　ふひー。部長は下げ僕ぼくのチェックが厳きびしいぜ。


　俺がヒリヒリする頰ほおを手でなでていたら、その手を部長がつかむ。


　部長が俺の手を誘ゆう導どうし──ネグリジェの隙すき間まからおっぱいに持っていく！


　むにゅぅ。


　ああ、これだよ！　これぞ部長のおっぱい！　すっべすべで弾力があって、張りがあって、とっても大きくてやわらかいんだ！


　俺の五指が最高の感触を得ている！　おっぱいの感触といえば最初に部長のおっぱいが思いだされるぐらい、俺のなかで「おっぱい＝部長のおっぱい」と直結しているんだ！


「あ、あの……部長……」


　横になったまま鼻から血を流す俺。部長はやさしく言ってくる。


「……ドキドキしているでしょ？　当然よね。神と戦うんですもの。私も緊張するわ」


　手に部長の鼓こ動どうが伝わってくる。


「そ、それはわかります。け、けど、どうしておっぱいを触らせてくれるんですか？」


「うふふ。冥めい界かいでのイベントのとき、あとで触らせてあげるって言ったでしょ？　それにこれが一番あなたにとってのリラックス方法だと思ったのよ。──緊張して眠れないのでしょう？」


　──っ。


　敵かなわないなって、思った。すごいよ、部長は。


「あなたは最前線で戦うのだもの、重要なポジション、神との戦い、自分にそれができるのか。イッセーはそれを悩なやんで眠れないのではなくて？」


　さすが俺のお姉さま。全部お見通しなのか。


「……はい。こういう役目は怖いです。光栄だけど、俺にこなせるのかって不安もあって。明日あした失敗したら、皆みんなはどうなってしまうんだろうって思います。緊張とプレッシャーで不安です」


　俺は口には絶対に出さなかった弱よわ音ねを部長の前で吐はいていた。


　なんでだろう。他の人の前じゃ、吐けなかったものが、部長のおっぱいを触りながらだと自然と吐ける。そして、安心できた。


「いいのよ。私の前でぐらいそういうことを言っていいの。──私はイッセーのそういうところも含めて愛いとしいのだから」


　部長にだけ俺は本ほん音ねの弱い部分を見せられるんだ。きっと、アーシアの前でも朱乃さんの前でもこの姿は見せられないと思う。


　部長だからこそ、俺は……。


　部長のおっぱいはとてもやわらかくて、触っていると心がすごく落ち着くんだ。不思議だ、部長のおっぱいって。


　大好きな人のおっぱいだから？　それとも主あるじのおっぱいだから？


　それはわからない。だけど、部長のおっぱいは俺の心の不安を全部取り去っていくようだったしていた。


「俺、おっぱいドラゴンだからでしょうか、部長のおっぱい触ってたら安心しちゃいました」


　部長の手が俺の頰をなでる。


「あなたがおっぱいドラゴンでもいいわ。イッセーは私の誇ほこりだもの。──強くなりなさい。最強の『兵士ポーン』になるって夢、私も信じているから」


「部長……」


「あなたが私の胸を触ることで、安堵して、強くなれるのなら、私はスイッチ姫ひめでもいい。あなただけのスイッチ姫。イッセーのパワーの源みなもとになるのなら、本ほん望もうよ。──私の愛しいイッセー」


　部長の顔が少しずつ近づいてきて──。


　俺の唇くちびると部長の唇が静かに重なった。


　三度目のキス──。


　いつもより長く、そしてやさしく深く、キスを絡からめた──。


　部長、俺、あなたと仲間たちのために強くなります。


　──絶対に。










　Odin.










「よう、爺じいさん。会談はもうすぐだな。こちらの準備も着々と進んでいるぜ」


「アザゼル坊ぼうか。……ふむ」


「どうした？　珍めずらしく難むずかしい表情してるじゃないか」


「……わしの執しつ政せいは祖国とここにいる若いもんたちに迷めい惑わくをかけていると思うてな」


「俺は古くさい考え方で引きこもって何もしない北の連中が嫌きらいだった。でも、あんたは表おもてに出てきた。主神自みずから表舞ぶ台たいに出てきたんだ。協力態勢を説といている俺たちのもとへ」


「……ジジイだからの。たまに若いもんの意見が聞きたくもなる。──それにわしのところの若い連中の未来を考えると新しい道も用意してやらんといかんと思うてな」


「その思いを成じよう就じゆさせてみろよ、爺さん。そのために日本の神と話し合いに来たんだろう？　観光と称しようしてこの国が持つ神話体系を見て回ってまで。絶対に会談は無ぶ事じに済ませるべきだ。俺たちがなんとかするさ」


「うむ。言われなくともわかっとるわい。……今日は酒に付きおうてもらうぞ、若造」










　Life.4　二に天てん龍りゆうＶＳ悪あく神しんロキ！










「おっぱいメイド喫きつ茶さ希望です！」


「却きやつ下か」


　俺の意見を部長は嘆たん息そくしながら否定する。


　その日の部活動は、学園祭で催もよおす予定の出し物についてだった。大変な時期だけど、こちらも先に決めておかないとね。今日だけは学園に通かよえることになっていた。


　で、俺の意見としてはメイド喫茶！　しかもおっぱい！　部長と朱あけ乃のさん、二大お姉さまを筆頭におっぱいを全面に押し出した喫茶店でいけば、おそらく学園祭の売り上げ一位も狙ねらえる！


「でも、そうなると他の男子に部長と朱乃さんの胸を見られてしまうんだよ？」


　──っ。


　木き場ばの意見に俺は衝しよう撃げきを受けた。た、確かにそうだ。俺以外の野や郎ろうどもに部長と朱乃さんの大切なおっぱいを見られることとなる！　それだけはダメだ！　お二人の乳を見て楽しめるのは俺だけで十分なんだ！


「……くっ、無念だ。これじゃ、おっぱいお化け屋や敷しきも無理か……」


「……そんなことを考えていたんですか、どスケベ先せん輩ぱい」


　俺の失意の言葉に小こ猫ねこちゃんも呆あきれていた。


　残念がる俺に部長はため息交まじりに言う。


「あのね、イッセー。エッチなのは確かに高いポイントを取れそうだわ。けれど、生徒会が許さないでしょうし、教員の方々も却下するでしょうね」


　あー、そりゃそうだ。おっしゃる通りでございます。


　しかし、そうなると、出し物はどうなるのか？　去年と同じ？　でも、それは部長的に「同じことを連続でしたくないわ」ってことで却下。エッチなのもダメ。


　考えてみりゃ、他のところでもメイド喫茶やるんだよな。まあ、うちがやれば同じ喫茶店でも勝てるだろう。うちの女子のレベル高すぎるもん。


　けど、他と同じこともしたくない部長はそれもダメだという。


　部長が部員一人一人に案を訊きいてみても、これといって斬ざん新しんなものが出るわけもなく。


　うちの特とく徴ちようを改めてあげてみよう。


　オカルト的な研究は……これといって話題にはならない。


　むしろ話題になるのは、二大お姉さま、ロリロリでかわいい小猫ちゃん、二年で有名なアーシア、ゼノヴィア、イリナの美少女トリオ、一部の男子に大人気のギャスパー、学園女子のアイドル木場。


　……そして、学園でも有名なエロ男子な俺。うん、俺以外、人気者だ……。ヤバい、ちょっと泣きたくなった。


　あー、だが、待てよ。俺と木場を除のぞくと、男子に人気の子ばかりだ。ギャスパーもある意味女子として見られている部分もある。クラスじゃ女子と一いつ緒しよに行動してるって話だ。


　野郎どものなかに放り込んだら何をされるかわからないので、女子が心配してギャスパーを保護しているって話だもんな。


「……オカルト研究部の女子、誰だれが一番人気者か、とか？」


　俺が何気なくつぶやいたことだったが──女子全員が互たがいに顔を見合わせた。


「二大お姉さまのどちらが人気か気になりますぅ」


　ギャスパーがぽろっと漏もらしたことだけど、部長も朱乃さんと顔を見合わせていた。


「「私が一番に決まってるわ」」


　部長と朱乃さんの声が重なり、そしてにらみ合いを始めた！　お二人とも笑顔なのに、すごく怖こわいオーラを漂ただよわせている。


「あら、部長。何かおっしゃいました？」


「朱乃こそ、聞き捨ずてならないことを口にしなかったかしら？」


　朱乃さん、だいぶ調子が戻もどってきてくれたのはいいんだけど……。怖い！　いまにも大バトルを繰くり広げそうで怖いです！


　こうして、お二人の口くち喧げん嘩かが始まり、会議はご破算。催し物決定の会議は後日に持もち越こしということになった。


　本当、修学旅行前に決まるのかな？


　いままで部室の隅すみで茶を飲んでいたアザゼル先生。俺たちの会議を珍めずらしく静観していたが窓から外の夕暮れを見て、ぼそりとつぶやいた。


「……黄昏たそがれか」


　それを聞いて、皆、真しん剣けんな面おも持もちになった。……そう、このあと、俺たちはロキと決戦だ。


　部活終了時間のチャイムが学園中に鳴り響ひびく。


「神々の黄昏ラグナロクにはまだ早い。──おまえら、気張っていくぞ」


『はい！』


　先生の言葉に俺たちは気合を入れ、そして決戦のときを迎むかえる。





　　　　─○●○─





　──決戦の時刻。


　すでに日は落ちて、夜となっている。


　俺たちはオーディンの爺さんと日本の神さまが会談するという、都内のとある高層高級ホテルの屋上にいた。


　高いところにいるせいか、風がぴゅーぴゅー激しい。


　周囲のビルの屋上にシトリー眷けん属ぞくが各々配置され、待機していた。遠目に小さな人ひと影かげが佇たたずんでいるのがわかった。


　匙さじは遅おくれるって言っていたな。……どんな特訓をされているのやら……。戦せん闘とう終しゆう了りよう後に登場なんてことだけは止やめてくれよ匙くん。


　先生は会談での仲ちゆう介かい役を担になうために爺さんのそばにいる。


　戦闘に参加できない先生の代わりにバラキエルさんが同じく俺たちと屋上で待機。ロスヴァイセさんも戦闘に参加ってことで鎧よろい姿のまま待機中なり。


　遥はるか上空にはタンニーンのおっさんも！　さすがにそのままでは人の目に留まって大おお騒さわぎになるかもしれないので、普ふ通つうの人間には視認できないように術をかけているようだ。


　ヴァーリたちは少し離はなれたところでそのときを待っている。


「──時間ね」


　部長が腕うで時計を見ながらつぶやく。


　会談がスタートした時間だ。ホテルの一室で大切な話し合いが始まったってことだ。


　さて、残すはやっこさんが来るのを待つだけ。


　約束どおり来なかったらどうしよう……。実はすでにホテルに入っていて、変装して爺さんに近づいていたりとか……。


「小こ細ざい工くなしか。恐おそれ入いる」


　ヴァーリが苦笑した。何事？──と、思ったら。


　バチッ！　バチッ！


　ホテル上空の空間が歪ゆがみ、大きな穴が開いていく。


　そこから姿を現したのは──悪あく神しんロキと巨きよ大だいな灰色の狼おおかみ、フェンリルだった！


　……正面から、堂々と出てきやがった。


「目標確認。作戦開始」


　バラキエルさんが耳につけていた小型通信機からそう言うと、ホテル一帯を包むように巨大な結界魔ま方ほう陣じんが展開し始めた。


　会長を始めとしたシトリー眷属が俺たちとロキ、フェンリルを戦場に転移させるため、大型魔方陣を発動させたんだ。


　ロキがそれを感知するが、不敵に笑えむだけで抵てい抗こうは見せなかった。


　そして、俺たちは光に包まれ──。


　…………。


　次に目を開いたとき、そこは大きくひらけた土地だった。


　岩いわ肌はだばかりだ。確か、古い採石場跡あと地ちだったな。いまは使われてないらしい。


　眷属を確認。部長を始め、イリナも含ふくめて全員いる。バラキエルさんもロスヴァイセさんも同様。


　ヴァーリたちも少し離れたところに転移していた。


　そして、前方にロキとフェンリル。確認したところで俺は禁手バランス・ブレイカーのカウントを開始していた。


「逃にげないのね」


　部長が皮肉げに言うと、ロキは笑う。


「逃げる必要はない。どうせ抵抗してくるのだろうから、ここで始末してその上であのホテルに戻ればいいだけだ。遅おそいか早いかの違ちがいでしかない。会談をしてもしなくてもオーディンには退場していただく」


「貴き殿でんは危険な考えにとらわれているな」


　バラキエルさんがそう言う。


「危険な考え方を持ったのはそちらが先だ。各神話の協力などと……。元はと言えば、聖書に記しるされている三大勢力が手を取り合ったことから、すべてが歪みだしたのだ」


「話し合いは不毛か」


　バラキエルさんが手に雷らい光こうをまとわせ始めた。その背中には十枚もの黒き翼つばさが展開していく。


　と、俺のカウントも終わったぞ。素す早ばやく昇格プロモーシヨン＋禁手化バランス・ブレイク！


『Welshウエルシユ Dragonドラゴン Balanceバランス Breakerブレイカー!!!!!!!!』


　カッ！


　赤い閃せん光こうを放ちながら、俺の体に赤せき龍りゆう帝ていの力が鎧よろいとなって具現化する。よし。力が溢あふれてくる。


『Vanishingバニシング Dragonドラゴン Balanceバランス Breakerブレイカー!!!!!!!!』


　ヴァーリも一切曇くもりのない白い全身鎧プレート・アーマーに身を包んだ。


　俺とヴァーリが同時にロキの前に出る。


　それを見て、ロキが歓かん喜きした。


「これは素晴らしい！　二に天てん龍りゆうがこのロキを倒たおすべく共同するというのか！　こんなに胸が高鳴ることはないぞッ！」


　ビュッ！


　ヴァーリが仕し掛かけた！　空中で光の軌き道どうをジグザグに生みだしながら、高速でロキに近づいていく。


　俺もそれに併あわせて背中の魔ま力りよく噴ふん出しゆつ口こうを全開にした！


　空中からヴァーリが、地上から俺が突つっ込こんでいく！


「赤と白の競演ッ！　こんな戦いができるのはおそらく我われが初めてだろうッ！」


　嬉き々きとして、ロキは全身を覆おおうように広こう範はん囲いの防ぼう御ぎよ式魔方陣を展開させる！


　──と、思ったら、その魔方陣から魔ま術じゆつの光が幾いく重えもの帯おびとなって、俺たちに放たれるッ！


　追つい尾び性の高い攻こう撃げきみたいだ！　空中を飛び回るヴァーリ目め掛がけて、幾重もの光の帯が向かっていく！


　俺のほうにも何十もの攻撃が前方から放たれてきた！


　ヴァーリは空中で曲芸のように飛び回って、それをすべて回かい避ひした。俺は当たろうが何をされようがお構かまいなしに突とつ貫かんした！


　バッ！　ババッ！


　俺の体に魔術の攻撃が突き刺ささるが──このぐらいなら問題ない！　一気に詰つめる！


　右拳こぶしに力を込めて、ロキ目掛けて低空飛行の最大加速で突っ込んでいく！　背中からはドラゴンの翼を生やしていた！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　バリンッ！


　俺の突とつ撃げきにロキを覆う魔方陣が全部音を立てて消失する！　そこへヴァーリが空中からバカげた質量の魔力の一いち撃げきを──。ヴァーリの手元に魔力以外の術式が展開した。


　あれは覚えたばかりの北ほく欧おうの魔術か？


「──とりあえず、初手だ」


　バァァァァァアアアアアアアアアッ！


　掃そう射しやした！　俺は瞬しゆん時じにその場をあとにする！　危ねぇ！　あの野や郎ろう、ロキの防御を俺が崩くずした途と端たんに間かん髪はつ入れず攻撃してきやがった！


　この採石場の三分の一ぐらいを包むほどの規き模ぼの一撃！


　なんつー攻撃だッ！　とんでもねぇぇぇぇぇっ！


　攻撃が止やんだあと、ロキのいた場所を見れば──底の見えない大きな穴が生まれていた。


　これでも攻撃範囲は狭せばめたんだろうけど、一撃の攻撃力がハンパじゃない！


　…………改めて思う。俺のライバルは異常です！


「ふはははは！」


　──ッ！　高笑いが聞こえてくる。


　その方向を見れば、宙に漂ただよう人影。──ロキだ。ローブはいくらか破れているが、ロキ自身は無ぶ事じな様子だった。


　あの一撃で無傷かよ。……神さま、怖ろしいわ。


　こうなりゃ、例の秘密兵器！　俺は腰こしにつけていたハンマー──ミョルニルを手に取り、魔力を送って手て頃ごろなサイズにする！


　両りよう腕うでをなんとか振ふり上げて、ロキに突きつける。


　ロキがそれを見て目元をひくつかせた。


「……ミョルニルか。レプリカか？　それにしても危険なものを手にしている。オーディンめ、それほどまでに会談を成功させたいか……ッ！」


　俺がこれを持っていることよりも、オーディンの爺じいさんがこれを渡わたしたことにキレている様子だった。


　普通の状態じゃ重くて持てなかったけど、禁手バランス・ブレイカーのいまならなんとか支ささえられる。


　振り上げ、構えた格好で背中のブーストを噴ふかす！


　ゴオオオオオオッ！


　ロキに高速で向かっていき、目標を捉とらえて一気にハンマーを振り下ろした！


　出ろッ！　神をも倒せるっていう雷かみなりよっ！　念じながらぶっ放す！


　ドオオオオオオオンッ！


　ロキには避よけられた！　地面に大きなクレーターが生まれていたが……肝かん心じんの雷が発生しなかった！


　……どういうことだ？　これ、神をもビリビリさせる雷が生まれるんじゃないのか？


　俺はその場で何度も振り回してみるが……雷はビリッとも発生しなかった！


　ふ、不良品か、これぇぇぇぇえっ！


「ふははは」


　俺の情けない姿にロキが笑う。


「残念だ。その槌つちは、力強く、そして純じゆん粋すいな心の持ち主にしか扱あつかえない。貴き殿でんには邪よこしまな心があるのだろう。だから、雷が生まれないのだ。本来ならば、重さすらも無く、羽のように軽いと聞くぞ？」


　マジか！　邪な心？…………う、うん。心当たりがありすぎます！


　俺、エロエロだから！　おっぱいドラゴンだから、使えないのか！


「そろそろこちらも本格的な攻撃に移ろうかッ！」


　ロキが指を鳴らすと、いままで様子を見ていたフェンリルが一歩前に進みだした。


「──神を殺す牙きば。それを持つ我が僕しもべフェンリル！　一度でも嚙かまれればたちまち滅ほろびをもたらすぞ！　おまえたちがこの獣けものに勝てるというのならばかかってくるがいいッ！」


　ロキがフェンリルに指示を出す、その瞬しゆん間かん──部長が手を挙あげた。


「にゃん♪」


　ブゥゥゥゥイイイイイィィィィンッ！


　黒くろ歌かが笑むのと同時にその周囲に魔方陣が展開して、地面から巨大で太い鎖くさりが出現してくる！──魔ま法ほうの鎖、グレイプニル。予定より早めに届いたのはいいが持ち運ぶのが難なん儀ぎだったため、黒歌が独自の領域にしまい込んでいたんだ。


　それをタンニーンのおっさん、バラキエルさん始め、俺の仲間たちとヴァーリの仲間たちがつかみ、フェンリルのほうへ投げつける！


「ふはははははっ！　無む駄だだ！　グレイプニルの対策など、とうの昔に──」


　バヂヂヂヂヂヂヂヂッ！


　ロキの哄こう笑しよう空むなしく、ダークエルフによって強化された魔法の鎖は意志を持つかのようにフェンリルの体に巻き付いていく！


　オオオオオオオオオオンッ……。


　巨大な狼が苦しそうな悲鳴を辺あたり一帯に響ひびかせる。


「──フェンリル、捕ほ縛ばく完かん了りようだ」


　バラキエルさんが身動きできなくなったフェンリルを見て、そう口にした。


　やった！　フェンリルの制止に成功ぉぉぉぉぉっ！


　すっげぇぇぇっ！　完かん璧ぺきじゃん！　見知らぬダークエルフさんたちはいい仕事をしましたな！


　フェンリルの動きを封ふうじれば、あとは油断しなきゃ眷けん属ぞくたちだけで余よ裕ゆうで倒せるはず。


　──となると、こちらはロキだけか。


　その悪神はフェンリルの動きを封じられたことで、焦あせるかと思ったのだが……まだ不敵に笑っている。


　余裕がまだあるのか？　怪け訝げんに思っていると、ロキは両腕を広げた。


「スペックは落ちるが──」


　グヌゥゥゥゥン。


　ロキの両サイドの空間が激しく歪ゆがみ出した。


　……な、なんだ？　何をする気──。


　ヌゥン。


　空間の歪みから、何かが新たに出てくる。


　灰色の毛並み。鋭するどい爪つめ。感情がこもらない双そう眸ぼう。


　そして、大きく裂さけた口！


「スコルッ！　ハティッ！」


　ロキの声に呼応するかのようにそれらは天に向かって吼ほえた。


　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　夜空の雲が晴れ、金色に輝かがやく満月が姿を現す。


　月の光に照らされて、二匹ひきの巨大な獣──狼が咆ほう哮こうをあげていた。


　……フェンリルッ！　ウソだ！　なんで!?　どうして!?


　一いつ匹ぴきじゃないのかよ!?


　俺だけじゃなく、全員が驚おどろきの顔になっていた。いや、唯ゆい一いつ、ヴァーリだけが楽しそうにしていた。


　二匹の新たなフェンリルを従え、ロキが言う。


「ヤルンヴィドに住まう巨きよ人じん族の女を狼に変えて、フェンリルと交まじわらせた。その結果生まれたのがこの二匹だ。親よりも多少スペックは劣おとるが、牙は健在だ。十分に神、そして貴殿らを葬ほうむれるだろう」


　……子供がいたのか、フェンリルに……。


　んなこと、知らねぇよ！　ミドガルズオルムもそんなことは言ってくれなかった！　あのドラゴンでも知らなかったことなのか！　最悪じゃないか！


　ロキが二匹のフェンリルに指示を送りだす！


「さあ、スコルとハティよ！　父を捕とらえたのはあの者たちだ！　その牙と爪で食らい千ち切ぎるがいいっ！」


　ビュッ！


　風を切る音と共に二匹の狼が俺の仲間たちのもとへ向かっていく！


　一匹はヴァーリのチームのほうへ。もう一匹はグレモリー眷属の方へ向ってきた！


　くっ！　もう鎖はない！　あの親フェンリルのほうに使っちまったからな！


「ふん！　犬風ふ情ぜいがっ！」


　ゴオオオオオオオオッ！


　タンニーンのおっさんが業ごう火かの炎ほのおを口から吐はきだしていた！　おおっ！　さすが元龍王だ！　子フェンリルを大火力の炎で包み込みやがったぜ！


　……けど、子フェンリルは炎のなかでも何事もなかったかのように動き続けている！　ダメージは受けてる！　でも、決して怯ひるむ様子はなかった！


　あの二匹は真っ正面から倒たおすしかない！　俺が仲間のほうへ視線を送っていると、ロキがどデカい魔ま術じゆつの球を撃ちだしてくる！


　グガァァンッ！


　すんでのところで避けたものの、かすった部分の鎧よろいが欠けていた！　直ちよく撃げきはマズい！　やっぱり、悪神といっても神は神！　赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルを壊こわせるってことか！


「……相手が神格だと半減の力がうまく発動できないからな。少しずつでもその力を削けずらせてもらう！」


　ドゥ！　ドオウ！　ドオオオオンッ！


　ヴァーリが手元から幾いく重えにも魔力の攻こう撃げきを北欧の術式と混ぜながら撃ちだしていた。そのことごとくがロキの魔術でなぎ払はらわれるが、全部が打ち消されるわけでもなく、何発かロキの体に当たっていた。しかし、これといったダメージを与あたえている様子はなかった。


「さすがは白はく龍りゆう皇こう！　短期間で北欧の魔術を覚えたようだが──甘い！」


　七色に輝く膨ぼう大だいな魔術の波動をロキが放っていく。ヴァーリは背中の光の翼つばさを大きく展開して迎え撃つ格好だった。


『DividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDivid!!デイバイド』


　ディバイン・ディバイディングの能力が発動し、ロキの攻撃を連続で縮小させていく。


「──これぐらいの攻撃ならば触ふれなくとも半減の力は発動できる。が、消しよう耗もうが激しいのでね」


　あの半分にする領域の応用技わざか？　ロキ本体にはまだ効きかなくても、その攻撃には有効なのか。こいつも成長して新しい能力を得ているようだ。怖こわい怖い！


　だけど、いくつか撃ち漏もらしたものがヴァーリの鎧を撃ち抜ぬく！　白デイバイン龍・デイバ皇イデインのグ・スケ鎧イルメイルが大きく破は損そんするが、ヴァーリはすぐさまそれを復元させていった。


「いっけぇぇぇぇええええええっ！」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　俺も間かん髪はつ入れず、ドラゴンショットを特大でロキに放つ！　ハンマー使えなきゃ、こうやって攻撃していくしかねぇ！


　ドオオオオオオオッ！


　鋭く向かっていく俺の一いち撃げきだが、ロキは不敵に鬼き気き迫せまる表情を浮うかべて真っ正面から俺の攻撃を受け止め──。


　ドンッ！


　ヴァーリのほうへいなす！　ヴァーリへ俺のドラゴンショットが向かうが──奴やつは高速で動いて避けてしまった。


「ふはははは。白龍皇のほうは熟じゆく練れんした強さを誇ほこり、赤龍帝のほうは凄すさまじい気合を込めて一撃を放ってきている。技術はないが、意外に侮あなどれないものだ。うーん、すごい！　想いのこもった一撃というのは内に響くもの。どれだけの想おもいをいまの攻撃に込めたものか」


　俺の一撃を受け止めたロキの手は軽くけいれんしている様子だった。


　……勝てない相手じゃない、か。俺だけじゃ無理だが、ヴァーリと共になら、勝てる可能性がある！　余裕があるなら、ヴァーリ、または仲間に力を譲じよう渡として……。


　でも、俺がサポートに徹てつするとそこを集中的に仲間ごと狙ねらわれるかもしれないと言われたな。


「高速で動き回る白龍皇よりも──赤龍帝のほうが捉とらえやすいのは確かだ！　倍増した力を譲渡されても面めん倒どう極きわまりない！　そちらからぶっ殺しだッ！」


　あらら！　ちょうど俺が考えていたことを読まれましたか！


　ロキの手がこちらを向く。──俺を先に取る気か！


「──無視はいただけないな」


　ブゥンッ！


　ヴァーリが瞬しゆん時じに動いて、こちらに攻撃の矛ほこ先さきを向けていたロキの背はい後ごを捕らえた！


　いける！　ヴァーリは手にデカい魔ま力りよくの一撃を込めている！　あれが間近で当たればいくらロキでも──。


　バグンッ！


　ヴァーリが──横から現れたフェンリルの大きな口に食われた。


「ぐはっ！」


　吐と血けつするヴァーリ！　牙が白銀の鎧を難なく砕くだき、ヴァーリの体を完全に貫つらぬいている。


　ヴァーリの鮮せん血けつがフェンリルの口元を赤く濡ぬらす。


　子のフェンリルじゃない。親のほうだ！……なんで親フェンリルが！　見れば鎖がついていない。まさか！


　振ふり向けば子のフェンリルが口に鎖をくわえていた！　俺の仲間と戦う振りして、親を解放したのか！


「ふははははっ！　まずは白龍皇を嚙み砕いたぞ！」


　哄笑するロキ！


「ヴァーリッ！」


　俺はヴァーリを救出するためにフェンリルへ突とつ貫かんする！　ハンマーは元のサイズに戻もどしておく。予定通りにいかないもんだよ！


　ヴァーリ！　ここでおまえが終しゆう了りようってのは作戦が成り立たないんだよ！　悔くやしいけど、いまこの場ではおまえの力が必要なんだ！


　俺の突貫に特に身構える様子も見せず、フェンリルは真っ正面から俺を迎え撃とうとしていた。……俺の攻撃なんて、怖くもないってか！


「この駄だ犬けんがッ！」


　俺が鼻面に力のこもったストレートを打ち込もうとする！──が。


　ザシュッ！


　──ッ！


　前足を薙ないでくる！


　爪で俺の体を赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルごと難なく切きり裂きやがった……ッ！　痛いてえぇぇえ……ッ！


　ごふっ！　口から、腹から、血が飛び散る！　マズい。ヴァーリがやられて、残った前衛の俺まで倒れたら──。


「ぬぅ！　そやつらはやらせんっ！」


　タンニーンのおっさんが火か炎えんの球で俺たちを支し援えんしてくれる！　すごい熱量と大きさの炎だ！　けど、フェンリルはやはり逃にげる素そ振ぶりも見せない！


　怪かい獣じゆう対決！　サイズは似たようなもんだ！　だったら、狼よりもドラゴンのほうが強く見えるさ！


　オオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　例の透すき通る美声での咆ほう哮こうッ！　おっさんの炎がこの一帯の空気を震ふるわせる狼の咆哮に打ち消されていく！　マジか！　龍王の一撃も咆哮ひとつで削さく除じよですか！


　ビュッ！


　フェンリルの姿が一いつ瞬しゆんで消えた！


　ザシュンッ！


　何かが切り裂かれる音！　そして！


「ぐおおおおおおおっ！」


　おっさんの悲鳴が聞こえてきた！


　……おっさんの体がずたずたに切り裂かれてるッ！　おっさんの血液が戦場に舞まう！


　神速で動き、おっさんを爪で切り裂いた！


　…………ッ！　俺はもどかしい思いに駆かられていた！　伝説のドラゴン！　俺を鍛きたえてくれた恩人！　あんなに強くて雄ゆう大だいなおっさんが為なす術すべもなく切り裂かれたッ！


　なんだか、すごく悔しい。ドラゴンってのは最強の生物だって、聞いたのに！　ドラゴンは誰だれよりも誇り高いと聞いていたのに！


　眼前の巨きよ大だいな灰色狼はそのすべてを軽く破は壊かいしていくんだ！


　おっさんは血を口から吐きだしながらも奥歯にしまっていた何かを嚙かみ砕いて飲んでいた。瞬時におっさんの傷が煙けむりを立てながら消えていく。おっさんはフェニックスの涙なみだを使ったんだ。いちおう、メンバー全員フェニックスの涙を所持しているからね。フェニックスの涙は今回の一戦のために悪あく魔まサイドが送ってくれた物資だ。


　俺も懐ふところから小こ瓶びんを取りだして、傷口にフェニックスの涙をぶっかけた。


　シュゥゥゥゥゥウッ。


　傷口から煙を立ち上のぼらせながら、フェニックスの涙が俺のダメージを癒いやしていく。


　……しっかし、危なかった。あの爪、俺の体を深く抉えぐりやがった。なんて攻撃力だ！　赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルの硬かたさがあいつ相手だとまるで意味を成さない！　だから、ヴァーリの鎧も難なく砕いたのだろう。おっさんの体もあれだけ大きく切り裂いた。フェンリルは牙きば、爪、その他全部が規格外なんだろうな。伝説のドラゴン三体を相手にして、無傷で全部突とつ破ぱってどういうことだよ……ッ！


　この狼はとんでもない怪かい物ぶつだッ！


　前衛の俺とヴァーリはフェニックスの涙をいくつか持たされている。でも、嚙まれているヴァーリの状態だと、フェニックスの涙を使ったところで貫かれている状態は変わらないから、意味がない。あそこから、解放してやらないと。


　俺がまともにフェンリルに向かっていっても勝てない。フェンリルと本気のドライグとどっこいどっこいなんだろうか？　俺はドライグの力を全部出し切ってないから、まともに戦うのは厳きびしいな。


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』なら──。


　それならいけるだろうけど、死ぬな。俺、絶対に死ぬ。……最悪、それでいくしかないか。覚かく悟ごだけはしておこう。部長やアーシア、仲間が死ぬよりは絶対にいい。


　しかし、このままだとフェニックスの涙をただ消費していくことになる。


　それでもヴァーリを助けなくちゃ！


「ついでだ。こいつらの相手もしてもらおうか」


　ロキの足あし下もとの影かげが広がり、そこから──巨大な蛇へび！　いや、体が長細いドラゴンが複数現れる！


　……あの姿、見覚えがあるぞ！　かなり小さくなっているけど、間ま違ちがいない！


「ミドガルズオルムも量産していたかッ！」


　タンニーンのおっさんが憎にく々にくしげに吐はいた！


　そう！　その通りだ。ミドガルズオルムそっくりで、タンニーンのおっさんぐらいのサイズのドラゴンが一、二、三……五匹ひき！


　ゴオオオオオオゥ！


　量産型どもが一いつ斉せいに炎ほのおを吐いてきやがった！


「その程度でッ！」


　ゴバァァァァンッ！


　量産型ミドガルズオルムの炎はタンニーンのおっさんの火炎で吹ふき飛ばされていく。


　うはっ！　やっぱ本物のドラゴンの炎はすっげえよな！


　つーか、どんどん戦せん況きようが酷ひどいことになってきている！　だけど、皆みんなの心が強いことをこのあとすぐに理解する。


「こなくそ！」


「防ぼう御ぎよにまわったら負けよ！　攻せめて！」


　美び猴こうと部長の声。ヴァーリのチームもグレモリー眷けん属ぞくたちも子フェンリル二匹と死し闘とうを繰くり広げ始めていた。


「雷らい光こうよッ！」


　カッ！　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　バラキエルさんが朱乃さんの放つ雷光の十倍以上──極大とも言える大出力の雷かみなりを天から落とし、子フェンリルにぶつけるが──。


　奴ら、ダメージを受けても平気な様子で攻こう撃げきを再開してくる！　いまのでだいぶダメージを受けたと思うんだが……戦せん闘とう意識的なものが俺たちの認識を超こえている！


「赤龍帝と練習したのは伊だ達てじゃないんでね！」


　木場は神速で動き回り、子フェンリルの動きに追いつき、聖せい魔ま剣けんを振り下ろす。


　聖魔剣が頭部に突つき刺ささり、子フェンリルの額ひたいから鮮血が噴ふき出した。おっし！　さすが木場！


「ぐわっ！」


　その隙すきに攻撃を加えようとしていたゼノヴィアが子フェンリルに前足での反はん撃げきを受けて吹き飛ばされていく！　鮮血が噴ふきだしていた！


「ゼノヴィア！」


　イリナが手に持っていたフェニックスの涙をゼノヴィアに振りかける。同時に光の槍やりを投げつけた。大したダメージにはならないけど、けん制にはなったようだ。


　フェニックスの涙を振りかけられて、ゼノヴィアの傷がすぐにふさがって、再びデュランダルとアスカロンの二刀で構える。


「ギャスパー！　やつの視界を奪うばって！　小こ猫ねこはその瞬しゆん間かんに仙せん術じゆつでの打だ撃げきをどこでもいいから入れてちょうだい！」


　司し令れい塔とうの部長が叫さけんだ！　ギャスパーの体が無数のコウモリと化していく。


「えいえいえい！」


　コウモリと化したギャスパーが子フェンリルの目に集まり、視界を奪う！　ギャスパー、ナイスフォローだ！


「少しでもフェンリルの気を断たちます！」


　ギャスパーのおかげで視界が一時的に塞ふさがっている子フェンリルへ小猫ちゃんが一いち撃げき！


　足に一発入れただけだけど、それでいい。仙術で練ねられた攻撃が体の内側を通って、生命の根源にダメージを与あたえる。致ち命めい傷しようには程遠いかもしれない。だが、仲間を手助けする一撃としては十分だ。


「ゼノヴィア、いまよ！」


　部長の指示を受けて、ゼノヴィアが二刀を大きくかまえる！


「まだまだ負けない！」


　ゼノヴィアの気合が辺あたりに木霊こだました！


　ドゥゥゥオオオオオオオオオオッ！


　ディオドラの眷属戦で見せた二刀による莫ばく大だいなオーラの波動を子フェンリルに解とき放つ！


　ザバァァァァァァアアアッ！


　聖せい剣けんの波動に包まれていく子フェンリル──。ゼノヴィアの攻撃は狼の体に二筋の大きな傷を与えたが、いまだ倒たおれない！　あれでもダメか！


「──いや、ここから！」


　ズバババババンッ！


　木場が子フェンリルの足下に聖魔剣を大量に出現させて、一時的に足を止める！　その隙に神速で斬きり込んでいった！　子フェンリルの体に無数の傷をつけていく。


　カッ！　ビガガガガガガッ！


　そこへ朱乃さんの落らく雷らいも放たれた！


　俺たちのチームが子フェンリルより優勢だ！　よっしゃ！


　一方で──。


「──こいつはどうだ？」


　ゴバァァァァァァァァァァンッ！


　少し離はなれたところではタンニーンのおっさんが大出力の火炎を量産型ミドガルズオルムに吐きだしていた！　戦場を炎の海が大きく包み込む！


　炎のなかで量産型ミドガルズオルムの一いつ匹ぴきがもがき苦しんでいる様子だった！　さっすが元龍王の火炎だ！　量産型のミドガルズオルムは炎のなかで消し炭ずみになっていった。


「もう一いつ丁ちよう！」


　ゴオオオオウゥゥンッ！


　おっさんは大きく息を吸い込み、特大の火炎球を口から吐きだして量産型のミドガルズオルムをもう一匹弾はじき飛ばした！　地面に大きなクレーターを作り爆ばく風ふうを巻き起こすけど、頼たのもしい限りだよ！


　すげえ。龍王の量産型なんておっさんの相手にならないんだな。やっぱり、おっさんは強い！　親フェンリルの力がすごいだけだ！


「やらせません！」


　ロスヴァイセさんも北ほく欧おうの魔ま術じゆつを展開して、タンニーンのおっさんの援えん護ごをしている！


　雨のように魔術の弾たまが降ふり注そそぎ、敵に突き刺さっていく。


　おおっ、ミドガルズオルムに確実にダメージを与えているな。戦いくさ乙おと女めってすごい！


「回復を！　そちらも！」


　合間合間にダメージを受けた者へ後方支援のアーシアが回復のオーラを飛ばす。その効果は絶大だ。でも休むヒマもなくオーラを送り続けているのでアーシアも疲ひ労ろうの色を隠かくせない。戦場で死ぬかもしれないプレッシャーを受けての支援行動だから、精神的な疲労は相当なものだろう。


　けれど、アーシアの癒しの力は確実に俺たちの生命力となっていた。フェニックスの涙だけじゃこの戦場でのダメージをフォローしきれなかっただろうな。


　がんばれ、アーシア！　ピンチになったら俺が必ず助けてやるからな！


　グレモリー眷属たちが相手をしているのとは別のもう一匹の子フェンリルを攻撃しているヴァーリチームも相手を押しているように見えた。


「オラオラオラオラ！」


　美猴が如によ意い棒ぼうの乱打で子フェンリルを何度も殴おう打だしていく！


「デカくなれ、如意棒ッ！」


　ドンッ！


　うおっ！　巨きよ大だいなサイズになった棒を美猴が振ふるい、子フェンリルの頭部へ鋭するどく打ち付ける！


「にゃははは♪　それそれ足止め」


　黒歌が何かの術で子フェンリルの足下をぬかるみに変えたようだ。足を取られ、動きを封ふうじられた子フェンリルに絶大なオーラを放つ聖剣で斬りかかる者がいた。──聖王剣のアーサー！


「──とりあえず、片方の目を奪っておきますか」


　ザシュッ！


　子フェンリルの左眼を聖王剣で大きく抉っていく！


「次は爪」


　さらにそのまま肉ごと前足の爪をそぎ落としていく！　うわぁぁぁ！　すごい残ざん酷こくな攻撃をしやがるぜ、あの剣けん士し！　しかもすました顔でそれをやるから怖こわい！


「──そして、その危険な牙きばも！　この聖王剣コールブランドならば、子供のフェンリルごとき空間ごと削けずり取れるはずです！」


　ゴリュッ！


　聖王剣が空間を震わせながら、牙を削り取った！


　ギャオオオォォォォン！


　さすがの子フェンリルも、左眼、爪、牙とやられて、激痛で悲鳴をあげていた。


　──強い。


　これがヴァーリの仲間か。いくら相手が子供のフェンリルとはいえ、尋じん常じようではない強さのはずだ。


　それをこれといって苦戦する様子もなくたった三人で相手にするなんて……。


　何よりもリーダーのヴァーリがやられても一人も心配せずに事を成していく姿が凄すさまじかった。俺たちじゃ絶対に真ま似ねできないことだ。


「……兵ひよう藤どう一いつ誠せい」


　ヴァーリの声！　フェンリルにくわえられたままのヴァーリが俺に話しかけていた。見るだけで痛々しい！


「……ロキと、その他はキミと美猴たちに任まかせる」


　…………？　俺はヴァーリの言葉の真意がわからなかったが……。


「この親フェンリルは──俺が確実に殺そう」


　それを耳にしてロキが笑う。


「ふははははははっ！　どうやってだ！　すでに瀕ひん死しではないか！　強がりは白龍皇の名を貶おとしめてしまうのではないか？」


「──天てん龍りゆうを、このヴァーリ・ルシファーを舐なめるな」


　ぞっ……。


　ヴァーリは寒気がするほどの睨にらみをロキにくれたあと、静かに口ずさみだした。


　同時に神こう々ごうしいオーラがヴァーリから発せられる！　鎧よろいの各宝ほう玉ぎよくが七色に輝かがやき出していた。


　カアアアアアァァァァァァアアアアアアアアアアッ！


「我われ、目覚めるは──」


〈消し飛ぶよっ！〉〈消し飛ぶねっ！〉


　ヴァーリではない声が響ひびいていた。……白龍皇の内に存在する歴代所有者の思念だろうな。こんな怨おん念ねんのこもった声を発するのか……ッ！　傍はたから見て初めて実感する。俺が説得しようとしているのは本当の暗黒なのかもしれない。


「覇はの理ことわりに全てを奪われし、二天龍なり──」


〈夢が終わるっ！〉〈幻まぼろしが始まるっ！〉


「無限を妬ねたみ、夢む幻げんを想おもう──」


〈全部だっ！〉〈そう、すべてを捧ささげろっ！〉


「我、白き龍の覇は道どうを極きわめ──」





「「「「「「「「「「汝なんじを無む垢くの極限へと誘いざなおう──ッ！」」」」」」」」」」





『Juggernautジヤガーノート Driveドライブ!!!!!!!!!!!!』


　この採石場跡あと地ち全域をまばゆく照らす、大出力の光がフェンリルの口から溢あふれ、そして狼おおかみ自身をも呑のみこんでいく。


　すげぇぇぇえええええっ！　もう俺じゃ計はかれないぐらい圧あつ倒とう的てきなパワーを感じてしまう。あまりにすごくて感覚が麻ま痺ひしそうだ！　これが──。


「黒歌！　俺とフェンリルを予定のポイントに転送しろッ！」


　光り輝くヴァーリは黒歌にそう叫さけぶ。黒歌もそれを聞いて、にんまり笑うと、手をヴァーリに向けて宙で指を動かしていた。よく見ればヴァーリの鎧が徐じよ々じよに変化していっていた。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』による影えい響きようか？　あんな風に鎧が変化していくのか。


　あ、例のフェンリルを縛しばる鎖くさりもヴァーリのほうへ転移していった！　黒歌がそうさせたのか。鎖付きでいまのヴァーリなら確かにいけるかも！


　デュゥゥゥゥンッ！


　巨大な光と化したヴァーリとフェンリルを魔ま力りよくの帯おびらしきものが幾いく重えにも包みだした。


　しだいにヴァーリとフェンリルが夜の風景にとけ込み、この場から消えていく！


「ヴァーリ！」


　叫んでみたものの返事などあるはずもなく……。


　──『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』だ。


　初めて見たけどすぐにわかった。ヴァーリの奴やつ、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』を発動させやがった！


　あいつ、フェンリルを強ごう引いんに遠くへ連れだしたのか？　てか、予定のポイント？……やっぱり、よからぬことを企たくらんでいやがったのか？


　いや、どこか離れた場所で決着をつけるつもりなんだろう。その場所を先に独自で決めていたんだろうさ。


　あいつは魔力を命の代わりに消費することで短時間『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』を使えると先生に聞いたことがあったけど……。完全に使いこなせるわけでもないとも聞いた。おそらく、暴走と隣となり合わせか、生命力激減の危険性も孕はらんでいるんじゃないかな。


　──と、俺のもとに叫び声が聞こえてきた。


「朱乃！」


　部長の悲鳴だ！　視線を向けると、いままさに子フェンリルに嚙まれようとしている朱乃さんの姿が！


　──ふざけるなっ！


　朱乃さんをやらせるか！　俺の大好きなお姉さま！　俺の大事な先せん輩ぱいなんだぞ！


　俺はロキを一いち瞥べつして、背中の魔力噴ふん出しゆつ口こうの火を最大加速で噴ふかした！　ドラゴンの両りよう翼よくも大きく展開させて加速していく。


『JET!ジエツト』


　宝玉の音声も鳴り響き、間合いを詰つめるが──間に合わない！　いや、間に合わせる！


「隙すきありだな！」


　背はい後ごからロキが魔術を撃うちだそうとしてくるが──。


　ゴオオオンッ！


　空から大きな火の球と魔術の光がロキに向かっていく！


「そうはさせん！」


「その通りです！」


　タンニーンのおっさんとロスヴァイセさんが援護してくれたんだ！　サンキュー、おっさんとヴァルキリーの姉ちゃん！　見れば量産型ミドガルズオルムも残り一いつ匹ぴきとなっていた。


　おっさんとロスヴァイセさん、張り切りすぎだろ！　量産型龍王を二人で屠ほふる勢いだよ！


　驚おどろくヒマもなく、俺の視界に最悪の一いつ瞬しゆんが映うつり込もうとしていた。


　ヤバいッ！　子フェンリルの牙が朱乃さんに襲おそいかかる──瞬しゆん間かんだった。


　ザシュッ！


　肉に牙が突つき刺ささる鈍にぶい音！　子フェンリルの牙に身を貫つらぬかれたのは──バラキエルさんだった！


　バラキエルさんが朱乃さんを庇かばう形で子フェンリルの牙に背中から貫かれていた。


「ごふっ！」


　血が──大量に口からこぼれ出る。傷口から大量の血が流れ出ていた。


「……どうして？」


　朱乃さんが驚きの表情でそう訊きいた。


「……おまえまで失なくすわけにはいかない」


　バラキエルさんの声に朱乃さんはなんとも言えない表情となっていた。


「オラッ！」


　ドゴンッ！


　俺が子フェンリルを横から打だ拳けんでぶん殴なぐった！　その拍ひよう子しにバラキエルさんを解放して、後退していく。


「アーシア！」


　俺は近くのアーシアを呼ぶ。アーシアがその場で淡あわい緑色の光を発生させて、バラキエルさんへオーラを飛ばしてきた！


　淡い光に包まれ、バラキエルさんの傷が少しずつ癒いえていく。


　……血は止まるだろう。だが、すぐに戦線復帰は厳きびしいな。失った血の分だけ、体力も失っているだろうから。牙が抜ぬかれたときにもかなりの出血だったしな。


「……私は……私はっ！」


　酷ひどく狼ろう狽ばいしている朱乃さん。


「……しっかりしろ、朱乃。まだ戦いは終わっていないのだぞ」


　バラキエルさんがそうつぶやく。


　……朱乃さん。泣かないでください。だいじょうぶ。俺が守りますよ。


　だけど、確認したいことがある。朱乃さんは本当にお父さんのことを嫌きらっているのか？


　それだけを知りたい。


　俺はそっと、朱乃さんの乳ちちに向けてパイリンガルを静かに発動させた。これで、朱乃さんのおっぱいは俺にだけ秘密の話をしてくれる。


　なあ、朱乃さんのおっぱい。教えてくれ。朱乃さんは本当にバラキエルさんを恨うらんでいるのか？


『…………』


　朱乃さんの乳が答えてくれない。まさか、不発？　それとも、胸の内を語れないほどショック状態なのか？


　すると、おっぱいは静かに話しだす。





『私は姫ひめ島じま朱乃のおっぱいではありません。──私はおっぱいの精せい霊れいです』





　…………。


　……え？


「……………………誰だれだ、おまえは!?」


　俺は朱乃さんのおっぱいに指を突きつけて、驚きよう愕がくの声を出していた。


　朱乃さんとバラキエルさんが突とつ然ぜんの声に酷ひどく体をビクつかせていた！


『落ち着いてください。私はこの娘むすめのおっぱいを介かいしてあなたに話しかけているのです』


　朱乃さんの乳はさらにおかしなことを告げてくる！


　え、えええええええええええええええっ！


　何これ!?　何これ!?


「いや！　誰だよ、おまえ！」


『私はすべてのおっぱいを司つかさどりし神──乳ちち神がみさまに仕つかえる精霊です。あなたの頑かたくななまでのおっぱいへの渇かつ望ぼうが私を呼びだしたのです』


　バカな！　俺のパイリンガルは違ちがうチャンネルを受信したというのか!?


　そんなバカな！　そんなバカなことが起こりえるんですか!?


「お、おっさん！」


　ロキと戦っている途と中ちゆうのタンニーンのおっさん！　ここはやはり元龍王に訊いたほうがいいと思った！


「なんだ！　また何か起きたのか！　また乳なのか!?」


　戦せん闘とうの最中、俺の焦あせった声に反応して、わざわざ顔をこちらへ向けてくれている。


「乳神さまって、どこの神話体系の神さまだ!?」


　俺の問いかけにおっさんは開いた口がふさがらない様子だった。


　なんだか、周囲を見てみると、敵味方全員が間の抜けた顔で戦闘を中断させて、こちらに視線を送っていた。


　一いつ拍ぱく空けて、おっさんが部長に叫んだ！


「…………ッ！　リアス嬢じようぉぉぉぉッ！　あいつの頭に回復をかけてやってくれぇぇっ！　致ち命めい傷しようだぁぁっ！」


　違う！　違うよ、おっさん！　俺正常！　正常だって！


「イッセー！　しっかりして！　幻げん聴ちようよ！　ああ、なんてこと！　フェンリルの毒どく牙がが赤せき龍りゆう帝ていの精神にまで！」


　部長も俺が脳に損そん傷しようを受けたと勘かん違ちがいしている！　てか、フェンリルの毒牙にはやられてません！


　ぱぁっ。


　俺の頭部にアーシアから回復の光が届く。ありがとう、アーシア。じゃなくて。


「違うんです！　確かに朱乃さんのおっぱいが自分は乳の精霊だって！」


　なんとか弁明しようとしたが、今度はバラキエルさんが震ふるえる声で俺に言う。


「貴き様さま……！　うちの娘がそんなわけのわからないものだと言うのか……！　おのれ、おっぱいドラゴン……！」


　──ぶちギレていらっしゃる！


　体をバチバチと雷らい光こうが走っているしぃぃぃぃぃっ！


　ぱあっ。


　俺の頭部に再び回復の光が届く。ありがとう、アーシア！　じゃなくて！


『い、いや、皆みんな聞いてくれ。確かに俺にも乳の精霊とやらの声が聞こえる……。俺の知らない世界の力を感じる。残念な結果だが、こいつは異世界の神の使いを呼び寄せたらしい』


　ドライグが皆に聞こえる声で俺の弁明をしてくれた！　あああああっ！　持つべきものは相棒だぜ！


「バカな！」


「そんな！」


「ドライグまでダメージを！」


　ダメだ！　皆、俺どころかドライグの言葉まで信じてくれていない！


『うおおおおんっ！　どうせおっぱいドラゴンの声なんて誰も信じちゃくれないんだ！　俺は何も悪くないぞ！　相棒が、相棒がぁぁぁぁ！』


　泣なき叫ぶドライグ！　最近、俺、おまえのこと泣かせてばかりだなぁ……。ゴメンね。


　ぱあっ。


　今度は鎧よろいの宝ほう玉ぎよくに回復の光が届いた！


　アーシアちゃん！　俺、もう全快です！　ＨＰマックスです！　ダメですか！　それでも回復していないように見えますか!?


「おい、スイッチ姫ひめ！　ポチッと押されてこい！　あいつにいま必要なのはあんたのおっぱいだろ！」


　美猴が部長にそう言う。


「…………そ、そうなのかしら？」


　あっれぇぇぇぇっ!?　てっきり美猴に文句を言うと思っていた部長が説得されかけているぅぅぅ!?


『よく聞きなさい、乳ちち龍りゆう帝ていよ』


　朱乃さんの乳は再び俺に話しかけてくる！


　ていうか、誰が乳龍帝か！　クソ！　なんであんたまでその名を知っているんだよ！


『この巫み女この本ほん音ねを聞くことで乳神さまの力をここに降こう臨りんさせるのです』


　なんだか、わからないが、それはすごいことなのか？


『おっぱいを求める者に乳神さまは慈じ悲ひ深ぶかいご加護を与あたえます。きっと役に立つことでしょう』


　……わからん。まったく意味不明だ！　で、でも、朱乃さんの本音を聞きたいのは確かだった。


　じゃ、じゃあ、精霊さん。その想いを俺と朱乃さんとバラキエルさんにだけ通じるようにしてくれないか？


『いいでしょう。──では、この娘の思いを聞きなさい』


　目を閉じる俺の脳のう裏りに何かの風景が映しだされていったのだった。








　聞こえてきたのは小さな女の子が唄うたう声だ。


『──あんたがたどこさ。ひごさ、ひごどこさ』


　平ひら屋や建だての小さな家の庭で、まりつきをしている小さな女の子がいた。


『朱乃、どこ？』


　朱乃さんそっくりの女性が、小さな子──朱乃さんを呼んでいた。


『母さま！』


　朱乃さんが女性──お母さんに呼ばれて、勢いよく抱だきついた。


　黒くろ髪かみつやつやのやさしそうなお母さんだ。キレイでそれでいて儚はかなく感じる。


『母さま。父さまは今日のいつごろ帰ってくるの？』


『あら、朱乃。父さまとどこに行くの？』


　お母さんの問いに小さな朱乃さんは満面の笑えみで答える。


『早く帰ってきたら、一いつ緒しよにバスに乗って町へ買い物に行くの！』





〈寂さびしかった〉





　──っ。


　いまのは……朱乃さんの声だ。


　場面は移り、バラキエルさんと小さな朱乃さんがお風ふ呂ろに入っていた。


『父さまの羽、嫌きらいじゃないよ。黒いけど、つやつやで朱乃の髪の毛と一緒だもの！』


『そうか、ありがとう。朱乃』





〈いつも父さまがいてくれたら、良かったのに〉





　家の縁えん側がわでお母さんに髪をすいてもらっている小さな朱乃さん。


『ねえ、母さま。父さまは朱乃のこと好きかな？』


『ええ、もちろん』


　お母さんは微笑ほほえみながら髪をやさしくとかしていた。
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〈たまにしか父さまに会えなかったから〉





　そして、場面は急展開した。


　ボロボロの室内。タンスが倒され、畳たたみが大きく抉えぐれていた。テーブルはひっくり返されて、夕食が辺あたり一面に散らばっている。


　部屋のなかのすべてが荒あらされていた。


『その子を渡わたしてもらおう。忌いま々いましき邪じや悪あくな黒き天使の子なのだ』


　術者らしき者たちが複数で小さな朱乃さんと朱乃さんのお母さんを囲んでいた。


『この子は渡わたしません！　この子は大切な私の娘です！　そして、あの人の大切で大事な娘！　絶対に！　絶対に渡しません！』


　朱乃さんを庇かばうようにしてお母さんが叫さけぶ。


『……貴様も黒き天使に心を穢けがされてしまったようだ。致いたし方かたあるまい』


　術者が刀を抜ぬき放はなち、斬きりかかった──。


『母さまぁぁぁぁぁっ！』





　次に映されたのは──血まみれのバラキエルさんだった。


　術者をすべて殺害し、その身は鮮せん血けつに濡ぬれていた。


『母さま！　いやぁぁぁっ！　母さまぁぁぁっ！』


　朱乃さんは……息絶えたお母さんの体を揺ゆらし、嗚お咽えつを漏もらしていた。


『……朱しゆ璃り……』


　バラキエルさんは震える手で妻に触ふれようとするが──。


『触さわらないでっ！』


　小さな朱乃さんは怒いかりを父親にぶつけた。


『どうして！　どうして、母さまのところにいてくれなかったの!?　ずっとずっと父さまを待っていたのに！　今日だって、早く帰ってくるって言ったのに！　ううん！　今日はお休みだって言っていたのに！　父さまがいたら、母さまは死ななかったのに！』


『…………』


『あの人たちが言ってた！　父さまが黒い天使だから、悪いんだって！　黒い天使は悪い人なんだって！　私にも黒い翼つばさがあるから悪い子なんだって！　父さまと私に黒い翼がなかったら、母さまは死ななかったのに！　嫌い！　嫌い！　こんな黒い翼大嫌い！　あなたも嫌い！　皆嫌い！　大嫌いっ！』





〈父さまが悪くないことぐらいわかってた。けど──。そう思わなければ、私の精神は保もたなかった……。私は……弱いから……。寂しくて……ただ、三人で暮らしたくて……〉





　意識のなかで朱乃さんのお母さんの声が聞こえてくる。


『朱乃』


　それはとてもとてもやさしい声だった。


『何があっても、父さまを信じてあげて。父さまはこれまで他者をたくさん傷つけてきたかもしれない。──でもね』


　幻まぼろしかもしれない。それでも俺の目にはハッキリ見えたんだ。


　──朱乃さんのお母さんが朱乃さんとバラキエルさんをやさしく包み込むのが。


『あの人が私と朱乃を愛してくれているのは本当なのだから。だから、朱乃もあの人を愛してあげてね』


　意識が戻もどったとき、俺の横で朱乃さんは──とめどなく涙なみだを流していた。


「母さま……ッ！　私は……ッ！　父さまともっと会いたかった！　父さまにもっと頭をなでてもらいたかった！　父さまともっと遊びたかった！　父さまと……父さまと母さまと……三人でもっと暮らしたかった……ッ！」


　それが、朱乃さんが内に秘めていた本当の想い。


　先ほどの風景は俺と朱乃さん、そしてバラキエルさんに見えていた。


　横たわるバラキエルさんは朱乃さんの告白を聞いて、一言だけつぶやいた。


「朱璃のことを……おまえのことを……一日たりとも、忘れたことなどないよ」


　震ふるえる手を朱乃さんのほうに伸のばす。


　朱乃さんはその手を取った。


「……父さま」


　そのときだった。


　パァァァァアアアアッ。


　赤龍帝ブーステツド・のギア・鎧スケイルメイルの全宝玉が光り輝かがやき、そして、ミョルニルが極大の光を発して始めていた！


　……力強い何かを感じる！　これはいったい……。


『乳龍帝よ。聞こえますか、乳龍帝よ』


　朱乃さんのおっぱいから精せい霊れいの声が聞こえてくる。


『あなたはこの娘むすめの想いを、この娘のおっぱいを救ったのです。乳神さまの加護をいまこそ、あなたへ──』


　ゴオオオオオオッ！


　俺の鎧よろいの各所からオーラが噴ふき出てくる。


『おっぱいドラゴンよ。いいですか、乳神さまからの力の付ふ与よは一度のみです』


　とりあえず、パワーくれるんなら、ありがたいことこの上ないぜ！


　ミョルニルから伝わってくるこの波動はただ事じゃないぞ。俺やヴァーリの力を遥はるかに超こえるものを感じる！


「覚えのない神格の波動を感じるな。異世界の……乳神？　今回の赤龍帝は不思議がいっぱいだな！」


　ロキはそう言うとマントを広げて、再び自身の影かげを拡大させた！　そこから──また量産型ミドガルズオルムの一団がっ！　まだいるのかよ！　今度も五匹ひきだ！


　マジ、激戦だ！　キリがねぇっ！　神一人とその配下たちを相手にするのがこれほどとはよッ！　子フェンリル登場に量産型龍王の連続出現！　フェニックスの涙もアーシアのオーラも保たないぞ、こんなんじゃ！


　そのときだった。戸と惑まどう俺の視界に黒が映り込んだ。


　ブオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　黒い炎ほのおらしきものが地面から巻き起こり、うねりとなって、ロキと子フェンリル二匹、量産型ミドガルズオルムを包み込んだ！


　……こ、今度は何事だ？　尻しり神がみか!?


「──ッ！　この漆しつ黒こくのオーラは!?　黒邪の龍王プリズン・ドラゴンヴリトラか!?」


　タンニーンのおっさんがそう叫ぶ。


　ヴリトラ？　匙か！　そういえばなんとなく匙のオーラの質に似ているかも。でも、炎までは持っていなかったぞ、あいつ。


　地面に現れた巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じん。その中心から、黒い炎がドラゴンの形となって生みだされていく。


『兵藤一誠くん。聞こえますか？　私はグリゴリの副総そう督とくシェムハザです』


　──っ。


　緊きん急きゆう用に耳につけていたイヤホンマイクから、聞き覚えのない声が。ああ、アザゼル先生の同どう僚りようの方だ。


「あ、どうも。あのでっかい黒いドラゴンを送ってくれたのはシェムハザさんですか？」


『ええ。アザゼルに匙くんのトレーニングが終わったら、こちらに転送するよう言われましたから』


「あれ、やっぱり匙ですか!?」


　あらー、まるで炎のドラゴンじゃないか。真っ黒だよ。黒い炎がドラゴンを形作っている感じだ。あれがヴリトラなのか。


『ええ、アザゼルが少々計算ミスをしてしまったようでして。トレーニングを開始したのですが、そのままこの状態になってしまいまして。時間が来たので、この状態のまま送ってみることにしたのです。まあ、敵と味方の区別だけはついているようですね』


　結果オーライっスか！　うーん。堕だ天てん使しって大だい胆たんだよね。


「何やったんですか？」


『彼にヴリトラの神器セイクリツド・ギアを全部くっつけました』


　また、そんな無茶を……。


　口元を引きつらせる俺へ副総督さんは続ける。


『ヴリトラは退治されて神器セイクリツド・ギアに封ふうじ込まれるとき、何重にもその魂たましいを分けられてしまった。そのため、ヴリトラの神器セイクリツド・ギア所有者は多いのです。だが、種別で分けると「黒い龍脈アブソーブシヨン・ライン」、「邪龍の黒炎ブレイズ・ブラツク・フレア」、「漆黒の領域デリート・フイールド」、「龍の牢獄シヤドウ・ブリズン」、この四つです。これらの神器セイクリツド・ギアが多少の仕様違ちがいで各所有者に秘められていたのですよ。そして、我わが組織グリゴリが回収し、保管していたそれらヴリトラの神器セイクリツド・ギアを匙くんに埋うめ込みました。あなたとの接せつ触しよくでヴリトラの意識が出現していたのですべての神器セイクリツド・ギアが統合されるかもしれないとアザゼルは踏ふんだのです』


　なるほど、それで先生は匙を連れていったのか。


『結果、神器セイクリツド・ギアは統合され、ヴリトラの意識は蘇よみがえりました。──が、蘇ったばかりで暴走してしまったようですね。しかし、匙くんの意識は残っているようなので、あなたがドライグを通じて語りかければ反応するはずです。あとはあなたにお任まかせします。できますか？』


「……ええ、なんとかやってみます。いざとなったら、力ちから尽ずくで匙を止めます」


　匙──ヴリトラの黒い炎がロキと子フェンリル二匹、量産型のミドガルズオルムを包み込み、その動きを封ふう殺さつしていた。炎が意思を持つかのようにうごめき、蛇へびが巻き付いているように見えた。


「くっ！　なんだ、この炎は!?　動けん！……ぬぅ！　力が徐じよ々じよに抜けていっている!?　こ、これはあの黒いドラゴンの力か!?　特異な炎を操あやつる龍王がいたと聞いたことがあるが、まさか、これがッ！」


　ロキも狼ろう狽ばいしている様子だった。子フェンリルと量産型ミドガルズオルムが炎のなかで暴れるが脱だつ出しゆつはできそうになかった。


『ヴリトラは直接的な攻こう撃げきよりも特異な能力を多く持っていました。パワーは龍王のなかでは弱いほうかもしれませんが、こと技わざの多彩さ、異質さは随ずい一いちでしょう』


「……すっげぇな。あの、副総督。他にもヴリトラ神器セイクリツド・ギアがあるなら、同じことして量産できるんじゃ？」


『可能性はゼロに近いでしょう。もともと神器セイクリツド・ギアをあとから付加するのは危険な行こう為いでして、下へ手たをすると死に至ります。しかし、今回のケースはあなたと匙くんがお友達で、お互たがいに通じ合えたからこそ、ヴリトラの意識は奇き跡せき的に復活できたのです。同じ経けい緯いでも同じ現象が起きるかどうかは難むずかしいところでしょうね。ちなみに新たな力を付加してもうちに眠ねむる「悪魔の駒イーヴイル・ピース」は変動していません。基本ベースは「黒い龍脈アブソーブシヨン・ライン」ですからね。彼自身の生なま身みのステータスも特に変化しないでしょう』


　匙限定か。ヴリトラパワー、また厄やつ介かいな力を手に入れやがって！


『それはともかく、あの力はいまの匙くんでは長続きしませんよ。敵が封殺されている間に早く倒たおしてしまいなさい』


「了りよう解かい！」


　よっしゃ！　だったら決着つけようぜ！


　俺はミョルニルを手にして、巨大なハンマーに変えた！　軽い！　そっか、本来は羽のように軽いって言われたもんな！　こういうことなのか！


「部長！　美猴！　その炎で子フェンリルやドラゴンは動けない！　一気にたたみ掛かけましょう！」


　俺の声に二人──否いな、全員が賛同し、子フェンリルと量産型ミドガルズオルムに攻撃を開始しようとしていた！


「オーディンさまの敵は全部倒します！」


　ロスヴァイセさんが全身から魔方陣を展開させて、魔ま術じゆつ攻撃を縦じゆう横おう無む尽じんにぶっ放した！


　ドオオオオオオッ！


　身動きできない子フェンリル、量産型ミドガルズオルムを襲おそい、多大なダメージを与あたえていた！


　そっか！　匙の力でパワーを吸われているから、少しずつ弱体化しているんだ！


『匙、匙聞こえるか？』


　俺は神器セイクリツド・ギアを通して、黒い炎のドラゴンと化している匙の意識へ接触を試こころみた。


『…………うぅ』


　おっ！　反応あり！


『匙。俺だ、イッセーだ』


『ひょ、兵藤か……？　俺、いまどうなっている……？　なんだか、とてつもなく熱くて体が燃もえ尽つきてしまいそうなんだ……』


『……意識をしっかり保てよ！　せっかく格好良く登場したんだから、最後の最後まで仕事をしてからぶっ倒れてくれ！』


『……どうすればいい？』


『周まわりに何か見えるか？』


『……黒い炎のなかに、デカい狼おおかみやら細長くて大きいドラゴンが見える……』


『そいつらをそのまま繫つなぎ止めていてくれ。そう念じればいいと思う。とにかく、強く思え！　あと、人型の相手もいないか？』


『……いた。……なんだか、得体の知れない魔術か何かを感じる。それで黒い炎を消し去ろうとしている……』


『そいつが親玉だ！　消し去られるな！　強く念じて、そいつを繫ぎ止めようとしていてくれ！　あとは俺がやる！　俺が決着つけるからよっ！』


　ハンマーを握にぎりしめた。


　バチッ！　バチッ！


　今度こそ、雷かみなりが宿ったぞ。外はずさない！　振ふりかぶって、全力で打ち込んでやるっ！


『JET!ジエツト』


　背中の魔ま力りよく噴ふん出しゆつ口こうの火を最大に噴かし、ドラゴンの両りよう翼よくも大きく横に広げて、突とつ貫かん！


　目標はただ一人！


　──悪あく神しんロキ！


　ロキの手から魔術の一いち撃げきが撃うちだされる！　いまからでは避よけられない！　ハンマーを盾たてにしたいところだが、この力がもし消えたら元も子もない！


　バシュゥゥゥゥウウッ！


　俺はロキの攻撃を真っ正面から受けた！……痛い！　いまので鎧よろいが大きく破は損そんした！


　鎧の下の体まで攻撃は通っている。胸、腹、腰こし、足、全部に激痛が走っていた。


　バシュンッ！


　今度は兜かぶとにも一発被ひ弾だん！　兜も破は壊かいされて、頭部がむき出しになった！　まあ、視界が広がったと思って勢いは止めん！　頭部から血が流れでてくるのがわかる。


　新たに鎧を具現化しているヒマもケガを治なおす余よ裕ゆうもない！　このまま突つっ込こむッ！


　ボオウンッ！


　──ッ！


　ロキが匙の炎の結界を打ち破りやがった！　クソ！　腐くさっても神か！


「この程度でこのロキを捕とらえ続けるなど！」


　ロキが空中高く浮うかび上がった！　逃にげる気か！


「ちょいと待てや！」


　呼び止める俺を不敵に笑うロキ。


「赤龍帝か。だが、無む駄だだな。我われは一時退たい却きやくする。ふははははは！　しかし、三み度たびここに訪れて混こん沌とんを──」


　ビガガガガガガガガガガガアアガガガガガガガガッ！


　雷らい光こうが煌きらめき、特大の一発がロキを包み込んだ！


　振り向けば──朱乃さんとバラキエルさんがお互いに手を取り合っていた。──二人とも黒い堕天使の翼つばさを出していた。


　……ははっ。すっげぇや！　親子の雷光攻撃だっ！


「な……何をした！」


　煙けむりをあげ、落下してくるロキ！　大きなダメージはなさそうだけど、動きを止めるのに成功してる！


　ゴオオオオオオオオゥッ！


　黒い炎が再びロキを包み込んだ！　匙！　グッドタイミングだよ！


「バカなっ！　一度は解といた炎の結界のはずだ！」


　驚おどろくロキだが、匙も根性が俺並に凄すさまじいんでね！　そうそう簡単には諦あきらめないんだよな！


『……やれ、兵藤っ！』


　ああ、任せろ匙！　俺は目標を捉とらえ、狙ねらいすました！


　一気にハンマーを振り上げてぇぇぇぇぇぇぇぇっ！


「おりゃああああああっ！　俺式ミョルニルゥゥゥゥッ！」


　ドンッ！


　巨大なハンマーの頭がロキの全身へ完かん璧ぺきに打ち込まれた！


「いまだぁぁぁぁぁぁあああああッ！　いくぜ、ドライグッッ！」


『応ッ！』


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


『Transfer!!トランスフアー』


　最大まで高めた渾こん身しんのパワーをミョルニルに送り込んだッ！


　刹せつ那な──。ハンマーからとんでもない量の雷が発生するっ！


　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガっ!!


　特大の一撃が、ロキを呑のみこんだ。


　ロキの体が──大きく煙をあげた。その姿はすでに崩くずれていた。


　ボッロボロになったロキが地面に墜つい落らくしていく。


「……聖書に記しるされし神が、なぜ禁手バランス・ブレイカーという現象と……神滅具ロンギヌスなどという神を殺せるだけの道具を消さずに残したのか……。こういうことが起きると想定していたのか……？　なぜ、人間に神殺しの術すべを持たせようとした……？」


　それだけ言い残して、完全に気を失った様子だった。


　同じ頃ころ、二匹ひきの子フェンリルと複数の量産型ミドガルズオルムもぶっ倒されていた。


『乳龍帝よ。見事でした。またいつか会える日を楽しみに──』


　あ、乳の精せい霊れいの声が遠ざかっていく。役目を終えた？　いや、その役目ってのもなんなんだって話だ！


　……お、俺、どんどん得体の知れないものと触ふれ合っていくなぁ……。俺だけの成長を遂とげていきたいと思っているけど、こういうのは間に合ってますんでカンベンしておくれっ！


　俺は異世界の神だという乳の神へ、心のなかで強くそう願った。





　　　　─○●○─





「よ、匙」


　俺は戦場の中心で大の字になって気絶している友人を起こしていた。


　すでに黒いドラゴンから、元の姿に戻もどっていた。


「んあ、兵藤か……。戦いは？」


　意識は戻ったようだが、体は動かないようだ。俺はアーシアを呼び寄せて、回復をするよう促うながした。


　上半身だけ起こす匙に俺は言う。


「終わったよ。いろいろあったが、俺たちの勝ちだ」


　俺の言葉に匙は苦笑した。


「……そうか。俺、意識がほとんど無くてさ……。でも、おまえの声は聞こえた。うれしかったよ。身を焼かれそうな辛つらいところに声が聞こえてきてさ。心強かった」


「ハハハハ、任せろよ。しかし、あんな風に暴れてちゃな」


「マジか。俺、暴れてた？」


「ああ、バッチリな。でも、おかげで勝てたよ。すっげー良いサポートだったぜ」


　それを聞いて、匙は安あん堵どした様子だった。


「……ならいいや。でもよ」


　匙は戦いのあとを見み渡わたした。採石場跡あと地ちはボロボロ。大きなクレーターが何個もできていて元の姿は無かった。本当、戦争の跡地だよな。


　他のメンバーは勝利に歓かん喜きしていた。ゼノヴィアやイリナはくたびれて地面に座すわり込んでいる。


　ヴァーリチームの姿はもう無い。いつの間にか退散してた。相変わらず姿をくらませるのだけは早い。ヴァーリ当人もあのまま帰ってこなかった。……勝ったのか？　死んではいないと思うが……。


　ボロボロのロキは捕らえられたあと、ロスヴァイセさんに北ほく欧おうの魔術でいろいろと術封ふうじをかけられていた。


　ミョルニルってハンマー、レプリカなのにすげー威い力りよくだった。まあ、俺の倍増したパワーもあったんだろうけど、それでも神を倒たおしちまうなんてな。


「おまえ、こんな戦いを何度もしてたんだな。神とか魔ま王おうとか、二に天てん龍りゆうとかさ」


　匙が感心したように言う。


「まあ、いろいろと起きますから、俺のところは。赤龍帝の力が呼び込んでいるんじゃないかって話だけど。何度も死にかけているぜ、まったく」


　考えてみりゃ、俺は悪あく魔まになってからこんなのばかりだ。伝説の敵とばかり戦ってませんか？　命がいくらあっても足りないよね……。


「だからだよ。おまえ、すげーよ。俺、今回、トレーニング参加前に怖こわくて震ふるえたよ。マジで帰りたかった。でも、逃げたら会長たちに合わせる顔なさそうだから……」


「俺だって似たようなもんだ。怖くてやってられない。──でも、やるしかねぇしさ。俺のハーレム王の道はどうにも険けわしそうだからよ、一歩一歩障害をぶち破っていくしかないんだ。そのためなら、赤龍帝の力も、他の力も全部使いこなして自分のものにしていくしかない。──俺には叶かなえたくて守りたいものがたくさんあるからな。何があっても突き進むしかないんだよ」


　俺の言葉に匙は苦笑した。


「……敵かなわねぇな。スケベなのにさ」


「治りました！」


　アーシアが微笑ほほえむ。匙が治ったようだ。


「アーシア、他の人も見てやってくれ。俺は後回しでいいや」


「……はい、わかりました。でも、無茶をしないでじっとしていてくださいね」


　俺の言葉にアーシアは仲間のもとに駆かけ寄よっていく。


「イッセー」


　俺を呼ぶ部長の声。部長は朱乃さんのほうに視線を向けていた。


　あ。朱乃さんが、バラキエルさんを立ち上がらせようとしているのか。ケガはアーシアの力で治っているだろうけど、他の部分で消しよう耗もうしているんだと思う。血をあんなに流してしまったしね。


　あんなに良いガタイの男性を朱乃さん一人じゃ支ささえられないだろう。


　なんとなく、部長が言いたいことがわかった。わかりました、部長！


　俺は朱乃さんとバラキエルさんのもとに駆け寄る。


　無言でバラキエルさんに肩かたを貸す。


「……乳、いや、兵藤一誠」


　驚いた様子のバラキエルさん。俺が肩を貸すのが意外だったらしい。


　……俺のこと、乳龍帝って呼ぼうとしましたね。まあ、いいですけど。


「俺、乳なんて食べませんよ」


　苦笑しながら言ってみる。


「う、うむ。そうだな」


　なんだか、照れてる。バラキエルさんって、こういう顔もするんだな。


「キ、キミは娘むすめが──朱乃のことが好きか？」


「はい。大好きですよ。頼たよりになって、やさしい女性だと思います」


　俺は笑顔で即そくそう返した。それを聞き、バラキエルさんが少しだけうれしそうだったのは気のせいだろうか。


　俺と一いつ緒しよにバラキエルさんを支えていた朱乃さんは顔が真っ赤だった。い、いや、あははは、そういう反応されちゃうと俺も照れますよ……。


「……そうか」


　どこか満足げなバラキエルさんだった。そのバラキエルさんを後方支し援えんとして他の場所で待機している味方のもとへ転移用魔方陣で先に送った。


「よし、兵藤一誠。まだ動けるな？　戦後の処理だ。この土地を直すぞ」


　タンニーンのおっさんに促され、俺もかりだされた。


　その後、俺はヴァーリが空けた地面の穴なんかを埋うめるため、朝まで作業をしていたんだ。


　クソ！　ヴァーリのバカ野や郎ろうォォォォォッ！　どこに行きやがった!?










　Surveillant.










「あれが赤せき龍りゆう帝ていと白はく龍りゆう皇こうか。ヴリトラと聖せい魔ま剣けんも確認できた。ヴリトラはバースト状態だが、新しいルートを通っている。聖魔剣も情報通り、イレギュラーだ」


「見に来て正解だったわ。技術部の理論が確証を得そう。──赤龍帝と白龍皇に一度でも関かかわった神器セイクリツド・ギア所有者はイレギュラーの覚かく醒せいをする確率が段だん違ちがいに高いってね」


「グリゴリの技術も脅きよう威いだ。──で、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の攻こう略りやく法ほうは見つかったか？」


「消しよう耗もうするものを加速させる神器セイクリツド・ギアで対たい抗こうできると思うわ。魔ま力りよくないし生命力を消耗させるなら、そこを狙ねらえばいい。問題は赤龍帝ね。何やらおかしな方法で成長しようとしている反応だわ。神滅具ロンギヌスの意識に潜もぐっているのかしら。その点でいうと白龍皇も危険か」


「…………。──いま、曹そう操そうから連れん絡らくが入った。ほう、これは……」


「どうかした？　もしかして──」


「ああ、龍喰者ドラゴン・イーターが見つかった。──これで無限が終わる」










　Vali Lucifer.










「久しぶりの『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』は危険な上に堪こたえた。できれば使用の回数を控ひかえたいところだ。このままでは俺が保もたないだろう。──で、そちらはどうだ、アーサー」


「支配を司つかさどるこのエクスカリバーの力でなんとかできそうですよ。──フェンリルを。制限付きなのでフェンリルの力はだいぶ下がってしまいますが……。しかし、牙きばが目当てとはいえ、このような危険な魔ま物ものをチームに入れるとは物好きの極きわみですね」


「ヴァーリ、曹操から連絡入ったぜぃ」


「美び猴こう、奴やつはなんと言ってきた？」


「要約すると『こちらは独自に動く。邪じや魔まだけはするな』だそうだぜぃ」


「曹操、お互たがい何もないことを祈いのろうじゃないか。かかってくるのであれば遠えん慮りよなしだ」


「しっかし、異世界の神の加護を得るとはねぃ。兵ひよう藤どう一いつ誠せい、先が読めなくて楽しませてくれるぜぃ。あいつの成長ってよ、斜ななめ上をハイスピードで飛んでいくよなぁ」


「ふふ、おっぱいドラゴンか。冗じよう談だんのような存在だが、冗談ではないものになりそうだ」










　Boss × Boss.










『通信報告で悪いが、今回も身内が助けられたようだ。アザゼル』


「まあな。だがな、サーゼクス。今回も厳きびしかったぞ」


『しかし、また「おっぱいドラゴン」に助けられたようだ』


「ったく、不思議パワーが満まん載さいだぜ、イッセーの野郎。乳ちち神がみって誰だれだよ！──で、いいのか、イッセーに例のことを言わなくて？」


『昇しよう格かくの話があるという件か』


「イッセーと木き場ばと朱あけ乃のにその話が浮ふ上じようしているんだろう？」


『うむ。コカビエル襲しゆう来らい、三大勢力会談テロ、冥めい界かいでの魔ま王おう主しゆ催さいパーティテロ、旧魔王派テロ、これらをリアスたちは防いでいる。昇格への功こう績せきとしては十分だろう。さらに今回のロキ襲しゆう撃げきを防いだ件も大きな功績だ。三名の昇格はほぼ確実といっていい』


「まあ、最近平和だった悪魔たちのなかではトップクラスの成績だからな。特にイッセーは赤龍帝で冥界でも人気者だ。朱乃はバラキエルの娘。木場は特異な聖魔剣を持つ。優ゆう秀しゆうで有望な悪魔たちだ。力だけで言えばすでに上級悪魔クラスでもある。だが……」


『ああ、そうだ。まだ早すぎる。イッセーくんに関しては悪魔になって半年ほどだ。昇格すれば話題となり、敵の的まととなって狙われる。さらに力を付ける意味でももう五年、いや、三年は待ちたいところなのだが、世論と流行が彼らを強く後押ししているのだよ』


「ハハハハ、魔王は大変だな。で、おまえの心情としては？」


『昇格してもらいたいと思う。将来、妹と眷けん属ぞくと共に家を継つぐにもいちおうの肩かた書がきは必要になるだろう。古い悪魔たちはその辺あたりにいまだこだわるのでね。だが、まだ若い上に早すぎる。もう少しイッセーくんには「おっぱいドラゴン」でいて欲しいのだ』


「ま、そうだな。もう少しだけ様子見するのも必要だろう。──だが、その期間はものすごく短いと思うぜ」


『ああ、わかっている』


「イッセー。確実にハーレム王のレールに乗るため、あと何個か功績あげてみろってさ。だが、昇格したとしても──」


『そう、そこから何を成すか、それこそが悪魔としての本番なのだ』


「それと、英えい雄ゆう派について」


『何かわかったのか？』


「生きて捕とらえて俺のもとで調査していた神器セイクリツド・ギア所有者が──変死したよ」


『──っ。全員か？』


「ああ。原因はオーフィスの蛇へびだ」


『やはり飲んでいたのか』


「いや、違ちがう。所有者自身は飲んでいない。──神器セイクリツド・ギアに絡からませるタイプの新しい蛇だ。その新型蛇を使って神器セイクリツド・ギアを激しく刺し激げきしていたみたいだ。おそらく、所有者ではなく、神器セイクリツド・ギア自体の潜せん在ざい能力を強制的に引き出そうとしていたんだろう。しかも神器セイクリツド・ギアの攻こう撃げき力などではなく、禁手バランス・ブレイカーに関連する謎なぞが多く不確定要素も多い部分を刺激するようにしかけられていたようだ。一番繊せん細さいで危険なところだ。下へ手たすれば神器セイクリツド・ギアが壊こわれる。強引な術のオンパレードで実験してやがるな。新型蛇の残りカスを調べたが、所有者が死ぬか、禁手バランス・ブレイカーに至ると役目を終えて停止するように作られていた。禁手バランス・ブレイカー使いの増加なんて、諸もろ々もろ含ふくめ俺たちが現状やろうと思っても真ま似ねできない芸当だ」


『……それらが禁手バランス・ブレイカー使いを増やす手段か。神器セイクリツド・ギアがバーストして壊れると所有者は死ぬ。どちらにしても禁手バランス・ブレイカーに至らなければ死んでもいいという算段か』


「禁手バランス・ブレイカー使いのバーゲンセールも怖こわいが、一番警けい戒かいすべきは──俺たちが知らない新たな神滅具ロンギヌスが誕生することだ」


『……荒あれそうだ。神器セイクリツド・ギアの対策か。考えてみれば、敵に回して一番厄やつ介かいなのは特異な能力の多い神器セイクリツド・ギアかもしれない』


「単純なパワータイプなら問題は解決しやすいんだがな。パワータイプを容よう易いに封ふう殺さつできる能力が多いのが痛い。神器セイクリツド・ギアはおもしろいが、だからこそ怖いんだ」


『──神の置き土産みやげ、か。いままで私たちを陰かげで支ささえ、特とく殊しゆ能力のひとつに過ぎなかったものがこうして我われらの前に立ちふさがろうとするとは……』










　New Life.










「あー、もうすぐ修学旅行だ」


　オカルト研究部の部室でだらける俺はもうすぐ行く予定の修学旅行に夢中になっていた。


　爺じいさんは会談を無ぶ事じに終えて、本国に帰っていった。良い収しゆう穫かくを得たようだ。例のハンマーは爺さんに返した。


　ヴァーリは……。フェンリルの一いつ匹ぴきを奪うばってどこかに消えたって話だ。けっこう、大きな問題になったけど、ロキを捕とらえたことでフェンリルに関する事こと柄がらが明らかにされそうなので対抗策は新たに生まれるだろうってさ。


　でも、野や郎ろうは最初からフェンリルを狙ねらっていたんだ。それに気づけなかったのも悪いけど、俺たちを利用したのも許せない。あいつ、フェンリルをどうする気だ？


　やっぱり、あいつとはわかり合えないのかな。


　先生は今日ここにいない。


　役目を終えて帰き還かんするバラキエルさんの見送りに行くという。俺たちも見送りをすると言ったんだけど、「俺だけで十分だ」と言われてしまった。


「イッセーさん、ここのところ忙いそがしかったですから、次こそは旅行のお買い物に行かなくてはダメですね」


　アーシアが修学旅行のしおりを見ながらそう言う。


「アーシア、修学旅行には流行の下着を着けていくといいそうだ」


　ゼノヴィアがそんなこと言う。アーシアはそれを聞いて顔を真っ赤にしていた。


「ほ、本当ですか……？」


「うん。皆みんなで入る風ふ呂ろではまず下着から見事に着こなせてないとあとで笑われるそうだぞ。私もこれといってかわいい下着を持っていないからな。一いつ緒しよに買いに行ったほうがいいかもしれない」


「しゅ、修学旅行って奥が深いんですね！」


　うーん。きっと桐きり生ゆうの入いれ知ぢ恵えだろう。ま、女の子にとってみれば下着の良し悪しも一緒に行動するときのチェックアイテムなんだろうな。女子高生って厳きびしい業界だね！


「白が一番よ！　それこそ主あるじとミカエルさまが『良し！』と唸うなってくださる下着本来の姿だと思うの！」


　イリナがハイテンションに入っていくが、


「いや、私は勝負下着なるものをアーシアと共に身につけるぞ」


「え！　わ、私もですか？」


「ダメよダメよ！　信しん仰こうの色は白～！　もしくは十字の紋もん章しよう入りの！」


　教会トリオは下着の色でもめていた。……何をしているんだ、キミたちは。


　平和だね。あれほどの戦せん闘とうがあったとは思えないよ。


　ふと思う。


　強くなれば強くなるほど、この世界には強い奴やつがわんさかいるってよくわかる。しかもなぜか俺たちのもとに現れる。


　別にこの世で一番強くなりたいとかは思わない。最強の『兵士ポーン』にはなりたいけどね。


　ただ、敵がここへ来らい襲しゆうするのなら、それを退しりぞけるだけの力が必要だとは思う。眷けん属ぞくで協力して戦うのが基本だけど……。


　俺自身ももっと強くならなくちゃな。先生が説といた例の赤せき龍りゆう帝ていの可能性ももっと探さぐりたい。神器セイクリツド・ギアに残る先せん輩ぱいたちの思念を説得していくぜ。


　うーん、新しん技わざでも開発しようかな。今度、先生に相談したあと、修しゆ業ぎよう相手に木き場ばと匙さじを呼んで検討してみようっと。


「もう、終わりだわ！」


　悲鳴をあげる女性の声。部室の中央からだ。


　見れば銀ぎん髪ぱつの女性──ロスヴァイセさんが号ごう泣きゆうしていた。


「うぅぅぅぅっ！　酷ひどい！　オーディンさまったら、酷い！　私を置いていくなんて！」


　はい。オーディンの爺さんにフツーに置いていかれたそうです。たぶん、爺さんも今いま頃ごろ、ロスヴァイセさんがいないことに気づいてるんだろうけど……。


　特に何も言ってこないってことはやはり……。


「リストラ！　これ、リストラよね！　私、あんなにオーディンさまのためにがんばったのに日本に置いていかれるなんて！　どうせ、私は仕事がデキない女よ！　処女よ！　彼氏いない歴＝年ねん齢れいですよ！」


　もう、やけっぱちになっているな。


「もう、泣かないでロスヴァイセ。この学園で働けるようにしておいたから」


　部長がロスヴァイセさんの肩かたに手を置く。


「……グスン。ほ、本当に？」


「ええ。希望通り、女性教きよう諭ゆってことでいいのよね？　女子生徒ではなくて？」


「もちろんです……。私、これでも飛び級で祖国の学まなび舎やを卒業しているもの。歳は若いけれど、教員として教えられます」


　マジか。歳は俺らとあまり変わらないと思うんだけど、教師の道を選ぶとは。


「けど、私、この国でやっていけるのかしら……？　かといって国に戻もどっても『どのツラ下げてオーディンさまのあとから帰還したのか？』って怒おこられるでしょうし、あげくの果てに左さ遷せんされそうだし……っ！　うぅ……せっかく安定した生活が送れそうな職に就つけたのに！」


　相当落ち込んでる。確かに護衛するべき主神がボディガード残して先に帰還してたら、どのツラ下げてってことになるよな。


「うふふ、そこでこのプラン」


　部長が近づき、何やら書類を取りだして見せた。


「いま冥めい界かいに来ると、こんな特典やあんな特典が付くのよ？」


　書類に目を通したロスヴァイセさんが驚きよう愕がくの表情になっていた。


「ウソ！　保険金がこんなに……。こっちのは掛かけ捨すてじゃない！」


「そうなの。さらにそんなサービスもこのようなシステムもお得だとは思わない？」


「すごいです！　あ、悪あく魔まってこんなに貰もらえるんですか……っ！　基本賃金が違うわ！　ヴァルハラと比くらべても好条件ばかりです！」


　──戦いくさ乙おと女めを買収してる！


　ぶ、部長、すっかり保険屋のお姉さんになっているような……。こ、これが悪魔の囁ささやきか！　悪魔は欲よくを持った者への交こう渉しようを生なり業わいにしているからな。上級悪魔たる部長の巧たくみな話術だ！　本能的にその才能が身についているんだと思う。これぞ悪魔！


「ちなみに私のところに来るとこういうものを得られるわ」


「……グ、グレモリーといえば、魔ま王おう輩はい出しゆつの名門で、グレモリー領の特産品は好評で売り上げもとても良いと聞いてます」


「そうよ。そのお仕事に将来手を出してもいいし。グレモリーはより良い人材を募ぼ集しゆうしているのよ」


　勧誘を続ける部長がポケットから、紅あかい──駒こまを取りだした！　そ、それは！


「──そんなわけで、冥界で一仕事するためにも私の眷属にならない？　あなたのその魔ま術じゆつ、『戦車ルーク』として得ることで動ける魔術砲ほう台だい要員になれると思うの。ただ駒の消費がひとつで済すめばいいのだけれど」


　皆、部長の申し出に驚おどろいていた。そりゃ、驚くって！


　部長にとって、最後の駒！　最後の『戦車ルーク』！　魔術に長たけたヴァルキリーの姉ちゃんを眷属として迎むかえ入れるというのか！


　でも、魔術要員は欲しかったところだ。魔ま力りよくに長けたウィザードタイプが部長と朱あけ乃のさんの他にいなかったもんな。


　それが『戦車ルーク』となれば、魔術のフルバーストが撃うてる移動砲台となる！　なんだか、技術──テクニックもすごそうだし、損はない！　てか、利益が大きい！


　何よりも美人でかわいいのが最高だ！　クールビューティのように思えてかなりのドジっぷりだけどさ。


「……どこか運命感じます。私の勝手な空想ですけど、それでも冥界の病院であなたたちに出会ったときから、こうなるのが決まっていたのかもしれませんね」


　ロスヴァイセさんは紅い『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を受け取った。その瞬しゆん間かん、まばゆい紅い閃せん光こうが室内を覆おおい──ロスヴァイセさんの背中に悪魔の翼つばさが生えていた。


『戦車ルーク』の駒ひとつで済んだ。戦乙女だから、もっと要いるのかなって思ったけど……。


　何か、北ほく欧おうの人たちと『悪魔の駒イーヴイル・ピース』の相あい性しよう的なものが違ちがう方向で作用しているのかな？


「所有する主の成長に反応して、未使用の『悪魔の駒イーヴイル・ピース』が変質するって発表が最近されたからね。これらの制作に携たずさわった魔王アジュカ・ベルゼブブさまは術式プログラムなどにわざと隠かくし要素を入れるということで有名だから」


　と、木場が横で俺に説明してくれた。へぇ、まだ知られてない部分があるってことか。


　それを良しとする冥界の業界もすごいね。イレギュラー大だい歓かん迎げいなのかな。そういや、ゲームも定じよう石せきとは違う戦い方のほうが見ているほうも盛り上がってたみたいだしな。転生悪魔もバリエーションに富んでて、可能性が大きいほうがいいのかも。


　銀髪の元ヴァルキリー──ロスヴァイセさんが俺たちに一礼する。


「皆みなさん、悪魔に転生しました、元ヴァルキリーのロスヴァイセです。何やら、冥界の年金や健康保険が祖国のよりもとても魅み力りよく的で、グレモリーさんの財政面も含ふくめ、将来の安心度も高いので、悪魔になってみました。どうぞ、これからもよろしくお願い致いたします」


　若じやつ干かん、洗せん脳のうされたかのような表情になっているけど……。


「というわけで、皆、私──リアス・グレモリーの最後の『戦車ルーク』は彼女、ロスヴァイセとなりました」


　部長が笑顔で改めてそう紹しよう介かいしていた。


　……さすが悪魔。欲よく望ぼうの扱あつかいに関しては最強だ！


「ま、いいんじゃないか。私も破れかぶれだったしな」


　と、ゼノヴィアが平然と茶を飲みながら言う。まあ、こいつの前例もあるしな。


『よろしくお願いします！』


　皆もロスヴァイセさんを快こころよく迎え入れていた。俺も拒きよ否ひする理由もなく、美人さんが新たに眷属となってくれたことがうれしかった。


　しかしまあ、ゼノヴィアといい、ロスヴァイセさんといい、駒が埋うまるときはけっこうあっさりと埋まるね。


「うふふふふふふふふふ。オーディンさま？　次にお会いしましたら、絶対に許しませんからね？」


　不気味な笑みを浮かべるロスヴァイセさん。こ、怖こわい！　迫はく力りよくのあるオーラをまとっているよ！　爺じいさん、恨うらまれている！　ロスヴァイセさん、若干、病やんでいたのかも……。


　でも、これで眷属が全部埋まった。


　部長、朱乃さん、木場、アーシア、小こ猫ねこちゃん、ゼノヴィア、ギャスパー、ロスヴァイセさん、俺。九名全部そろった。


　新しいフォーメーションとか考えないといけないな。


　そんな風に考える俺へ朱乃さんが弁当箱を差しだしてきた。


「イッセーくん。これ、余あまり物ですけど、良かったらどうぞ」


　肉じゃが？　俺はひょいと指でつかみ口のなかに入れた。


　ちょうどいい塩あん梅ばいの味が口のなかに広がる。


「……うまい！　おいしいです、朱乃さん！　なんだろう、安心する味だ。俺ん家ちの味付けとは違うけど、それでもお袋ふくろの味というか」


　箸はしを受け取って、そのままがっつく。だって、おいしいんだもん！


　俺が食べる横で朱乃さんがうれしそうに微笑ほほえんでいた。


「良かった、イッセーくんに喜んでもらって。──っと、口に」


　ん？　食べ物のカスでもくっつきましたか？　手で取ろうとしたら、ふいに朱乃さんの顔が近づいてきて──。


　ちゅっ。


　一いつ瞬しゆん、口元に軽く朱乃さんの唇くちびるが触ふれた。


　…………。


　きちんと触れあったものではなかったけど、い、い、い、いまのって……。


「うふふ。いちおう、ファーストキスになるのかしら」


　頰ほおを赤く染めながら、朱乃さんが笑う。


　キ、キ、キスゥゥゥゥッ!?　ってことになるのか!?　ぶちゅーってしたものじゃないけど、確かに口と口がぁぁぁぁぁぁっ！


　いまのを他の女子部員も見ていたらしく、一いつ斉せいに殺意の視線が俺に集中する！


「イッセー？」


「イッセーさん？」


「……先輩？」


「うん、説明してもらおう」


　部長、アーシアが笑顔で詰つめ寄より、小猫ちゃん、ゼノヴィアが怖い形ぎよう相そうで迫せまってくる！


　なんで俺、こんなことにぃぃぃぃ!?


「木場、ギャスパー助けてぇぇぇぇっ！」


　お互たがいあのトレーニング場で誓ちかい合った男組のメンツなら助けてくれるはず！


　しかし、木場は苦笑しながら肩をすくめ、ギャスパーは顔を背そむけて段ボール箱に逃にげ込んだ！　うそん!?　そ、そんなに軽けい薄はくなものだったのか、俺たちの結けつ束そくはぁぁぁぁっ！


　だきっ！


　部長たちに詰め寄られる俺を背はい後ごから朱乃さんが抱だきしめてくる！　すっごく楽しげだぞ！　そして、皆みんなに聞こえるように言った。


「イッセー、大好きですわ。うふふ」


　それを聞いて部長が憤ふん怒ぬの形相となって、紅いオーラをまとった！


「もーっ！　イッセー！　朱乃！　今日という今日は許さないわ！」


　俺の日常はどんどん騒さわがしくなっていく──。










　Dad.










　事件も終わり、俺──アザゼルは日本の土産みやげを買う予定のバラキエルの買い物に付き合っていた。


　他のバカどもがバラキエルに、帰ってくるついでにと頼たのんだらしい。ったく、どいつもこいつも……。ま、総そう督とくの俺がこれだから仕方ねぇか。


　デパート内のベンチで休んでいると、買い物袋ぶくろを幾いくつも手に持つバラキエルが帰ってきた。


「……うむ。頼まれていたものはこれで全部か」


「お疲つかれ」


　俺の横にバラキエルが座すわる。クタクタっぽいな。こういう無ぶ骨こつな武人に買い物はしんどいものだろう。しかし、一度頼まれたことは完かん遂すいしちまうんだよな。


　俺はふいに手荷物から弁当の巾きん着ちやく袋ぶくろを取りだした。


「バラキエル、ほれ、これ」


「なんだ、この包みは？」


「いいから、開けてみろよ」


　バラキエルが開けると、そこにはひとつの弁当箱。


「……弁当？」


　ここに来る途と中ちゆう、朱乃に渡わたされたものだ。無言で渡されたものだが、誰だれに渡せばいいかなんてことは聞かなくてもな。


「これは──」


　弁当箱を開けると──色しき彩さい豊かで見事な和の料理が入っていた。


　バラキエルは俺のほうに視線を向ける。俺は苦笑しながら無言で「食えよ」と手で促うながした。


　箸を取り、おそるおそる煮に物ものの芋いもを口に運ぶ。


　その瞬間──バラキエルの頰を涙なみだが一筋伝った。


「……肉じゃが……朱しゆ璃りの味だ」


　夢中でそれをがっつき始めた。無言で、ただただ箸を進める。


　涙をボロボロ流しながら、ひたすら夢中で。


　俺は親友に言ってやった。


「朱乃のこと、俺やリアスたちに任まかせろよ。問題ないさ。あいつが惚ほれた男はバカでスケベだが、良い奴やつだ」


　バラキエルは箸を止め、目元を手で覆おおう。涙交まじりの震ふるえる声で俺に言ってくる。


「彼が……朱乃を大事に……守ってくれると信じたい」


「ああ、だいじょうぶだ」


「お、女の乳は食べないよな？」


「ああ、食べねぇよ」


「そうか……そうだな」


　バラキエルは安あん堵どしたように食べるのを再開した。口いっぱいに肉じゃがを頰ほお張ばりながら。


　もう二度と食べられないと思っていた愛した女の料理。その味は静かに確実に伝わっていた。


　また食えるさ。何度でも何回でも。


　イッセー。おまえの前じゃ言えなかったけどよ。


　──俺も救われた気がしたよ。


「ちくしょう、おっぱいで他者を幸せにするドラゴンなんて聞いたこともないぜ」










　Heros.










「曹そう操そう、そろそろ勘かん付づかれた頃ころだと思うよ」


「ああ、そうだろうな。そう、それでもいいんだ。人材も集まってきた。では、次の段階へいこうか」


「そうだね。ものはそろいつつある。頃ころ合あいだよ」


「──さて、最初の交こう渉しよう相手は誰にするか」


「協力態勢を外そと堀ぼりから剝はがしていく。──乗るかな？」


「乗るさ。今時全面戦争など流は行やらない。だから旧魔ま王おう派は潰つぶれたんだ。まずは交渉だ。手て堅がたくいくぞ、ジークフリート」


「了りよう解かい。魔王と魔ま物もの、そしてドラゴンを退しりぞけるのは──」


「いつだって、英えい雄ゆうと勇者だ」







あとがき







　冥めい界かいでも大人気ハンバーガーチェーン店『アクマナルド』でラッキーセットを注文すると「おっぱいドラゴン」か「スイッチ姫」のおもちゃが手に入るぞ！　両方集めると「おっぱいドラゴン」がパワーアップ！　さあ、良い子の皆みんな！　アクマナルドへ急げ！





　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。乳ちち龍りゆう帝ていの物語も七巻となりました。新章突入！


　リアスの最後の眷けん属ぞくが決定しました。元ヴァルキリーのロスヴァイセ！　五巻の冥界編でちょこっと出ていた彼女が今回で眷属入りです。クールに見えながらも自じ虐ぎやくしたりする若じやつ干かん病やみだした娘ですが、どうぞよろしくお願い致します。


　タイプはウィザードタイプでテクニック寄りです。『戦車ルーク』にして北ほく欧おうの魔ま術じゆつ使いという移動砲台をゲットしたリアス。グレモリー眷属は末すえ恐おそろしい限りです。


　年ねん齢れいは十七～十八ほどの設定。若いのに学生ではなく、教員を選択しました。必ひつ然ぜん的てきに修学旅行にも同行することになります。ロスヴァイセ先生の誕生です！


　前回の一件以降、アーシアとラブラブなイッセー。今回、朱あけ乃のメインだったので劇げき中ちゆうにてあまりラブラブな描びよう写しやがありませんでしたが、家でも学校でもイチャイチャしていますのでどうぞ皆さんも想像してあげてください。裏ではキチンと部長とも親密に……。部長とのバカップルぶりもいっそう激しくなってきましたね。





　新章に入り、イッセーの成長も次の段階へ入りました。今回はその入り口に立ったところです。赤せき龍りゆう帝ていの呪のろいは解けるのか？　『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』とは違ちがう彼だけの強力なパワーを模索しなければなりません。新章を通してイッセーの新たな成長をお見守りください。


　乳ちち神がみさまは稀まれに降こう臨りんするボーナスポイントみたいなものなのであまりお気にせずに。





　他のキャラについて。


　二天龍が繊せん細さいな時期に突とつ入にゆうしました。ドライグもアルビオンも劇中で泣いてしまっています。すべてはイッセーの行動のせいですが……。かわいそうなドラゴンたち。どうぞ、応おう援えんしてあげてください。彼らは全然悪くないんです！


　かわいそうなドラゴンその三。タンニーンのおっさん。今回もまたイッセーに振り回されてツッコミ役として機能していました。困ったら元龍りゆう王おうに訊きくとなんでも答えてくれるんだ！　今回大暴れしてましたね。イッセーの師し匠しようは心強い龍王です。


　イッセーとの対戦でヴリトラの魂たましいを蘇よみがえらせることになった匙さじ。黒い炎をまとって、ラストに登場しました。まだ全然力を使いこなせてませんが、追加された能力はどんなものなのか？　イッセーとは違う方向で成長していくのかもしれません。


　最後にアーシア。今回の戦いはアーシアの回復がなかったら、危険な戦せん闘とうでした。彼女の回復能力は眷属にとって、なくてはならないものになっています。そして、眷属もそれを理解しているのでアーシアを死守しながら戦う。アーシアも成長したなぁ……。





『禍の団カオス・ブリゲード』について。


　不気味に裏で暗あん躍やくする英えい雄ゆう派。神器セイクリツド・ギアをどうするつもりなのか？　明らかに旧魔王派とは違う切り口で何かをしようと企んでいます。八巻からさらに物語に絡んできます。


　独自に動くヴァーリたち。英雄派とも通じているわけでもなく、今回のようにイッセーたちと手も組みましたが要注意であることに代わりはありません。奇き妙みような二に天てん龍りゆう同士──イッセーともお互いに認め合い始めましたが、二人はどこまで成長していくのか？


　さて、新章はいままで脇わき役やくだった「神器セイクリツド・ギア」にスポットが当たります。今回でもその底知れぬ不気味さの一いつ端たんが現れていたと思います。便利だと思っていた能力が、敵に回ったとき、どれほどの脅きよう威いとなるのか？





　謝しや辞じをば。


　七巻を無事発売できました。みやま零ゼロさま、担当Ｈさま、ありがとうございます！


　次回、修学旅行編！　京都を舞ぶ台たいにイッセーが活躍します！──と思いきや！　なんと、短編集となります！　タイトルは恐おそらく「ハイスクールＤ×Ｄ７．５」！


　読者の方々から希望が多かったため、ドラゴンマガジンに掲けい載さいされていたものを短編集にしようということになりました。短編は長編とは違い、お笑い重じゆう視しです。まったく違う側面からのＤ×Ｄとなりますが、本編以上にイッセーやヒロインがエロエロにやっていたりもするのでその辺あたりもご期待ください！　みやまさんの美び麗れいなイラストも短編連載の分だけ、たくさん掲載される予定です！　雪女が萌もえますよ！　関係者一同もある意味で本編以上に楽しんで臨んでいる短編、どうぞご期待くださいませ。秋頃発売予定です。


　宣伝！　この七巻が発売される頃、同月発売のドラゴンマガジン９月号の別冊付録にて、漫画版ハイスクールＤ×Ｄが連載開始となります！　コミカライズでございます！　担当の漫画家さんは、みしまひろじ先生！　漫画でも展開される部長のおっぱいを見たい方はどうぞドラゴンマガジンのほうもよろしくお願い致します！





ハイスクールＤ×Ｄ７


放課後のラグナロク





石いし踏ぶみ一いち榮えい
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